
対象校No. 983 学校コード F133310109554

設置年度 令和 4年度

計画の区分： 学部の学科の設置

岡山理科大学 情報理工学部 情報理工学科 （必要がある場合）○○専攻

　　担当部局（課）名 企画部

　　　職名・氏名 部長
ブチョウ

　野村
ノムラ

　武
タケ

未
ミ

　　　電話番号　　 ０８６-２５６-８４１４

　　　（夜間）　　 ０８６－２５６-８１３１

　　　ｅ－mail　　 kikaku@ous.ac.jp

届出

令和６年５月１日現在 

（改正前大学設置基準適用）

学校法人加計学園　　　

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

　　　　　　　　　　　　　　　注１

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　作成担当者

　　　　　当該番号を記載してください。

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し、その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　該当番号を記載してください。

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　　　　https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

　　　４　対象校No.については、「【別紙】令和６年度AC報告書提出対象学科等.pdf」より、

　　　　　なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。

注３

注2

注４
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ カケ　コウタロウ ）

加計　晃太郎

（平成１３年１月）

（ヤナギサワ　ヤスノブﾞ） （ヒラノ　ヒロユキ）

柳澤　康信 平野　博之

（平成２８年４月） （令和４年４月）

（リュウ　ボジャン）

劉　渤江

（令和４年４月）

（フジモト　シンサク）

藤本　真作

（令和４年４月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和５年度に報告済の内容　→（５）

　　　　　　令和６年度に報告する内容　→（６）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に、「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

学　　長

職　　名

該当なし

該当なし

該当なし

任期満了のため
令和4年4月1日（４）

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人加計学園

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　岡山理科大学

　　　　岡山県岡山市北区理大町１番１号

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒７００－０００５

（３） 調査対象大学等の位置



　　　　設置計画履行状況等調査の対象期間が７年を越え、様式に変更が必要な場合には、別途ご連絡ください。

　　　に報告書を作成してください。

　情報理工学部

　情報理工学科 人

　学士（情報理工学） 年 人 人

人

人

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

－ － － － － － 879 740 506

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 2 ] [ － ] [ 7 ] [ － ] [ 11 ] [ － ]

－ － － － － － 845 711 488

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 2 ] [ － ] [ 7 ] [ － ] [ 11 ] [ － ]

－ － － － － － 598 645 437

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 2 ] [ － ] [ 6 ] [ － ] [ 8 ] [ － ]

－ － － － － － 220 208 180

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 2 ] [ － ] [ 5 ] [ － ] [ 5 ] [ － ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　・　「収容定員充足率」には、開設年度から報告年度までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

　　　　報告年度から起算した修業年限に相当する期間の収容定員充足率を記載してください。

　　　・　「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」

　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。

　　　　なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。

　　　・　「（５）－②　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等」の「平均入学定員超過率」及び「収容定員充足率」は、「４　既設大学等の状況」AC対象学部学科等の

備　考

　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和５年度令和４年度令和元年度 令和２年度 令和３年度

4 210 840

3年次

4年次

備　　考

入学定員

0

設 置 時 の 計 画

修業年限

学生募集の停
止について

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

0

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

－

令和６年度

[ 　－　 ] [ 　－　 ]

　　　　なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

(　－ 　)

0.93倍

収容定員
充 足 率

-倍

収容定員
充 足 率

（控除後）

　　　　((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には「－」を記入してください。

Ｂ　 入学者数

志願者数

210

(　-　)

0.99

210

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試区分ごとではありません）。

　　　・　調査対象学部等の開設年度から報告年度まで記入してください。なお、開設年度以前は「－」を記入してください。

－ －

－

[ 　－　 ]

　　　　に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した入学定員、入学者数で算出してください。

－

　　　　倍率と一致しますので、留意して計算してください。

　　　　算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和７年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。

　 　 ・  報告年度に春季入学以外の学期区分の設定を予定している場合は、「春季入学以外の学期区分について」で「春季入学以外の学期区分を設ける予定」を選択してくださ
い。
       （春季入学以外の学期区分の設定を予定していない場合は「－」を選択。）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行っている場合には、

合格者数

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

　　　　なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。また、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

2年次

　　　　「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

理学関係

編入学定員 収容定員

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載したものを、

　　　　別ファイルにて提出してください。

　　　・　様式は、令和元年度開設の４年制の学科が完成年度を越えて報告する場合（令和６年度までの６年間）ですが、

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）により、

　　　　我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程

　　　　を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記載してください。

受験者数

－

(　－ 　)

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号（その２の１））」の

　 　 ・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択するとともに、
　　　　「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。（学生募集停止を予定していない場合は「－」を選択。）

0

－

工学関係

(　－ 　)
Ａ　 入学定員

春季入学以外の
学期区分につい

て

－

[ 　-　 ]

210

(　-　)

0.85

[ 　-　 ]

1.04

(　-　)

[ 　-　 ]



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

－ － － － － － 218 － 205 － 180 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　2 ] [　－　] 6 [　－　] [　5 ] [　－　]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) （－） － （－） － （－） －

－ － － － － － 208 － 215 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　2 ] [　－　] [　5 ] [　－　]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) （－） － (12) －

－ － － － － － 192 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　2 ] [　－　]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) （－） －

－ － － － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について、内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）

　　　　に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。

　　　　また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

備　　　　　考
令和５年度令和４年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

計

４年次

１年次

２年次

３年次

[　13　 ]

（　 －　 ）（　 －　 ）（　　－　 ） （　　－　 ） （　　－　 ）

令和元年度 令和２年度

－ － － 413

（　 －　 ）

令和６年度

[　　－ 　] [　　－ 　] [　　－ 　] [　8　 ][　　2　 ]

令和３年度

587218



　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

- 人 - 人 令和元年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 1 人 0 人 進路変更（1）

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 14 人 0 人
学力不足（6）経済的困窮（1）就学意欲低下（4）進路変更
（３）

令和５年度 6 人 0 人 心神耗弱（2）学力不足（2）進路変更（1）除籍（１）

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 0 人 0 人

令和５年度 0 人 0 人

令和６年度 0 人 0 人

21 人 21 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） -
令和元年度の在学者数（ｂ） -

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） -
令和２年度の在学者数（ｂ） -

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） -
令和３年度の在学者数（ｂ） -

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） 1
令和４年度の在学者数（ｂ） 218

【令和５年度】

令和５年度の退学者数（ａ） 20
令和５年度の在学者数（ｂ） 413

【令和６年度】

令和６年度の退学者数（ａ） 0
令和６年度の在学者数（ｂ） 587

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

- ％

- ％

- ％

= = 4.84 ％

0.45 ％=

- 人

-

合　　計

人

令和４年度 218 人 1 人

人令和５年度 413 人 20

人令和３年度 -

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

令和元年度

令和２年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

-人

= = 0 ％

令和６年度 587 人 0 人

=

=

=

=

=

=

=



【令和６年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 1 9 1前 2 1 3

1後 1 1 3 1後 1 1 3

2通 1 1 3 2通 1 1 5

3通 1 1 3 3通 1 1 5

4通 1 1 3 4通 1 4

1前 2 4 1前 2 5

1前 2 2 1前 2 1

1前 2 4 1前 2 6

1前 2 2 1前 2 1

1後 2 2 1後 2 1

1前 2 7 1前 2 7

2前 2 1 2前 2 3

2前 2 2 2前 2 1 3

1後 1 2 1後 1 4

1前 1 1 1 3前 1 1 2

1前 2 1 1 3前 2 1 2

2前 3 1 1 3前 3 1 2

2前 3 1 3 2前 3 1 2

3通 2 1 3 3通 2 1 5

2前 2 1 2前 2 2

2後 1 2 2後 1 2

1前 1 2 1前 1 1

1前 2 2 1前 1 1

1前 3 2 1前 1 1

1前 2 1

1前 2 1

1前 3 1

1前 1 1 1前 1 2

1前 2 4 1前 2 1 5

1前 1 11 1前 1 14

1前･後 2 3 1前･後 2 6

1前･後 1 1 1前･後 1 8

－ 0 50 0 1 0 0 0 0 44 － 2 52 0 1 1 0 0 0 51

1前･後 2 4 1前･後 2 12

1前･後 2 2 1前･後 2 10

1前･後 2 4 1前･後 2 4

1前･後 2 3 1前･後 2 20

1前･後 2 8 1前･後 2 8

1前･後 2 5 1前･後 2 4 1 8

1前･後 2 1 1前･後 2 1

－ 0 14 0 0 0 0 0 0 20 － 0 14 0 4 1 0 0 0 55

人
間
・
社
会
科
学
系

人間を読みとくＡ

セルフ･アウェアネス セルフ･アウェアネス

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

人
間
・
社
会
科
学
系

人間を読みとくＡ

小計（29科目） 小計（32科目）

インターンシップ入門

インターンシップＡ インターンシップＡ

インターンシップＢ インターンシップＢ

グローバル研修ⅡＢ

グローバル研修Ⅲ

スポーツ・ウェルネス スポーツ・ウェルネス

自然と健康・スポーツ科学Ａ 自然と健康・スポーツ科学Ａ

健康の科学 健康の科学

人間を読みとくＢ 人間を読みとくＢ

文化を読みとくＡ 文化を読みとくＡ

兼
任
・
兼
担

ラ
イ
フ
・
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
系

フレッシュマンセミナー

ラ
イ
フ
・
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
系

フレッシュマンセミナー

キャリアデザイン４ キャリアデザイン４

学びの基礎論１ 学びの基礎論１

企業情報特論 企業情報特論

インターンシップＣ インターンシップＣ

グローバル実践 グローバル実践

グローバル研修ⅡＡ

自然と健康・スポーツ科学Ｂ 自然と健康・スポーツ科学Ｂ

小計（7科目）

アサーティブ・コミュニケーション

ライフ・ビルディング ライフ・ビルディング

キャリアデザイン１ キャリアデザイン１

キャリアデザイン２ キャリアデザイン２

キャリアデザイン３ キャリアデザイン３

インターンシップ入門

学びの基礎論２ 学びの基礎論２

理解と表現 理解と表現

キャリア形成論 キャリア形成論

グローバル研修Ａ グローバル研修ⅠＡ

グローバル研修Ｂ グローバル研修ⅠＢ

社会を読みとくＡ 社会を読みとくＡ

社会を読みとくＢ 社会を読みとくＢ

日本国憲法 日本国憲法

生涯スポーツ 生涯スポーツ

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

小計（7科目）

アサーティブ・コミュニケーション

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

グローバル研修Ｃ グローバル研修ⅠＣ

２　授業科目の概要

＜情報理工学部　情報理工学科＞

（１）－① 授業科目表

社会・産業実習 社会・産業実習

産業課題研究演習 産業課題研究演習

グローバル入門 グローバル入門

文化を読みとくＢ 文化を読みとくＢ

基
盤
教
育
科
目

基
盤
教
育
科
目



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 2 1 7 1後 2 1 7

1前 2 6 1前 2 27

1後 2 3 1後 2 2 2 21

1前 2 6 1前 2 6

1後 2 6 1後 2 6

1前 2 6 1前 2 6

1前 2 4 1前 2 5

1後 2 4 1後 2 5

1前 2 3 1前 2 3

1後 2 3 1後 2 3

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 2

1前 2 3 1前 2 3

1後 2 3 1後 2 3

1前 2 8 1前 2 1 11

1前･後 2 7 1前･後 2 8

2前 2 3 2前 2 3

2前 2 2 2前 2 4

－ 0 36 0 0 1 0 0 0 31 － 0 36 0 2 3 1 0 0 62

1前 2 1 1前 2 4

1後 2 1 1後 2 2

1後･2前 2 4 1後･2前 2 4

1後･2前 2 3 1後･2前 2 5

1後･2前 2 1 1後･2前 2 1

1前 2 1 1前 2 4

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

1前･後 2 1 1前･後 2 3

1前･後 2 1 1前･後 2 2

1前･後 2 2 1前･後 2 2

2前 2 2 2前 2 2

－ 0 32 0 0 0 0 0 0 9 － 0 32 0 0 0 0 0 0 19

1前･後 2 12 1前･後 2 13

1後･2前 2 12 1後･2前 2 10

2前 2 3 2前 2 1

－ 2 4 0 0 0 0 0 0 12 － 2 4 0 0 0 0 0 0 13

CLIL

検定英語（初級） 検定英語（初級）

検定英語（上級） 検定英語（上級）

学術英語（上級） 学術英語（上級）

Discussion Discussion

Presentation Presentation

基盤英語（準中級） 基盤英語（準中級）

基盤英語（中級） 基盤英語（中級）

基盤英語（上級） 基盤英語（上級）

基礎英会話 基礎英会話

初修外国語１ 初
修
外
国
語
科
目

初修外国語１

初修外国語２ 初修外国語２

初修外国語３ 初修外国語３

小計（3科目）

英語で文化 英語で文化

英語コミュニケーション 英語コミュニケーション

小計（16科目） 小計（16科目）

基盤地学２ 基盤地学２

基盤物理学実験 基盤物理学実験

基盤化学実験 基盤化学実験

基盤地学実験 基盤地学実験

小計（18科目） 小計（18科目）

Academic Writing

CLIL

基盤化学２

基盤生物学１ 基盤生物学１

基盤生物学２ 基盤生物学２

自然を読みとく 自然を読みとく

技術を読みとく 技術を読みとく

基盤数学（微分積分１） 基盤数学（微分積分１）

基盤数学（微分積分２）

基盤数学（線形代数） 基盤数学（線形代数）

基盤物理学１ 基盤物理学１

基盤物理学２ 基盤物理学２

基盤化学１ 科
学
技
術
系

データを読みとく

基盤化学１

基盤化学２

基盤地学１

基盤生物学実験

基盤数学（微分積分２）

科
学
技
術
系

データを読みとく

基盤地学１

基盤生物学実験

学術英語（中級）

Academic Writing

学術英語（中級）

基
盤
教
育
科
目

外
国
語
系

英
語
科
目

基礎英語

基
盤
教
育
科
目

外
国
語
系

英
語
科
目

基礎英語

初
修
外
国
語
科
目 小計（3科目）

基盤英語（初級） 基盤英語（初級）

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

基
盤
教
育
科
目

科目
区分

基
盤
教
育
科
目

科目
区分



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 1 1前 2 2

1後 2 1 1後 2 2

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

－ 0 8 0 0 0 0 0 0 2 － 0 8 0 0 0 0 0 0 4

2前 2 2 2前 2 4

2後 2 2 2後 2 3

3前 2 2 3前 2 3

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 6

4前 2 2 4前 2 4

4前 2 2 4前 2 3

－ 0 14 0 0 0 0 0 0 3 － 0 14 0 0 0 0 0 0 8

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1後 1 2 1後 1 2

2通 1 2 2通 1 2

3通 1 2 3通 1 2

－ 0 9 0 0 0 0 0 0 2 － 0 9 0 0 0 0 0 0 2

1前 2 4 1前 2 15

1後 1 4 1後 1 14

2前 1 4 2前 1 9

1後 1 2 1後 1 7

2後 1 4 2後 1 8

3前 1 2 3前 1 2

－ 0 7 0 0 0 0 0 0 4 － 0 7 0 0 0 0 0 0 17

1前 2 5 1前 2 7

1後 2 5 1後 2 6

1前 1 5 1前 1 2

1後 2 5 1後 2 2

2前 2 5 2前 2 6

2前 2 5 2前 2 2

2後 2 5 2後 2 6

3前 2 5 3前 2 2

2後 2 5 2後 2 2

3前 1 5 3前 1 2

－ 0 18 0 0 0 0 0 0 5 － 0 18 0 0 0 0 0 0 8

1後 2 3 1後 2 6

2後 2 6 2後 2 3

1後 2 6 1後 2 3

2前 2 6 2前 2 8

－ 0 8 0 0 0 0 0 0 9 － 0 8 0 0 0 0 0 0 8

マ

ナ
ー

マ

イ
ス

タ
ー

プ

ロ

グ

ラ

ム

マナーマイスター講座初級
マ

ナ
ー

マ

イ
ス

タ
ー

プ

ロ

グ

ラ

ム

マナーマイスター講座初級

マナーマイスター・チャレンジ マナーマイスター・チャレンジ

マナーマイスター・アドバンストＡ（海外） マナーマイスター・アドバンストＡ（海外）

マナーマイスター・アドバンストＢ（国内） マナーマイスター・アドバンストＢ（国内）

小計（4科目） 小計（4科目）

リーダーシップ実践Ｃ（学内） リーダーシップ実践Ｃ（学内）

リーダーシップ・アドバンストＡ（海外） リーダーシップ・アドバンストＡ（海外）

リーダーシップ・アドバンストＢ（国内） リーダーシップ・アドバンストＢ（国内）

リ
ー

ダ
ー

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

リーダーシップ論

リ
ー

ダ
ー

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

リーダーシップ論

リーダーシップ・ゼミナール リーダーシップ・ゼミナール

リーダーシップ研修Ａ（国内） リーダーシップ研修Ａ（国内）

リーダーシップ研修Ｂ（海外） リーダーシップ研修Ｂ（海外）

リーダーシップ研修Ｃ（学内） リーダーシップ研修Ｃ（学内）

リーダーシップ実践Ａ（国内） リーダーシップ実践Ａ（国内）

小計（10科目） 小計（10科目）

科学ボランティア活動１ 科学ボランティア活動１

科学ボランティア活動２ 科学ボランティア活動２

小計（6科目） 小計（6科目）

科学・工作ボランティア入門 科

学

ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア

リ
ー

ダ
ー

養

成

プ

ロ

グ

ラ

ム

リーダーシップ実践Ｂ（学内） リーダーシップ実践Ｂ（学内）

ブドウ栽培とワイン醸造学 ブドウ栽培とワイン醸造学

発酵と微生物 発酵と微生物

ワインプロジェクト実習１ ワインプロジェクト実習１

ワインプロジェクト実習２ ワインプロジェクト実習２

ワインプロジェクト実習３ ワインプロジェクト実習３

小計（6科目） 小計（6科目）

科学・工作ボランティア入門

科学ボランティア実践指導１ 科学ボランティア実践指導１

日本語読解作文 日本語読解作文

日本語口語表現 日本語口語表現

小計（4科目） 小計（4科目）

科学ボランティア実践指導２ 科学ボランティア実践指導２

科学ボランティア教材研究 科学ボランティア教材研究

ＤＰ化学 ＤＰ化学

ＩＢ教育課程・方法論 ＩＢ教育課程・方法論

ＩＢ教育評価論 ＩＢ教育評価論

ＤＰ数学

小計（7科目） 小計（7科目）

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

基
盤
教
育
科
目

外
国
語
系

日
本
語
科
目

基盤日本語１

基
盤
教
育
科
目

外
国
語
系

日
本
語
科
目

基盤日本語１

ブ
ラ
ン
ド
系

I
B
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

国際バカロレア概論

ブ
ラ
ン
ド
系

I
B
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

国際バカロレア概論

ワ

イ

ン

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

プ

ロ

グ

ラ

ム

ブドウ・ワイン概論
ワ

イ

ン

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

プ

ロ

グ

ラ

ム

ブドウ・ワイン概論

科

学

ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア

リ
ー

ダ
ー

養

成

プ

ロ

グ

ラ

ム

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

ＤＰ数学

ＤＰ教育実践研究１ ＤＰ教育実践研究１

ＤＰ教育実践研究２ ＤＰ教育実践研究２

基盤日本語２ 基盤日本語２

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1① 2 2 1 1 1① 2 2 1 1

1② 2 2 1 1 1② 2 2 1 1

1② 2 2 2 1② 2 2 2

1③ 2 3 1 1③ 2 3 1

1③ 2 3 1 1③ 2 3 1

1④ 2 2 2 1④ 2 2 2

1④ 2 2 1④ 2 1 2

2① 2 1 2① 2 2

2② 2 1 2② 2 1

2後 2 1 2後 2 1

－ 6 14 0 6 4 2 0 0 1 － 6 14 0 6 4 2 0 0 2

1① 1  13 5 3 1 1① 1  12 6 4

1前  2 1 1 1前  2 2 1

1後 2 1 1後 2 2

1後 2 1 1後 2 1

1① 2  3 1 1 1① 2  3 1 1

1②  2 3 1 1②  2 3 1

1前 2  3 1 1 1前 2  3 1 1

1③ 2 3 1 1 1③ 2 3 1 1

1④ 2 2 1 1 1④ 2 2 1 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2② 1 1 1 2② 1 1 1

2④ 1 1 1 2④ 1 1 1

2① 1 1 1 2① 1 1 1

2③ 1 1 1 2③ 1 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

－ 5 22 0 15 5 3 1 0 1 － 5 22 0 16 7 4 0 0 1

1前 2 2 1 1 1 1前 2 2 2 1

2後 2 2 1 1 2後 2 2 2 1

3前 2 1 1 3前 2 2 2 1

3後 2 2 1 1 3後 2 2 2 1

1① 2 1 1 1① 2 1 1

1② 2 1 1 1② 2 1 1

1③ 2 1 1 1③ 2 1 1

1④ 2 1 1 1④ 2 1 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1前 2 1 1 1前 2 1 1

2前 2 1 2前 2 1 4

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 5 2 1 3前 2 5 3

3後 2 5 2 1 3後 2 5 3

－ 0 42 0 5 3 2 1 0 － 0 42 0 5 4 1 1 0 4

工学共通実験Ⅱ 工学共通実験Ⅱ

小計（21科目） 小計（21科目）

熱力学 熱力学

物理学Ⅱ 物理学Ⅱ

機械製図Ⅱ 機械製図Ⅱ

工学共通実験Ⅰ 工学共通実験Ⅰ

力学Ⅰ 力学Ⅰ

力学Ⅱ 力学Ⅱ

専
門
教
育
科
目

基
礎
・
共
通
科
目

数
学
基
礎
科
目

基礎数学Ⅰ

機械力学 機械力学

機械製図Ⅰ 機械製図Ⅰ

情
報
基
礎
科
目

情報理工学概論

情報リテラシー 情報リテラシー

電磁気学 電磁気学

小計（17科目） 小計（17科目）

工
学
共
通
科
目

ものづくり体験演習

工
学
共
通
科
目

ものづくり体験演習

ロボット知能化演習 ロボット知能化演習

ロボット創造工学Ⅰ ロボット創造工学Ⅰ

ロボット創造工学Ⅱ ロボット創造工学Ⅱ

物理学Ⅰ 物理学Ⅰ

制御工学 制御工学

加工学 加工学

機械加工実習 機械加工実習

材料力学Ⅱ 材料力学Ⅱ

流体力学 流体力学

情報処理入門 情報処理入門

プログラミング基礎 プログラミング基礎

応用プログラミングⅠ 応用プログラミングⅠ

論理・集合と写像 論理・集合と写像

小計（10科目） 小計（10科目）

データ構造Ⅰ データ構造Ⅰ

データ構造Ⅱ データ構造Ⅱ

インターネット入門 インターネット入門

情報と職業 情報と職業

情報関連法学 情報関連法学

アルゴリズムⅠ アルゴリズムⅠ

専
門
教
育
科
目

基
礎
・
共
通
科
目

数
学
基
礎
科
目

基礎数学Ⅰ

応用数学Ⅱ 応用数学Ⅱ

応用プログラミングⅡ 応用プログラミングⅡ

アルゴリズムⅡ アルゴリズムⅡ

アルゴリズム入門 アルゴリズム入門

材料力学Ⅰ 材料力学Ⅰ

情
報
基
礎
科
目

情報理工学概論

電子計算機概論 電子計算機概論

情報システム概論 情報システム概論

ゲームシステム概論 ゲームシステム概論

線形代数Ⅱ 線形代数Ⅱ

解析Ⅰ 解析Ⅰ

応用数学Ⅰ 応用数学Ⅰ

基礎数学Ⅱ 基礎数学Ⅱ

基礎解析Ⅰ 基礎解析Ⅰ

基礎解析Ⅱ 基礎解析Ⅱ

線形代数Ⅰ 線形代数Ⅰ

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2② 2 1 2② 2 1

2① 1 1 2① 1 1

2② 1 1 2② 1 1

2後 2 1 1 2後 2 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2③ 2 1 2③ 2 1

2④ 2 1 2④ 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3① 1 1 3① 1 1

3② 1 1 3② 1 1

3後 2 1 3後 2 1

－ 0 22 0 3 3 1 0 0 1 － 0 22 0 3 3 1 0 0 1

2前 2 1 2前 2 1 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

－ 0 14 0 3 0 1 0 0 1 － 0 14 0 3 0 1 0 0 2

2① 2 1 1 2① 2 1 1

2② 2 1 1 2② 2 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

－ 0 14 0 5 0 1 0 0 － 0 14 0 5 0 1 0 0

2① 2 2 2① 2 2

2② 2 2 2② 2 2

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

－ 0 12 0 2 1 0 0 0 － 0 12 0 2 1 0 0 0

2後 2 1 2後 2 1

2① 2 1 2① 2 1

2後 2 2 2後 2 2

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 2

－ 0 14 0 4 2 0 0 0 1 － 0 14 0 5 2 0 0 0 1

2① 2 1 1 2① 2 1 1

2② 2 1 1 2② 2 1 1

3前 2 1 3前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

－ 0 14 0 2 0 1 0 0 － 0 14 0 2 0 1 0 0

ゲーミフィケーション ゲーミフィケーション

ゲーム制作論 ゲーム制作論

ゲームメカニクス ゲームメカニクス

応用データサイエンス 応用データサイエンス

小計（7科目） 小計（7科目）

小計（7科目） 小計（7科目）

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
ユ
ニ

ッ
ト

データサイエンス

統計 統計

データ解析プログラミング データ解析プログラミング

数理統計 数理統計

デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー

ム
・
メ
デ

ィ
ア
コ
ー

ス
科
目

デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー

ム
ユ
ニ

ッ
ト

ゲームプログラミングⅠ デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー

ム
・
メ
デ

ィ
ア
コ
ー

ス
科
目

デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー

ム
ユ
ニ

ッ
ト

ゲームプログラミングⅠ

ゲームプログラミングⅡ ゲームプログラミングⅡ

ゲームグラフィックス ゲームグラフィックス

ゲームシステム設計 ゲームシステム設計

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
ユ
ニ

ッ
ト

ＷｅｂプログラミングⅠ
コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
ユ
ニ

ッ
ト

ＷｅｂプログラミングⅠ

ＷｅｂプログラミングⅡ ＷｅｂプログラミングⅡ

データベース データベース

情報理論 情報理論

応用データベース 応用データベース

Ａ
Ｉ
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー

ス
科
目

Ａ
Ｉ
ユ
ニ

ッ
ト

ＡＩプログラミングⅠ

Ａ
Ｉ
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー

ス
科
目

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
ユ
ニ

ッ
ト

データサイエンス

兼
任
・
兼
担

解析Ⅱ 解析Ⅱ

代数Ⅰ 代数Ⅰ

代数Ⅱ 代数Ⅱ

確率

専
門
教
育
科
目

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー

ス
科
目

数
理
ユ
ニ

ッ
ト

確率

データ分析システム開発 データ分析システム開発

データ分析法 データ分析法

解析演習Ⅰ

解析演習Ⅱ 解析演習Ⅱ

代数演習Ⅰ 代数演習Ⅰ

代数演習Ⅱ

情報セキュリティ

情
報
セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
ユ
ニ

ッ
ト

情報セキュリティ

コンピュータネットワーク コンピュータネットワーク

暗号理論 暗号理論

ネットワーク技術論 ネットワーク技術論

配
当
年
次

Ａ
Ｉ
ユ
ニ

ッ
ト

ＡＩプログラミングⅠ

ＡＩプログラミングⅡ ＡＩプログラミングⅡ

ＡＩの数理 ＡＩの数理

機械学習 機械学習

自然言語処理 自然言語処理

機械学習システム開発 機械学習システム開発

小計（6科目） 小計（6科目）

単位数 専任教員等の配置

専
門
教
育
科
目

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー

ス
科
目

数
理
ユ
ニ

ッ
ト

代数演習Ⅱ

位相幾何 位相幾何

微分幾何 微分幾何

離散数学Ⅰ 離散数学Ⅰ

離散数学Ⅱ 離散数学Ⅱ

小計（13科目） 小計（13科目）

情
報
セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
ユ
ニ

ッ
ト

ネットワークセキュリティ ネットワークセキュリティ

セキュリティ運用 セキュリティ運用

情報社会論 情報社会論

Ｗｅｂシステム開発 Ｗｅｂシステム開発

小計（7科目） 小計（7科目）

システムセキュリティ システムセキュリティ

小計（7科目） 小計（7科目）

解析演習Ⅰ

数値解析 数値解析

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 2 3前 2 1 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1 1 1

－ 0 14 0 1 0 1 0 0 3 － 0 14 0 1 0 2 0 0 1

1② 1 1 1② 1 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

－ 0 11 0 1 1 2 0 0 － 0 11 0 1 2 1 0 0

2前 2 1 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

－ 0 10 0 2 1 1 0 0 － 0 10 0 2 1 1 0 0

1④ 1 1 1④ 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1 1

3後 2 1 3後 2 1

－ 0 11 0 1 2 1 0 0 － 0 11 0 1 3 0 1 0

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1 2

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

－ 0 10 0 1 2 0 0 0 － 0 10 0 1 2 0 0 0 2

3前 2 1 1 3前 2 1 1

3後 2 1 1 3後 2 1 1

3前 2 9 1 1 3前 2 10 1 1

3後 2 16 7 5 1 3後 2 16 8 4 1

4前 4 16 7 5 1 4前 4 16 8 4 1

4後 4 16 7 5 1 4後 4 16 8 4 1

－ 12 4 0 16 7 5 1 0 － 12 4 0 16 8 4 1 0

－ 25 428 0 16 7 5 1 0 110 － 27 430 0 16 8 4 1 0 231

材料工学 材料工学

生活支援工学 生活支援工学

小計（5科目） 小計（5科目）

共
通
科
目

専門英語Ⅰ

共
通
科
目

専門英語Ⅰ

専門英語Ⅱ 専門英語Ⅱ

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ

小計（6科目） 小計（6科目）

合計（240科目） 合計（243科目）

プロジェクト科目Ⅰ プロジェクト科目Ⅰ

プロジェクト科目Ⅱ プロジェクト科目Ⅱ

卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ

人

間

工

学

・

ユ

ニ

バ
ー

サ

ル

デ

ザ

イ

ン

ユ

ニ

ッ

ト

ユニバーサルデザイン
人

間

工

学

・

ユ

ニ

バ
ー

サ

ル

デ

ザ

イ

ン

ユ

ニ

ッ

ト

ユニバーサルデザイン

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ
ー

ス
科
目

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
ユ
ニ

ッ
ト

メカトロニクス概論 メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
ユ
ニ

ッ
ト

人間工学Ⅰ 人間工学Ⅰ

人間工学Ⅱ 人間工学Ⅱ

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数

知能情報処理 知
的
シ
ス
テ
ム
ユ
ニ

ッ
ト

知能情報処理

知的システムの数理 知的システムの数理

バーチャルリアリティ バーチャルリアリティ

ロボット制御プログラミング ロボット制御プログラミング

知的制御システム論 知的制御システム論

小計（5科目） 小計（5科目）

小計（6科目） 小計（6科目）

デジタル電子回路デジタル電子回路

センサ工学

小計（6科目） 小計（6科目）

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー

ム
・
メ
デ

ィ
ア
コ
ー

ス
科
目

メ
デ

ィ
ア
ユ
ニ

ッ
ト

音とコンピュータ デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー

ム
・
メ
デ

ィ
ア
コ
ー

ス
科
目

メ
デ

ィ
ア
ユ
ニ

ッ
ト

音とコンピュータ

映像制作技術論 映像制作技術論

コンピュータグラフィックス コンピュータグラフィックス

コンピュータビジョン コンピュータビジョン

Ａ
Ｉ
ロ
ボ
テ

ィ
ク
ス
コ
ー

ス
科
目

ロ
ボ
テ

ィ
ク
ス
ユ
ニ

ッ
ト

ロボット工学概論

Ａ
Ｉ
ロ
ボ
テ

ィ
ク
ス
コ
ー

ス
科
目

ロ
ボ
テ

ィ
ク
ス
ユ
ニ

ッ
ト

ロボット工学概論

ロボット運動学 ロボット運動学

ロボットダイナミクス ロボットダイナミクス

制御システム工学 制御システム工学

ロボットビジョン ロボットビジョン

ロボット制御工学 ロボット制御工学

知
的
シ
ス
テ
ム
ユ
ニ

ッ
ト

メカトロニクス概論

人

間

工

学

・

ユ

ニ

バ

ー

サ

ル

デ

ザ

イ

ン

ユ

ニ

ッ

ト

メディアリテラシ メディアリテラシ

コンピュータグラフィックス演習 コンピュータグラフィックス演習

マスメディア制作論 マスメディア制作論

小計（7科目） 小計（7科目）

科目
区分

授業科目の名称

組込みシステムプログラミング組込みシステムプログラミング

アクチュエータ機構学アクチュエータ機構学

センサ工学

アナログ電子回路アナログ電子回路
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ
ー

ス
科
目

人

間

工

学

・

ユ

ニ

バ

ー

サ

ル

デ

ザ

イ

ン

ユ

ニ

ッ

ト

専
門
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目



卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

1.卒業要件
(1)基盤教育科目から34単位以上（外国語系科目から6単位以上を含む）、専門教育科
目から必修科目23単位を含めて80単位以上を修得し、合計124単位以上修得するこ
と。
(2)所属コース科目（AIロボティクスコース、メカトロニクスコースは工学共通ユニット科
目の「ロボット創造工学Ⅰ、Ⅱ」「工学共通実験Ⅰ、Ⅱ」も含める）から20単位以上を修
得すること。

（履修科目の登録の上限：49単位（年間））

2.基盤教育科目
　基盤教育科目の外国語系科目は、選択必修科目の「基盤英語」から２単位、「初修
外国語１」２単位を含む合計６単位を必修とする（外国人留学生は「基盤日本語１」「基
盤日本語２」の４単位を必修、「日本語読解作文」「日本語口語表現」より２単位を選択
必修として修得する）。ブランド系科目は、６単位までを卒業に必要な総単位数及び基
盤教育科目単位数に算入することができる。

(1)外国人留学生は外国語系科目において、母国語の科目は受講できない。
(2)「基礎英語」は英語力診断テストの結果により受講者を指定する。
(3)「基盤英語(初級)」「基盤英語(準中級)」「基盤英語(中級)」「基盤英語(上級)」の４科
目８単位から、英語力診断テストの結果により指定された１科目２単位を選択必修科
目として修得すること。受講科目に合格した場合、以後、下のレベルの科目は受講で
きない。受講した科目に合格しなかった場合、同じまたは一つ下のレベルの科目を受
講
できる。
(4)外国語系科目は次の中から２単位を選択必修科目として修得すること。
「基礎英語」「基礎英会話」「学術英語（中級）」「学術英語（上級）」「Discussion」
「Presentation」「Academic　Writing」「CLIL」「検定英語（初級）」「検定英語（上級）」「英
語で文化」「英語コミュニケーション」「初修外国語２」「初修外国語３」
(5)「基礎英語」「基礎英会話」は原則として１年次生のみが受講できる。
(6)IＢ教員養成プログラム「ＤＰ数学」は高等学校数学の教員免許を取得予定の者、「Ｄ
Ｐ化学」は高等学校理科の教員免許を取得予定の者、「ＤＰ教育実践研究１」は高等
学校の教員免許を取得予定の者、「ＤＰ教育実践研究２」は高等学校数学または理科
の教員免許を取得予定の者が受講できる。
(7)「ワインプロジェクト実習１」を履修する者は、「ブドウ・ワイン概論」の単位を修得済
みであり、「ブドウ栽培とワイン醸造学」を同時に履修している、又は単位を修得済み
であること。
(8)「ワインプロジェクト実習２」を履修する者は、「ワインプロジェクト実習１」及び「ブドウ
栽培とワイン醸造学」の単位を修得済みであること。
(9)「ワインプロジェクト実習３」を履修する者は、「ワインプロジェクト実習１」及び「発酵
と微生物」の単位を修得済みであり、「ワインプロジェクト実習２」を同時に履修してい
る、又は単位を修得済みであること。
(10)「ワインプロジェクト実習１、２、３」は、卒業・進級に必要な単位に含めることができ
ない。
(11)「リーダーシップ研修Ａ（国内）」「リーダーシップ研修Ｂ（海外）」「リーダーシップ実
践Ａ（国内）」「リーダーシップ・アドバンストＡ（海外）」の４科目は、外部研修のため、研
修実施元が定員や参加条件を設定することがある。
(12)「リーダーシップ研修Ｃ(学内)」の履修希望者は、「リーダーシップ論」もしくは「リー
ダーシップ・ゼミナール」の単位を修得済みであること。
(13)「リーダーシップ実践Ｂ（学内）」「リーダーシップ実践Ｃ（学内）」の履修希望者は、
「リーダーシップ・ゼミナール」もしくは「リーダーシップ研修Ｃ（学内）」の単位を修得済
みであること。
(14)「リーダーシップ・アドバンストＢ(国内)」の履修希望者は、「リーダーシップ実践Ａ、
Ｂ、Ｃ」のいずれかの単位を修得済みであること。
(15)マナーマイスタープログラム受講者は、「マナーマイスター講座初級」の単位を修
得済みであること。

1.卒業要件
(1)基盤教育科目から34単位以上（外国語系科目から6単位以上を含む）、専門教育科目
から必修科目23単位を含めて80単位以上を修得し、合計124単位以上修得すること。
(2)所属コース科目（AIロボティクスコース、メカトロニクスコースは工学共通ユニット科目の
「ロボット創造工学Ⅰ、Ⅱ」「工学共通実験Ⅰ、Ⅱ」も含める）から20単位以上を修得するこ
と。

（履修科目の登録の上限：49単位（年間））

2.基盤教育科目
　基盤教育科目の外国語系科目は、選択必修科目の「基盤英語」から２単位、「初修外国
語１」２単位を含む合計６単位を必修とする（外国人留学生は「基盤日本語１」「基盤日本
語２」の４単位を必修、「日本語読解作文」「日本語口語表現」より２単位を選択必修として
修得する）。ブランド系科目は、６単位までを卒業に必要な総単位数及び基盤教育科目単
位数に算入することができる。

(1)外国人留学生は外国語系科目において、母国語の科目は受講できない。
(2)「基礎英語」は英語力診断テストの結果により受講者を指定する。
(3)「基盤英語(初級)」「基盤英語(準中級)」「基盤英語(中級)」「基盤英語(上級)」の４科目８
単位から、英語力診断テストの結果により指定された１科目２単位を選択必修科目として
修得すること。受講科目に合格した場合、以後、下のレベルの科目は受講できない。受講
した科目に合格しなかった場合、同じまたは一つ下のレベルの科目を受講できる。
(4)外国語系科目は次の中から２単位を選択必修科目として修得すること。
「基礎英語」「基礎英会話」「学術英語（中級）」「学術英語（上級）」「Discussion」
「Presentation」「Academic　Writing」「CLIL」「検定英語（初級）」「検定英語（上級）」「英語で
文化」「英語コミュニケーション」「初修外国語２」「初修外国語３」
(5)「基礎英語」「基礎英会話」は原則として１年次生のみが受講できる。
(6)IＢ教員養成プログラム「ＤＰ数学」は高等学校数学の教員免許を取得予定の者、「ＤＰ
化学」は高等学校理科の教員免許を取得予定の者、「ＤＰ教育実践研究１」は高等学校の
教員免許を取得予定の者、「ＤＰ教育実践研究２」は高等学校数学または理科の教員免
許を取得予定の者が受講できる。
(7)「ワインプロジェクト実習１」を履修する者は、「ブドウ・ワイン概論」の単位を修得済みで
あり、「ブドウ栽培とワイン醸造学」を同時に履修している、又は単位を修得済みであるこ
と。
(8)「ワインプロジェクト実習２」を履修する者は、「ワインプロジェクト実習１」及び「ブドウ栽
培とワイン醸造学」の単位を修得済みであること。
(9)「ワインプロジェクト実習３」を履修する者は、「ワインプロジェクト実習１」及び「発酵と微
生物」の単位を修得済みであり、「ワインプロジェクト実習２」を同時に履修している、又は
単位を修得済みであること。
(10)「ワインプロジェクト実習１、２、３」は、卒業・進級に必要な単位に含めることができな
い。
(11)「リーダーシップ研修Ａ（国内）」「リーダーシップ研修Ｂ（海外）」「リーダーシップ実践Ａ
（国内）」「リーダーシップ・アドバンストＡ（海外）」の４科目は、外部研修のため、研修実施
元が定員や参加条件を設定することがある。
(12)「リーダーシップ研修Ｃ(学内)」の履修希望者は、「リーダーシップ論」もしくは「リーダー
シップ・ゼミナール」の単位を修得済みであること。
(13)「リーダーシップ実践Ｂ（学内）」「リーダーシップ実践Ｃ（学内）」の履修希望者は、「リー
ダーシップ・ゼミナール」もしくは「リーダーシップ研修Ｃ（学内）」の単位を修得済みであるこ
と。
(14)「リーダーシップ・アドバンストＢ(国内)」の履修希望者は、「リーダーシップ実践Ａ、Ｂ、
Ｃ」のいずれかの単位を修得済みであること。
(15)マナーマイスタープログラム受講者は、「マナーマイスター講座初級」の単位を修得済
みであること。



【令和５年度】 【令和４年度】
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択

自
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 1 3 1前 2 3 3 4

1後 1 1 4 1後 1 2 4

2通 1 1 5 2通 1 1 3

3通 1 1 2 3通 1 1 2

4通 1 1 2 4通 1 1 2

1前 2 5 1前 2 5

1前 2 1 1前 2 2

1前 2 6 1前 2 6

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 6 1前 2 6

2前 2 3 2前 2 2

2前 2 1 2 2前 2 1 2

1後 1 6 1後 1 2

3前 1 1 1 1前 1 1

3前 2 1 1 1前 2 1

3前 3 1 1 2前 3 1

2前 3 1 1 2前 3 1 1 2

3通 2 1 5 3通 2 1 1 2

2前 2 3 2前 2 3

2後 1 2 2後 1 2

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 3 1 1前 3 1

1前 1 2 1前 1 3

1前 2 6 1前 2 6

1前 1 13 1前 1 11

1前･後 2 5 1前･後 2 4

1前･後 1 6 1前･後 1 6

－ 0 54 0 1 0 0 0 0 49 － 0 54 0 4 3 0 0 0 44

1前･後 2 11 1前･後 2 12

1前･後 2 9 1前･後 2 9

1前･後 2 4 1前･後 2 4

1前･後 2 18 1前･後 2 11

1前･後 2 7 1前･後 2 7

1前･後 2 3 1前･後 2 5

1前･後 2 1 1前･後 2 1

－ 0 14 0 0 0 0 0 0 46 － 0 14 0 0 0 0 0 0 39

1後 2 1 8 1後 2 1 7

1前 2 22 1前 2 22

1後 2 1 2 11 1後 2 1 2 11

1前 2 7 1前 2 6

1後 2 7 1後 2 6

1前 2 5 1前 2 4

1前 2 5 1前 2 5

1後 2 5 1後 2 5

1前 2 3 1前 2 3

1後 2 3 1後 2 3

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 2

1前 2 3 1前 2 3

1後 2 3 1後 2 3

1前 2 1 11 1前 2 1 10

1前･後 2 8 1前･後 2 8

2前 2 3 2前 2 3

2前 2 4 2前 2 4

－ 0 36 0 1 3 1 0 0 54 － 0 36 0 1 3 1 0 0 53

基盤生物学実験 基盤生物学実験

兼
任
・
兼
担

ライフ・ビルディング

学びの基礎論１

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

学びの基礎論１

インターンシップＢ インターンシップＢ

グローバル研修ⅠＢ グローバル研修ⅠＢ

学びの基礎論２ 学びの基礎論２

理解と表現 理解と表現

キャリア形成論 キャリア形成論

企業情報特論 企業情報特論

インターンシップ入門 インターンシップ入門

インターンシップＡ インターンシップＡ

兼
任
・
兼
担

基
盤
教
育
科
目

ラ
イ
フ
・
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
系

フレッシュマンセミナー

基
盤
教
育
科
目

ラ
イ
フ
・
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
系

フレッシュマンセミナー

キャリアデザイン１ キャリアデザイン１

キャリアデザイン２ キャリアデザイン２

キャリアデザイン３ キャリアデザイン３

キャリアデザイン４ キャリアデザイン４

セルフ･アウェアネス セルフ･アウェアネス

アサーティブ・コミュニケーション アサーティブ・コミュニケーション

ライフ・ビルディング

グローバル研修ⅠＣ グローバル研修ⅠＣ

グローバル研修ⅡＡ

グローバル研修ⅡＢ

グローバル研修Ⅲ

スポーツ・ウェルネス スポーツ・ウェルネス

自然と健康・スポーツ科学Ａ 自然と健康・スポーツ科学Ａ

自然と健康・スポーツ科学Ｂ 自然と健康・スポーツ科学Ｂ

グローバル研修ⅡＡ

グローバル研修ⅡＢ

グローバル研修Ⅲ

インターンシップＣ インターンシップＣ

社会・産業実習 社会・産業実習

産業課題研究演習 産業課題研究演習

グローバル入門 グローバル入門

グローバル実践 グローバル実践

グローバル研修ⅠＡ グローバル研修ⅠＡ

基盤物理学２ 基盤物理学２

基盤化学１ 基盤化学１

生涯スポーツ 生涯スポーツ

小計（32科目） 小計（32科目）

健康の科学 健康の科学

人
間
・
社
会
科
学
系

人間を読みとくＡ

人
間
・
社
会
科
学
系

人間を読みとくＡ

人間を読みとくＢ 人間を読みとくＢ

文化を読みとくＡ 文化を読みとくＡ

文化を読みとくＢ 文化を読みとくＢ

社会を読みとくＡ 社会を読みとくＡ

社会を読みとくＢ 社会を読みとくＢ

日本国憲法 日本国憲法

小計（7科目）

基盤生物学１ 基盤生物学１

基盤生物学２ 基盤生物学２

基盤地学１ 基盤地学１

基盤地学２ 基盤地学２

基盤物理学実験 基盤物理学実験

基盤化学実験 基盤化学実験

基盤化学２ 基盤化学２

小計（7科目）

科
学
技
術
系

データを読みとく

科
学
技
術
系

データを読みとく

自然を読みとく 自然を読みとく

技術を読みとく 技術を読みとく

基盤数学（微分積分１） 基盤数学（微分積分１）

基盤数学（微分積分２） 基盤数学（微分積分２）

基盤数学（線形代数） 基盤数学（線形代数）

基盤物理学１ 基盤物理学１

基盤地学実験 基盤地学実験

小計（18科目） 小計（18科目）
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選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
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師

助
　
教

助
　
手

1前 2 4 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 1

1後･2前 2 4 1後･2前 2 4

1後･2前 2 4 1後･2前 2 3

1後･2前 2 1 1後･2前 2 1

1前 2 3 1前 2 4

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

1前･後 2 3 1前･後 2 1

1前･後 2 2 1前･後 2 2

1前･後 2 2 1前･後 2 2

2前 2 2 2前 2 4

－ 0 32 0 0 0 0 0 0 17 － 0 32 0 0 0 0 0 0 16

1前･後 2 13 1前･後 2 14

1後･2前 2 8 1後･2前 2 9

2前 2 1 2前 2 1

－ 2 4 0 0 0 0 0 0 13 － 2 4 0 0 0 0 0 0 14

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

－ 0 8 0 0 0 0 0 0 3 － 0 8 0 0 0 0 0 0 3

2前 2 3 2前 2 4

2後 2 3 2後 2 3

3前 2 3 3前 2 3

3後 2 1 3後 2 3

3後 2 1 3後 2 2

4前 2 3 4前 2 4

4前 2 3 4前 2 4

－ 0 14 0 0 0 0 0 0 3 － 0 14 0 0 0 0 0 0 5

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1後 1 2 1後 1 2

2通 1 2 2通 1 2

3通 1 2 3通 1 2

－ 0 9 0 0 0 0 0 0 2 － 0 9 0 0 0 0 0 0 2

1前 2 12 1前 2 11

1後 1 12 1後 1 12

2前 1 9 2前 1 10

1後 1 7 1後 1 7

2後 1 8 2後 1 8

3前 1 2 3前 1 2

－ 0 7 0 0 0 0 0 0 14 － 0 7 0 0 0 0 0 0 14

1前 2 7 1前 2 7

1後 2 7 1後 2 7

1前 1 6 1前 1 7

1後 2 6 1後 2 7

2前 2 6 2前 2 7

2前 2 6 2前 2 7

2後 2 6 2後 2 7

3前 2 6 3前 2 7

2後 2 6 2後 2 7

3前 1 6 3前 1 7

－ 0 18 0 0 0 0 0 0 7 － 0 18 0 0 0 0 0 0 7

1後 2 4 1後 2 3

2後 2 4 2後 2 4

1後 2 5 1後 2 5

2前 2 5 2前 2 5

－ 0 8 0 0 0 0 0 0 9 － 0 8 0 0 0 0 0 0 8

基礎英会話

検定英語（初級） 検定英語（初級）

科目
区分

授業科目の名称

基礎英会話

学術英語（中級） 学術英語（中級）

学術英語（上級） 学術英語（上級）

Discussion Discussion

Presentation Presentation

Academic Writing Academic Writing

CLIL CLIL

基
盤
教
育
科
目

外
国
語
系

英
語
科
目

基礎英語

基
盤
教
育
科
目

外
国
語
系

英
語
科
目

基礎英語

基盤英語（初級） 基盤英語（初級）

基盤英語（準中級） 基盤英語（準中級）

基盤英語（中級） 基盤英語（中級）

基盤英語（上級） 基盤英語（上級）

検定英語（上級） 検定英語（上級）

英語で文化 英語で文化

英語コミュニケーション 英語コミュニケーション

小計（16科目） 小計（16科目）

初

修

外

国

語
科

目

初修外国語１ 初

修

外

国

語
科

目

初修外国語１

初修外国語２ 初修外国語２

初修外国語３ 初修外国語３

小計（3科目） 小計（3科目）

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

基
盤
教
育
科
目

外
国
語
系

日
本
語
科
目

基盤日本語１

基
盤
教
育
科
目

外
国
語
系

日
本
語
科
目

基盤日本語１

ＤＰ化学 ＤＰ化学

小計（6科目）

リ
ー

ダ
ー

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

リーダーシップ論

リ
ー

ダ
ー

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

リーダーシップ論

マ

ナ
ー

マ

イ
ス

タ
ー

プ

ロ

グ

ラ
ム

マナーマイスター講座初級 マ

ナ
ー

マ

イ
ス

タ
ー

プ

ロ

グ

ラ
ム

マナーマイスター講座初級

基盤日本語２ 基盤日本語２

日本語読解作文 日本語読解作文

日本語口語表現 日本語口語表現

小計（4科目） 小計（4科目）

ブ
ラ
ン
ド
系

I
B
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

国際バカロレア概論

ブ
ラ
ン
ド
系

I
B
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

国際バカロレア概論

ＩＢ教育課程・方法論 ＩＢ教育課程・方法論

ＩＢ教育評価論 ＩＢ教育評価論

ＤＰ数学 ＤＰ数学

ＤＰ教育実践研究１ ＤＰ教育実践研究１

ＤＰ教育実践研究２ ＤＰ教育実践研究２

小計（7科目） 小計（7科目）

ワ

イ

ン

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

プ

ロ

グ

ラ

ム

ブドウ・ワイン概論 ワ

イ

ン

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

プ

ロ

グ

ラ

ム

ブドウ・ワイン概論

ブドウ栽培とワイン醸造学 ブドウ栽培とワイン醸造学

発酵と微生物 発酵と微生物

ワインプロジェクト実習１

科

学

ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア

リ
ー

ダ
ー

養

成

プ

ロ

グ

ラ

ム

科学・工作ボランティア入門
科

学

ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア

リ
ー

ダ
ー

養

成

プ

ロ

グ

ラ

ム

科学・工作ボランティア入門

科学ボランティア実践指導１ 科学ボランティア実践指導１

科学ボランティア実践指導２ 科学ボランティア実践指導２

科学ボランティア教材研究 科学ボランティア教材研究

科学ボランティア活動１ 科学ボランティア活動１

科学ボランティア活動２ 科学ボランティア活動２

小計（6科目） 小計（6科目）

リーダーシップ・ゼミナール リーダーシップ・ゼミナール

マナーマイスター・チャレンジ マナーマイスター・チャレンジ

マナーマイスター・アドバンストＡ（海外） マナーマイスター・アドバンストＡ（海外）

マナーマイスター・アドバンストＢ（国内） マナーマイスター・アドバンストＢ（国内）

小計（4科目） 小計（4科目）

ワインプロジェクト実習１

ワインプロジェクト実習２ ワインプロジェクト実習２

ワインプロジェクト実習３ ワインプロジェクト実習３

小計（6科目）

小計（10科目） 小計（10科目）

リーダーシップ研修Ａ（国内） リーダーシップ研修Ａ（国内）

リーダーシップ研修Ｂ（海外） リーダーシップ研修Ｂ（海外）

リーダーシップ研修Ｃ（学内） リーダーシップ研修Ｃ（学内）

リーダーシップ実践Ａ（国内） リーダーシップ実践Ａ（国内）

リーダーシップ実践Ｂ（学内） リーダーシップ実践Ｂ（学内）

リーダーシップ実践Ｃ（学内） リーダーシップ実践Ｃ（学内）

リーダーシップ・アドバンストＡ（海外） リーダーシップ・アドバンストＡ（海外）

リーダーシップ・アドバンストＢ（国内） リーダーシップ・アドバンストＢ（国内）



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1① 2 2 1 1 1① 2 2 1 1

1② 2 2 1 1 1② 2 2 1 1

1② 2 2 2 1② 2 2 2

1③ 2 3 1 1③ 2 3 1

1③ 2 3 1 1③ 2 3 1

1④ 2 2 2 1④ 2 2 2

1④ 2 1 2 1④ 2 2

2① 2 3 2① 2 1

2② 2 1 2② 2 1

2後 2 1 2後 2 1

－ 6 14 0 6 4 2 0 0 3 － 6 14 0 6 4 2 0 0 1

1① 1  12 5 5 1① 1  13 5 3 1

1前  2 2 1 1前  2 2 1

1後 2 2 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1① 2  3 1 1 1① 2  3 1 1

1②  2 3 1 1②  2 3 1

1前 2  3 1 1 1前 2  3 1 1

1③ 2 3 1 1 1③ 2 3 1 1

1④ 2 2 1 1 1④ 2 2 1 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2② 1 1 1 2② 1 1 1

2④ 1 1 1 2④ 1 1 1

2① 1 1 1 2① 1 1 1

2③ 1 1 1 2③ 1 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

－ 5 22 0 16 6 5 1 0 1 － 5 22 0 15 5 3 1 0 1

1前 2 2 1 1 1 1前 2 2 1

2後 2 2 1 1 1 2後 2 2 1 1

3前 2 1 1 3前 2 1 1

3後 2 2 1 1 3後 2 2 1 1

1① 2 1 1 1① 2 1 1

1② 2 1 1 1② 2 1 1

1③ 2 1 1 1③ 2 1 1

1④ 2 1 1 1④ 2 1 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1前 2 1 1 1前 2 1 1

2前 2 1 5 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 5 2 1 3前 2 5 2 1

3後 2 5 2 1 3後 2 5 2 1

－ 0 42 0 5 3 2 1 0 5 － 0 42 0 5 3 2 1 0

応用数学Ⅰ 応用数学Ⅰ

応用数学Ⅱ 応用数学Ⅱ

データ構造Ⅰ

論理・集合と写像 論理・集合と写像

小計（10科目） 小計（10科目）

電磁気学

材料力学Ⅰ 材料力学Ⅰ

材料力学Ⅱ 材料力学Ⅱ

流体力学 流体力学

応用プログラミングⅠ 応用プログラミングⅠ

基礎解析Ⅱ 基礎解析Ⅱ

線形代数Ⅰ 線形代数Ⅰ

線形代数Ⅱ 線形代数Ⅱ

解析Ⅰ 解析Ⅰ

情
報
基
礎
科
目

情報理工学概論

情
報
基
礎
科
目

情報理工学概論

電子計算機概論 電子計算機概論

情報システム概論 情報システム概論

ゲームシステム概論 ゲームシステム概論

情報リテラシー 情報リテラシー

情報処理入門 情報処理入門

プログラミング基礎 プログラミング基礎

データ構造Ⅱ データ構造Ⅱ

インターネット入門 インターネット入門

アルゴリズム入門 アルゴリズム入門

小計（17科目） 小計（17科目）

専
門
教
育
科
目

基
礎
・
共
通
科
目

数
学
基
礎
科
目

基礎数学Ⅰ

基礎数学Ⅱ 基礎数学Ⅱ

基礎解析Ⅰ 基礎解析Ⅰ

物理学Ⅱ 物理学Ⅱ

兼
任
・
兼
担

熱力学 熱力学

機械力学 機械力学

制御工学 制御工学

加工学 加工学

機械加工実習 機械加工実習

機械製図Ⅰ 機械製図Ⅰ

力学Ⅰ 力学Ⅰ

力学Ⅱ 力学Ⅱ

電磁気学

基礎数学Ⅰ

応用プログラミングⅡ 応用プログラミングⅡ

情報と職業 情報と職業

情報関連法学 情報関連法学

アルゴリズムⅠ アルゴリズムⅠ

アルゴリズムⅡ アルゴリズムⅡ

データ構造Ⅰ

機械製図Ⅱ 機械製図Ⅱ

工学共通実験Ⅰ 工学共通実験Ⅰ

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

専
門
教
育
科
目

基
礎
・
共
通
科
目

数
学
基
礎
科
目

工
学
共
通
科
目

ものづくり体験演習

工
学
共
通
科
目

ものづくり体験演習

ロボット知能化演習 ロボット知能化演習

ロボット創造工学Ⅰ ロボット創造工学Ⅰ

ロボット創造工学Ⅱ ロボット創造工学Ⅱ

物理学Ⅰ 物理学Ⅰ

工学共通実験Ⅱ 工学共通実験Ⅱ

小計（21科目） 小計（21科目）



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2② 2 1 2② 2 1

2① 1 1 2① 1 1

2② 1 1 2② 1 1

2後 2 1 2後 2 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2③ 2 1 2③ 2 1

2④ 2 1 2④ 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3① 1 1 3① 1 1

3② 1 1 3② 1 1

3後 2 1 3後 2 1

－ 0 22 0 3 3 0 0 0 1 － 0 22 0 3 3 1 0 0 1

2前 2 1 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

－ 0 14 0 3 0 1 0 0 2 － 0 14 0 3 0 1 0 0 1

2① 2 1 1 2① 2 1 1

2② 2 1 1 2② 2 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

－ 0 14 0 5 0 1 0 0 － 0 14 0 5 0 1 0 0

2① 2 2 2① 2 2

2② 2 2 2② 2 2

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

－ 0 12 0 2 1 0 0 0 － 0 12 0 2 1 0 0 0

2後 2 1 2後 2 1

2① 2 1 2① 2 1

2後 2 2 2後 2 2

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

－ 0 14 0 4 2 0 0 0 1 － 0 14 0 4 2 0 0 0 1

2① 2 1 1 2① 2 1 1

2② 2 1 1 2② 2 1 1

3前 2 1 3前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

－ 0 14 0 2 0 1 0 0 － 0 14 0 2 0 1 0 0

代数Ⅰ 代数Ⅰ

代数Ⅱ 代数Ⅱ

微分幾何 微分幾何

離散数学Ⅰ 離散数学Ⅰ

離散数学Ⅱ 離散数学Ⅱ

代数演習Ⅰ 代数演習Ⅰ

代数演習Ⅱ 代数演習Ⅱ

専
門
教
育
科
目

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー

ス
科
目

数
理
ユ
ニ

ッ
ト

確率

専
門
教
育
科
目

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー

ス
科
目

数
理
ユ
ニ

ッ
ト

確率

解析演習Ⅰ 解析演習Ⅰ

解析演習Ⅱ 解析演習Ⅱ

数値解析 数値解析

解析Ⅱ 解析Ⅱ

位相幾何 位相幾何

小計（13科目） 小計（13科目）

情
報
セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
ユ
ニ

ッ
ト

情報セキュリティ

情
報
セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
ユ
ニ

ッ
ト

情報セキュリティ

コンピュータネットワーク コンピュータネットワーク

暗号理論 暗号理論

ネットワーク技術論 ネットワーク技術論

ネットワークセキュリティ ネットワークセキュリティ

セキュリティ運用 セキュリティ運用

システムセキュリティ システムセキュリティ

小計（7科目） 小計（7科目）

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
ユ
ニ

ッ
ト

ＷｅｂプログラミングⅠ
コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
ユ
ニ

ッ
ト

ＷｅｂプログラミングⅠ

ＷｅｂプログラミングⅡ ＷｅｂプログラミングⅡ

データベース データベース

情報理論 情報理論

応用データベース 応用データベース

情報社会論 情報社会論

Ｗｅｂシステム開発 Ｗｅｂシステム開発

小計（7科目） 小計（7科目）

応用データサイエンス

Ａ
Ｉ
ユ
ニ

ッ
ト

ＡＩプログラミングⅠ Ａ
Ｉ
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー

ス
科
目

Ａ
Ｉ
ユ
ニ

ッ
ト

ＡＩプログラミングⅠ

ＡＩプログラミングⅡ ＡＩプログラミングⅡ

ＡＩの数理 ＡＩの数理

機械学習 機械学習

自然言語処理 自然言語処理

機械学習システム開発 機械学習システム開発

小計（6科目） 小計（6科目）

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
ユ
ニ

ッ
ト

データサイエンス

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
ユ
ニ

ッ
ト

データサイエンス

小計（7科目）

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

Ａ
Ｉ
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー

ス
科
目

統計 統計

データ解析プログラミング データ解析プログラミング

数理統計 数理統計

データ分析システム開発 データ分析システム開発

小計（7科目）

ゲームプログラミングⅠ

応用データサイエンス

デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー

ム
・
メ
デ

ィ
ア
コ
ー

ス
科
目

デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー

ム
ユ
ニ

ッ
ト

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

ゲームプログラミングⅡ ゲームプログラミングⅡ

ゲームグラフィックス ゲームグラフィックス

ゲームシステム設計 ゲームシステム設計

ゲーミフィケーション ゲーミフィケーション

ゲーム制作論 ゲーム制作論

ゲームメカニクス ゲームメカニクス

小計（7科目） 小計（7科目）

兼
任
・
兼
担

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

データ分析法 データ分析法

デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー

ム
・
メ
デ

ィ
ア
コ
ー

ス
科
目

デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー

ム
ユ
ニ

ッ
ト

ゲームプログラミングⅠ



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 2 3前 2 2

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

－ 0 14 0 1 0 2 0 0 3 － 0 14 0 1 0 1 0 0 3

1② 1 1 1② 1 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

－ 0 11 0 1 1 2 0 0 － 0 11 0 1 1 2 0 0

2前 2 1 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

－ 0 10 0 2 1 1 0 0 － 0 10 0 2 1 1 0 0

1④ 1 1 1④ 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

－ 0 11 0 1 2 1 0 0 － 0 11 0 1 2 1 0 0

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

－ 0 10 0 1 2 0 0 0 － 0 10 0 1 2 0 0 0

3前 2 1 1 3前 2 1 1

3後 2 1 1 3後 2 1 1

3前 2 9 1 1 3前 2 9 1 1

3後 2 16 7 5 1 3後 2 16 7 5 1

4前 4 16 7 5 1 4前 4 16 7 5 1

4後 4 16 7 5 1 4後 4 16 7 5 1

－ 12 4 0 16 7 5 1 0 － 12 4 0 16 7 5 1 0

－ 25 432 0 16 7 5 1 0 179 － 25 432 0 16 7 5 1 0 166

専
門
教
育
科
目

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ
ー

ス
科
目

人

間

工

学

・

ユ

ニ

バ

ー

サ

ル

デ

ザ

イ

ン

ユ

ニ

ッ

ト

映像制作技術論

コンピュータグラフィックス

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ

小計（6科目） 小計（6科目）

合計（243科目） 合計（243科目）

共
通
科
目

専門英語Ⅰ

アクチュエータ機構学

Ａ
Ｉ
ロ
ボ
テ

ィ
ク
ス
コ
ー

ス
科
目

人

間

工

学

・

ユ

ニ

バ
ー

サ

ル

デ

ザ

イ

ン

ユ

ニ

ッ

ト

人

間

工

学

・

ユ

ニ

バ
ー

サ

ル

デ

ザ

イ

ン

ユ

ニ

ッ

ト

専
門
教
育
科
目

デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー

ム
・
メ
デ

ィ
ア
コ
ー

ス
科
目

人

間

工

学

・

ユ

ニ

バ

ー

サ

ル

デ

ザ

イ

ン

ユ

ニ

ッ

ト

人間工学Ⅰ

知
的
シ
ス
テ
ム
ユ
ニ

ッ
ト

知能情報処理

制御システム工学

メ
デ

ィ
ア
ユ
ニ

ッ
ト

音とコンピュータ デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー

ム
・
メ
デ

ィ
ア
コ
ー

ス
科
目

メ
デ

ィ
ア
ユ
ニ

ッ
ト

音とコンピュータ

映像制作技術論

ロ
ボ
テ

ィ
ク
ス
ユ
ニ

ッ
ト

組込みシステムプログラミング 組込みシステムプログラミング

小計（6科目）

知的システムの数理

バーチャルリアリティ バーチャルリアリティ

ロボット制御プログラミング ロボット制御プログラミング

知的制御システム論 知的制御システム論

小計（5科目） 小計（5科目）

知的システムの数理

ユニバーサルデザイン

専
門
教
育
科
目

コンピュータグラフィックス演習

ロボット工学概論

Ａ
Ｉ
ロ
ボ
テ

ィ
ク
ス
コ
ー

ス
科
目

ロ
ボ
テ

ィ
ク
ス
ユ
ニ

ッ
ト

ロボット工学概論

アクチュエータ機構学

メカトロニクス概論 メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
ユ
ニ

ッ
ト

メカトロニクス概論

アナログ電子回路 アナログ電子回路

センサ工学 センサ工学

デジタル電子回路 デジタル電子回路

ロボット運動学 ロボット運動学

制御システム工学

ロボットビジョン ロボットビジョン

ロボット制御工学 ロボット制御工学

小計（6科目） 小計（6科目）

知能情報処理 知
的
シ
ス
テ
ム
ユ
ニ

ッ
ト

コンピュータグラフィックス

コンピュータビジョン コンピュータビジョン

メディアリテラシ メディアリテラシ

専
門
教
育
科
目

プロジェクト科目Ⅰ プロジェクト科目Ⅰ

プロジェクト科目Ⅱ プロジェクト科目Ⅱ

卒業研究Ⅰ

共
通
科
目

専門英語Ⅰ

専門英語Ⅱ 専門英語Ⅱ

ロボットダイナミクス ロボットダイナミクス

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ
ー

ス
科
目

ユニバーサルデザイン

材料工学 材料工学

生活支援工学 生活支援工学

小計（5科目）

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
ユ
ニ

ッ
ト

小計（5科目）

小計（6科目）

人間工学Ⅱ 人間工学Ⅱ

人間工学Ⅰ

小計（7科目） 小計（7科目）

兼
任
・
兼
担

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

コンピュータグラフィックス演習

マスメディア制作論 マスメディア制作論

科目
区分

授業科目の名称



（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（令和５年度開設であれば令和４年度以前）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、

　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、旧カリキュラムについても記載してください。

　　　　　その場合は、新カリキュラムを全て記載したのち、最後に記載欄を追加し、年度ごとに記載してください。　　　　

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

　　　　　新旧がある年度については、その別がわかるように各年度の右側に（新）又は（旧）と追記してください。

　　　　　（例：記載順）【認可時又は届出時】→【令和６年度】(新)→【令和５年度】(新)→【令和４年度】→【令和３年度】→【令和６年度】(旧)→【令和５年度】(旧)

1.卒業要件
(1)基盤教育科目から34単位以上（外国語系科目から6単位以上を含む）、専門教育科
目から必修科目23単位を含めて80単位以上を修得し、合計124単位以上修得するこ
と。
(2)所属コース科目（AIロボティクスコース、メカトロニクスコースは工学共通ユニット科
目の「ロボット創造工学Ⅰ、Ⅱ」「工学共通実験Ⅰ、Ⅱ」も含める）から20単位以上を修
得すること。

（履修科目の登録の上限：49単位（年間））

2.基盤教育科目
　基盤教育科目の外国語系科目は、選択必修科目の「基盤英語」から２単位、「初修
外国語１」２単位を含む合計６単位を必修とする（外国人留学生は「基盤日本語１」「基
盤日本語２」の４単位を必修、「日本語読解作文」「日本語口語表現」より２単位を選択
必修として修得する）。ブランド系科目は、６単位までを卒業に必要な総単位数及び基
盤教育科目単位数に算入することができる。

(1)外国人留学生は外国語系科目において、母国語の科目は受講できない。
(2)「基礎英語」は英語力診断テストの結果により受講者を指定する。
(3)「基盤英語(初級)」「基盤英語(準中級)」「基盤英語(中級)」「基盤英語(上級)」の４科
目８単位から、英語力診断テストの結果により指定された１科目２単位を選択必修科
目として修得すること。受講科目に合格した場合、以後、下のレベルの科目は受講で
きない。受講した科目に合格しなかった場合、同じまたは一つ下のレベルの科目を受
講できる。
(4)外国語系科目は次の中から２単位を選択必修科目として修得すること。
「基礎英語」「基礎英会話」「学術英語（中級）」「学術英語（上級）」「Discussion」
「Presentation」「Academic　Writing」「CLIL」「検定英語（初級）」「検定英語（上級）」「英
語で文化」「英語コミュニケーション」「初修外国語２」「初修外国語３」
(5)「基礎英語」「基礎英会話」は原則として１年次生のみが受講できる。
(6)IＢ教員養成プログラム「ＤＰ数学」は高等学校数学の教員免許を取得予定の者、「Ｄ
Ｐ化学」は高等学校理科の教員免許を取得予定の者、「ＤＰ教育実践研究１」は高等
学校の教員免許を取得予定の者、「ＤＰ教育実践研究２」は高等学校数学または理科
の教員免許を取得予定の者が受講できる。
(7)「ワインプロジェクト実習１」を履修する者は、「ブドウ・ワイン概論」の単位を修得済
みであり、「ブドウ栽培とワイン醸造学」を同時に履修している、又は単位を修得済み
であること。
(8)「ワインプロジェクト実習２」を履修する者は、「ワインプロジェクト実習１」及び「ブドウ
栽培とワイン醸造学」の単位を修得済みであること。
(9)「ワインプロジェクト実習３」を履修する者は、「ワインプロジェクト実習１」及び「発酵
と微生物」の単位を修得済みであり、「ワインプロジェクト実習２」を同時に履修してい
る、又は単位を修得済みであること。
(10)「ワインプロジェクト実習１、２、３」は、卒業・進級に必要な単位に含めることができ
ない。
(11)「リーダーシップ研修Ａ（国内）」「リーダーシップ研修Ｂ（海外）」「リーダーシップ実
践Ａ（国内）」「リーダーシップ・アドバンストＡ（海外）」の４科目は、外部研修のため、研
修実施元が定員や参加条件を設定することがある。
(12)「リーダーシップ研修Ｃ(学内)」の履修希望者は、「リーダーシップ論」もしくは「リー
ダーシップ・ゼミナール」の単位を修得済みであること。
(13)「リーダーシップ実践Ｂ（学内）」「リーダーシップ実践Ｃ（学内）」の履修希望者は、
「リーダーシップ・ゼミナール」もしくは「リーダーシップ研修Ｃ（学内）」の単位を修得済
みであること。
(14)「リーダーシップ・アドバンストＢ(国内)」の履修希望者は、「リーダーシップ実践Ａ、
Ｂ、Ｃ」のいずれかの単位を修得済みであること。
(15)マナーマイスタープログラム受講者は、「マナーマイスター講座初級」の単位を修
得済みであること。

1.卒業要件
(1)基盤教育科目から34単位以上（外国語系科目から6単位以上を含む）、専門教育科目
から必修科目23単位を含めて80単位以上を修得し、合計124単位以上修得すること。
(2)所属コース科目（AIロボティクスコース、メカトロニクスコースは工学共通ユニット科目の
「ロボット創造工学Ⅰ、Ⅱ」「工学共通実験Ⅰ、Ⅱ」も含める）から20単位以上を修得するこ
と。

（履修科目の登録の上限：49単位（年間））

2.基盤教育科目
　基盤教育科目の外国語系科目は、選択必修科目の「基盤英語」から２単位、「初修外国
語１」２単位を含む合計６単位を必修とする（外国人留学生は「基盤日本語１」「基盤日本
語２」の４単位を必修、「日本語読解作文」「日本語口語表現」より２単位を選択必修として
修得する）。ブランド系科目は、６単位までを卒業に必要な総単位数及び基盤教育科目単
位数に算入することができる。

(1)外国人留学生は外国語系科目において、母国語の科目は受講できない。
(2)「基礎英語」は英語力診断テストの結果により受講者を指定する。
(3)「基盤英語(初級)」「基盤英語(準中級)」「基盤英語(中級)」「基盤英語(上級)」の４科目８
単位から、英語力診断テストの結果により指定された１科目２単位を選択必修科目として
修得すること。受講科目に合格した場合、以後、下のレベルの科目は受講できない。受講
した科目に合格しなかった場合、同じまたは一つ下のレベルの科目を受講できる。
(4)外国語系科目は次の中から２単位を選択必修科目として修得すること。
「基礎英語」「基礎英会話」「学術英語（中級）」「学術英語（上級）」「Discussion」
「Presentation」「Academic　Writing」「CLIL」「検定英語（初級）」「検定英語（上級）」「英語で
文化」「英語コミュニケーション」「初修外国語２」「初修外国語３」
(5)「基礎英語」「基礎英会話」は原則として１年次生のみが受講できる。
(6)IＢ教員養成プログラム「ＤＰ数学」は高等学校数学の教員免許を取得予定の者、「ＤＰ
化学」は高等学校理科の教員免許を取得予定の者、「ＤＰ教育実践研究１」は高等学校の
教員免許を取得予定の者、「ＤＰ教育実践研究２」は高等学校数学または理科の教員免
許を取得予定の者が受講できる。
(7)「ワインプロジェクト実習１」を履修する者は、「ブドウ・ワイン概論」の単位を修得済みで
あり、「ブドウ栽培とワイン醸造学」を同時に履修している、又は単位を修得済みであるこ
と。
(8)「ワインプロジェクト実習２」を履修する者は、「ワインプロジェクト実習１」及び「ブドウ栽
培とワイン醸造学」の単位を修得済みであること。
(9)「ワインプロジェクト実習３」を履修する者は、「ワインプロジェクト実習１」及び「発酵と微
生物」の単位を修得済みであり、「ワインプロジェクト実習２」を同時に履修している、又は
単位を修得済みであること。
(10)「ワインプロジェクト実習１、２、３」は、卒業・進級に必要な単位に含めることができな
い。
(11)「リーダーシップ研修Ａ（国内）」「リーダーシップ研修Ｂ（海外）」「リーダーシップ実践Ａ
（国内）」「リーダーシップ・アドバンストＡ（海外）」の４科目は、外部研修のため、研修実施
元が定員や参加条件を設定することがある。
(12)「リーダーシップ研修Ｃ(学内)」の履修希望者は、「リーダーシップ論」もしくは「リーダー
シップ・ゼミナール」の単位を修得済みであること。
(13)「リーダーシップ実践Ｂ（学内）」「リーダーシップ実践Ｃ（学内）」の履修希望者は、「リー
ダーシップ・ゼミナール」もしくは「リーダーシップ研修Ｃ（学内）」の単位を修得済みであるこ
と。
(14)「リーダーシップ・アドバンストＢ(国内)」の履修希望者は、「リーダーシップ実践Ａ、Ｂ、
Ｃ」のいずれかの単位を修得済みであること。
(15)マナーマイスタープログラム受講者は、「マナーマイスター講座初級」の単位を修得済
みであること。



【令和４年度】

・自学科教員担当回の専任教員の強化に伴い、基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」の専任教員等の配置を教授１から教授３及び准教授３
に変更するとともに兼９を兼４に変更する。
・自学科教員担当回の専任教員の強化及びクラス編成の調整に伴い、基盤教育科目「キャリアデザイン１」の専任教員等の配置を教授１から
教授２へ変更するとともに兼３から兼４に変更する。「キャリアデザイン３」「キャリアデザイン４」の兼担教員の配置を兼３から兼２に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「セルフ･アウェアネス」の担当を兼４から兼５に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「ライフ・ビルディング」の担当を兼４から兼６に変更する。
・クラス開講の調整により、基盤教育科目「学びの基礎論１」「学びの基礎論２」の担当を兼２から兼１に変更する。
・クラス開講の調整により、基盤教育科目「理解と表現」の担当を兼７から兼６に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「キャリア形成論」の担当を兼１から兼２に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「企業情報特論」の専任教員等に教授１を配置する。
・クラス開講の調整により基盤教育科目の「インターンシップA」「インターンシップB」「インターンシップC」の兼１を兼０に変更し専任教授のみの
担当とする。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「社会・産業実習」及び「産業課題研究演習」の専任教員等に准教授１を追加配置するとともに兼３から兼２
に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「グローバル入門」の担当を兼１から兼３に変更する。
・グローバル研修を充実させるため、基盤教育科目「グローバル研修Ａ」、「グローバル研修Ｂ」及び「グローバル研修Ｃ」をそれぞれ「グローバ
ル研修ⅠＡ」「グローバル研修ⅠＢ」「グローバル研修ⅠＣ」、「グローバル研修ⅡA」「グローバル研修ⅡB」「グローバル研修Ⅲ」に変更し、「グ
ローバル研修ⅠA」「グローバル研修ⅠＢ」「グローバル研修ⅠC」の単位数を１単位に、「グローバル研修ⅡA」「グローバル研修ⅡB]を２単位
に、「グローバル研修Ⅲ」を３単位に設定する。教員の配置は兼１とする。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「スポーツ・ウェルネス」の担当を兼１から兼３に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「自然と健康・スポーツ科学Ａ」の担当を兼４から兼６に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「健康の科学」の担当を兼３から兼４に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「生涯スポーツ」の担当を兼１から兼６に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「人間を読みとくＡ」の担当を兼４から兼１２に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「人間を読みとくＢ」の担当を兼２から兼９に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「文化を読みとくＢ」の担当を兼３から兼１１に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「社会を読みとくＡ」の担当を兼８から兼７に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「自然を読みとく」の担当を兼６から兼２２に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「技術を読みとく」を専任教員等に教授１、准教授２を配置し、兼３から兼１１に変更する。
・クラス編成を見直し、基盤教育科目「基盤数学（線形代数）」の担当を兼６から兼４に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「基盤物理学１」および「基盤物理学２」の担当を兼４から兼５に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「基盤物理学実験」を専任教員等に講師１を配置し、兼８から兼任１０に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「基盤化学実験」の担当を兼７から兼８に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「基盤地学実験」の担当を兼２から兼４に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「基礎英語」の担当を兼１から兼２に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「基礎英会話」の担当を兼１から兼４に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「検定英語（上級）」の担当を兼１から兼２に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「英語コミュニケーション」の担当を兼２から兼４に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「初修外国語１」の担当を兼１２から兼１４に変更する。
・クラス編成を見直し、基盤教育科目「初修外国語２」の担当を兼１２から兼９に変更する。
・クラス編成を見直し、基盤教育科目「初修外国語３」の担当を兼３から兼１に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「国際バカロレア概論」の担当を兼２から兼４に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「IB教育課程・方法論」の担当を兼２から兼３に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「IB教育評価論」の担当を兼２から兼３に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「DP数学」の担当を兼１から兼３に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「DP化学」の担当を兼１から兼２に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「DP教育実践研究１」の担当を兼２から兼４に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「DP教育実践研究２」の担当を兼２から兼４に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「科学・工作ボランティア入門」の担当を兼４から兼11に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「科学ボランティア実践指導１」の担当を兼４から兼12に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「科学ボランディア実践指導２」の担当を兼４から兼10に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「科学ボランティア教材研究」の担当を兼2から兼7に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「科学ボランディア活動１」の担当を兼４から兼８に変更する。
・教育効果に配慮し、基盤教育科目「リーダーシップ論」、「リーダーシップ・ゼミナール」、「リーダーシップ研修Ａ（国内）」、「リーダーシップ研修
Ｂ（海外）」、「リーダーシップ研修Ｃ（学内）」、「リーダーシップ実践Ａ（国内）」、「リーダーシップ実践Ｂ（学内）」、「リーダーシップ実践Ｃ（学内）」、
「リーダーシップ・アドバンストＡ（海外）」および「リーダーシップ・アドバンストＢ（国内）」の担当を兼５から兼７へ変更する。
・クラス編成を見直し、基盤教育科目「マナーマイスター・チャレンジ」の担当を兼６から兼４に変更する。
・クラス編成を見直し、基盤教育科目「マナーマイスター・アドバンストＡ（海外）」「マナーマイスター・アドバンストB（国外）」の担当を兼６から兼５
に変更する。
・開講クラス数増加の理由により、「電子計算機概論」の専任教員等の配置を教授１から教授２へ変更する。
・クラス編成を見直し、「ものづくり体験演習」の専任教員等の配置を教授２、准教授１、講師１、助教１から教授２、講師１に変更する。

　　　　 　　　　

　　　　
　　　　
　　　　

（１）－②授業科目表に関する変更内容
　　　　



【令和５年度】

・クラス編成を見直し、基盤教育科目「基盤数学（線形代数）」の担当を兼4から兼5に変更する。

・教育効果に配慮し、基盤教育科目「基盤物理学実験」の担当を兼10から兼任11に変更する。

・教育効果に配慮し、基盤教育科目「基礎英語」の担当を兼2から兼4に変更する。

・教育効果に配慮し、基盤教育科目「基盤英語（初級）」の担当を兼1から兼2に変更する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「初修外国語１」の担当を兼14から兼13に変更する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「初修外国語２」の担当を兼9から兼8に変更する。

・クラス編成を見直し、基盤教育科目「国際バカロレア概論」の担当を兼4から兼3に変更する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「DP数学」の担当を兼3から兼1に変更する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「科学ボランディア実践指導２」の担当を兼10から兼9に変更する。

・教育効果に配慮し、基盤教育科目「基盤英語（中級）」の担当を兼3から兼4に変更する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「DP教育実践研究１」の担当を兼4から兼3に変更する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「DP教育実践研究２」の担当を兼4から兼3に変更する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「DP化学」の担当を兼2から兼1に変更する。

・基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」の実施体制見直しに伴い、専任教員等の配置を教授3、准教授3、兼4から教授1、兼3に変更する。

・基盤教育科目「キャリアデザイン１」の実施体制見直しに伴い、専任教員等の配置を教授2から教授1へ変更する。「キャリアデザイン２」の兼
担教員の配置を兼3から兼5に変更する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「アサーティブ・コミュニケーション」の担当を兼２から兼１に変更する。

・教育効果に配慮し、基盤教育科目「キャリア形成論」の担当を兼2から兼3に変更する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「スポーツ・ウェルネス」の担当を兼3から兼2に変更する。

・教育効果に配慮し、基盤教育科目「インターンシップ入門」の担当を兼2から兼6に変更する。

・文部科学省のインターンシップを始めとする学生のキャリア形成支援に係る取組の推進に当たっての基本的考え方の変更のため、「インター
ンシップＡ」「インターンシップＢ」を1年次開講から3年次開講にし、「インターンシップＣ」を2年次開講から3年次開講に変更する。教育効果に配
慮し、兼1を追加する。・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「社会・産業実習」の専任教員等に准教授1から0に変更するとともに兼2から兼1に変
更する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「産業課題研究演習」の専任教員等に准教授1から0に変更するとともに兼2から兼3に
変更する。

・クラス編成を見直し、基盤教育科目「検定英語（初級）」の担当を兼1から兼3に変更する。

・クラス編成を見直し、基盤教育科目「英語コミュニケーション」の担当を兼4から兼2に変更する。

・教育効果に配慮し、基盤教育科目「自然と健康・スポーツ科学Ｂ」の担当を兼11から兼13に変更する。

・教育効果に配慮し、基盤教育科目「健康の科学」の担当を兼4から兼5に変更する。

・クラス編成を見直し、基盤教育科目「人間を読みとくＡ」の担当を兼12から兼11に変更する。

・教育効果に配慮し、基盤教育科目「文化を読みとくＢ」の担当を兼11から兼18に変更する。

・教育効果に配慮し、基盤教育科目「科学・工作ボランティア入門」の担当を兼11から兼12に変更する。

・クラス編成を見直し、基盤教育科目「基礎英会話」の担当を兼4から兼3に変更する。

・クラス編成を見直し、基盤教育科目「社会を読みとくＢ」の担当を兼5から兼3に変更する。

・教育効果に配慮し、基盤教育科目「データを読みとく」の担当を兼7から兼8に変更する。

・クラス編成を見直し、基盤教育科目「基盤数学（微分積分１）」の担当を兼6から兼7に変更する。

・クラス編成を見直し、基盤教育科目「基盤数学（微分積分２）」の担当を兼6から兼7に変更する。



・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「リーダーシップ研修Ａ（国内）」「リーダーシップ研修Ｂ（海外）」「リーダーシップ研修Ｃ
（学内）」「リーダーシップ実践Ａ（国内）」「リーダーシップ実践Ｂ（学内）」「リーダーシップ実践Ｃ（学内）」「リーダーシップ・アドバンストＡ（海外）」
「リーダーシップ・アドバンストＢ（国内）」の担当を兼7から兼6へ変更する。

・クラス編成を見直し、基盤教育科目「マナーマイスター講座初級」の担当を兼3から兼4に変更する。

・教育効果に配慮し、専門教育科目「情報セキュリティ」の専任教員等の配置を教授1から教授1、兼1に変更する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、専門教育科目「数値解析」の専任教員等の配置を教授1、講師1から教授1に変更する。

・教育効果に配慮し、専門教育科目「ロボット知能化演習」の専任教員等の配置を教授2、講師1、助教1から教授2、准教授1、講師1、助教1に
変更する。

・教育効果に配慮し、専門教育科目「機械加工実習」の専任教員等の配置を助教1から助教1、兼5に変更する。

・クラス編成を見直し、専門教育科目「応用数学Ⅰ」の専任教員等の配置を兼1から兼3に変更する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、専門教育科目「情報理工学概論」の専任教員等の配置を教授13、准教授5、講師3、助教1から教授
12、准教授5、講師5に変更する。

・クラス編成を見直し、専門教育科目「情報システム概論」の専任教員等の配置を教授1から教授2に変更する。

・教育効果に配慮し、専門教育科目「ものづくり体験演習」の専任教員等の配置を教授2、講師1から教授2、准教授1、講師1、助教1に変更す
る。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、専門教育科目「解析Ⅰ」の専任教員等の配置を准教授2から教授1、准教授2に変更する。



【令和６年度】

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「科学・工作ボランティア入門」の専任教員等の配置を兼12から兼15に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「科学ボランティア実践指導1」の専任教員等の配置を兼12から兼14に変更。

・クラス編成を見直し、基盤教育科目「リーダーシップ研修Ａ（国内）」の専任教員等の配置を兼6から兼2に変更。

・クラス編成を見直し、基盤教育科目「リーダーシップ研修Ｂ（海外）」の専任教員等の配置を兼6から兼2に変更。

・クラス編成を見直し、基盤教育科目「リーダーシップ実践Ａ（国内）」の専任教員等の配置を兼6から兼2に変更。

・クラス編成を見直し、基盤教育科目「リーダーシップ実践Ｃ（学内）」の専任教員等の配置を兼6から兼2に変更。

・クラス編成を見直し、基盤教育科目「リーダーシップ・ゼミナール」の専任教員等の配置を兼7から兼6に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「DP教育実践研究１」の専任教員等の配置を兼3から兼4に変更。

・基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」を選択科目から必修科目に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「人間を読みとくＡ」の専任教員等の配置を兼11から兼12に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「人間を読みとくB」の専任教員等の配置を兼9から兼10に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「キャリアデザイン３」の専任教員等の配置を教授1、兼2から教授1、兼5に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「キャリアデザイン４」の専任教員等の配置を教授1、兼2から兼4に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「理解と表現」の専任教員等の配置を兼6から兼7に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「企業情報特論」の専任教員等の配置を教授1、兼2から教授1、兼3に変更。

・クラス編成を見直し、基盤教育科目「インターンシップ入門」の専任教員等の配置を兼6から兼4に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「インターンシップＡ」の専任教員等の配置を教授1、兼1から教授1、兼2に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「インターンシップＢ」の専任教員等の配置を教授1、兼1から教授1、兼2に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「インターンシップＣ」の専任教員等の配置を教授1、兼1から教授1、兼2に変更。

・クラス編成を見直し、基盤教育科目「キャリアデザイン１」の専任教員等の配置を教授1、兼4から教授1、兼3に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「社会を読みとくＡ」の専任教員等の配置を兼7から兼8に変更。

・同窓教員による寄附講座の開設に伴い、基盤教育科目「社会を読みとくＢ」の専任教員等の配置を兼3から教授4、准教授1、兼8に変更。

・クラス編成を見直し、基盤教育科目「データを読みとく」の専任教員等の配置を准教授1、兼8から准教授1、兼7に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「自然を読みとく」の専任教員等の配置を兼22から兼27に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「技術を読みとく」の専任教員等の配置を教授1、准教授2、兼11から教授2、准教授2、
兼21に変更。

・クラス編成を見直し、基盤教育科目「基盤数学（微分積分1）」の専任教員等の配置を兼7から兼6に変更。

・クラス編成を見直し、基盤教育科目「基盤数学（微分積分2）」の担当を兼7から兼6に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「社会・産業実習」の専任教員等の配置を教授1、兼1から教授1、兼2に変更。

・クラス編成を見直し、基盤教育科目「グローバル入門」の専任教員等の配置を兼3から兼2に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「自然と健康・スポーツ科学Ａ」の専任教員等の配置を兼6から教授1、兼5に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「自然と健康・スポーツ科学Ｂ」の専任教員等の配置を兼13から兼14に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「健康の科学」の専任教員等の配置を兼5から兼6に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「生涯スポーツ」の専任教員等の配置を兼6から兼8に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「文化を読みとくB」の専任教員等の配置を兼18から兼20に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「基盤数学(線形代数)」の専任教員等の配置を兼5から兼6に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「基盤英語（中級）」の専任教員等の配置を兼4から兼5に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「基礎英会話」の専任教員等の配置を兼3から兼4に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「初修外国語2」の専任教員等の配置を兼8から兼10に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「基礎日本語1」の専任教員等の配置を兼1から兼2に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「基礎日本語2」の専任教員等の配置を兼1から兼2に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「国際バカロレア概論」の専任教員等の配置を兼3から兼4に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「DP化学」の専任教員等の配置を兼1から兼6に変更。



（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（令和５年度開設であれば令和４年度以前）の表は適宜削除してください。

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、新旧の変更内容をそれぞれ１つの枠内に記入してください。

・クラス編成を見直し、基盤教育科目「マナーマイスター・チャレンジ」の専任教員等の配置を兼4から兼3に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、専門教育科目「ユニバーサルデザイン」の専任教員等の配置を教授1から教授1、兼2に変更。

･講師1名の准教授への昇任に伴い、専門教育科目｢プロジェクト科目Ⅰ｣の専任教員等の配置を教授16、准教授7、講師5、助教1から教授16、准教
授8、講師4、助教1に変更。

･講師1名の准教授への昇任に伴い、専門教育科目｢プロジェクト科目Ⅱ｣の専任教員等の配置を教授16、准教授7、講師5、助教1から教授16、准教
授8、講師4、助教1に変更。

･講師1名の准教授への昇任に伴い、専門教育科目｢卒業研究Ⅰ｣の専任教員等の配置を教授16、准教授7、講師5、助教1から教授16、准教授8、講師
4、助教1に変更。

･講師1名の准教授への昇任に伴い、専門教育科目｢卒業研究Ⅱ｣の専任教員等の配置を教授16、准教授7、講師5、助教1から教授16、准教授8、講師
4、助教1に変更。

・クラス編成を見直し、基盤教育科目「マナーマイスター・アドバンストＡ（海外）」の専任教員等の配置を兼5から兼3に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「マナーマイスター・アドバンストＢ（国内）」の専任教員等の配置を兼5から兼8に変更。

・クラス編成を見直し、専門教育科目「応用数学1」の専任教員等の配置を兼3から兼2に変更。

･講師1名の准教授への昇任に伴い、専門教育科目｢情報理工学概論｣の専任教員等の配置を教授12、准教授5、講師5から教授12、准教授6、講師4に
変更。

･講師1名の准教授への昇任に伴い、専門教育科目｢ものづくり体験演習｣の専任教員等の配置を教授2、准教授1、講師1、助教1から教授2、准教授
2、助教1に変更。

･講師1名の准教授への昇任に伴い、専門教育科目｢ロボット知能化演習｣の専任教員等の配置を教授2、准教授1、講師1、助教1から教授2、准教授
2、助教1に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、専門教育科目「ロボット創造工学Ⅰ」の専任教員等の配置を教授1、助教1から教授2、准教授2、助
教1に変更。

・講師1名の准教授への昇任及び教育効果に考慮した担当教員の調整により、専門教育科目「ロボット創造工学Ⅱ」の専任教員等の配置を教
授2、講師1、助教1から教授2、准教授2、助教1に変更。

･講師1名の准教授への昇任に伴い、専門教育科目｢流体力学｣の専任教員等の配置を講師1から准教授1に変更。

・クラス編成を見直し、専門教育科目「機械加工実習」の専任教員等の配置を助教1、兼5から助教1、兼4に変更。

･講師1名の准教授への昇任に伴い、専門教育科目｢工学共通実験Ⅰ｣の専任教員等の配置を教授5、准教授2、講師1から教授5、准教授3に変更。

･講師1名の准教授への昇任に伴い、専門教育科目｢工学共通実験Ⅱ｣の専任教員等の配置を教授5、准教授2、講師1から教授5、准教授3に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、専門教育科目「数値解析」の専任教員等の配置を教授1から教授1、講師1に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、専門教育科目「応用データサイエンス」の専任教員等の配置を教授1から教授2に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、専門教育科目「メディアリテラシ」の専任教員等の配置を兼2から講師1、兼1に変更。

･講師1名の准教授への昇任に伴い、専門教育科目｢ロボット制御工学｣の専任教員等の配置を講師1から准教授1に変更。

・講師1名の准教授への昇任及び教育効果に考慮した担当教員の調整により、専門教育科目「アクチュエータ機構学」の専任教員等の配置を
講師1から准教授1、助教1に変更。

・クラス編成を見直し、基盤教育科目「リーダーシップ・アドバンストＡ（海外）」の専任教員等の配置を兼6から兼2に変更。

・クラス編成を見直し、基盤教育科目「リーダーシップ・アドバンストＢ（国内）」の専任教員等の配置を兼6から兼2に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「マナーマイスター講座初級」の専任教員等の配置を兼4から兼6に変更。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、専門教育科目「マスメディア制作論」の専任教員等の配置を兼1から教授1、講師1、兼1に変更。



科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　　設置時の計画からの増減を記入してください。

計（Ａ）

　　　　の授業科目数及び設置時の計画からの増減を記入するとともに、「備考」に変更前のカリキュラム（旧カリキュラム）の授業科目数と

0 243

[　1　] [　2　] [　0　] [　3　]

23111 229 0

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、「変更状況」には変更後のカリキュラム（新カリキュラム）

12240

計

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 選択必修 自由



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　該当がない場合は「未開講の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記入してください。

　　　・　該当がない場合は「廃止の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記入してください。

（３） 未開講科目

未開講の理由、代替措置の有無

該当なし

　　　　ください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

該当なし

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

　　　　ください。

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

該当なし

廃止の理由、代替措置の有無



（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

240

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0



備考

大学全体

面積の精査による減少
(4)

大学全体

用途変更による増加
（6）

大学全体

岡山キャンパスC2号館
図書館で書架スペース
を減じ、閲覧スペース
と展示スペースを充実
させる改修を行ったた
め。（5）

大学全体

〇図書購入費には電子
書籍、視聴覚資料含
む。学術雑誌の継続分
を計上。
〇設備購入費：設備の
保守料を計上。

借用期間及び面積
1年      60㎡
3年     224㎡
30年 14,731㎡
60年 15,974㎡

研修所の取得による増
加（4)

研修所の取得および売
却による増加（5）

機械・器具の点数につ
いて、教育研究の充実
のため教育研究の実施
に伴う消耗品を購入し
たため。(5)

図書の点数について
は、教育研究の充実の
ため購入したため。学
術雑誌の種数について
は、契約内容の変更に
よる減少。（5）

機械・器具の点数につ
いて、教育研究の充実
のため教育研究の実施
に伴う消耗品を購入し
たため。(6)

図書の点数について
は、教育研究の充実の
ため購入したため総数
は増加、古いコンピュ
ータ関連書と重複本の
除籍のため外国書は減
少。学術雑誌の種数に
ついては、契約内容の
変更による減少。
（6）

6,312㎡

ト レ ー ニ ン グ ル ー ム ２ 室 フ ィ ッ ト ネ ス ル ー ム １ 室

野 球 場 １ 面 テ ニ ス コ ー ト ８ 面

ア ー チ ェ リ ー 場 １ ヵ 所 弓 道 場 １ カ 所

1,470千円 －千円

600千円

設備購入費

図書購入費

1,470千円

600千円

123,813㎡ 0㎡

24,902〔3,711〕　

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

0㎡ 0㎡ 184,730㎡184,730㎡

（127，226㎡）
（127,281㎡）

(２) 校　　　　　舎

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には報告年度の５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

情報理工学部　情報理工学科 室

冊

310〔300〕
312〔302〕
315〔305〕

29

視聴覚資料

－千円

３　施設・設備の整備状況，経費

0㎡
127,226㎡
127,281㎡

（127，226㎡）
（127,281㎡）

957,772㎡
957,477㎡
955,898㎡

0㎡

計

127,226㎡
127,281㎡

0㎡

（　　　　　0㎡） （　　　　　0㎡）

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

小　　　計

区　　　　　分

308,543㎡

内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次

1,530千円 1,470千円

第４年次 第５年次

（24,223〔3,603〕）
（24,106〔3,612〕）
（23,702〔3,511〕）

957,772㎡
957,477㎡
955,898㎡

語学学習施設

　　　　　0人
（補助職員　2人）

10室

情報処理学習施設

12室

　　　　　4人
（補助職員　2人）

（0）

0㎡

電子ジャーナル

面　　　　　積

5,700千円

標　　本
〔うち外国書〕

306〔300〕
308〔302〕
311〔305〕

21
1,322
1,254
1,249

0

306〔300〕
308〔302〕
311〔305〕

（310〔300〕）
（312〔302〕）
（315〔305〕）

経費 の見
積り 及び
維持 方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、手数料等

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 1,000千円 1,000千円 300千円

第６年次

300千円 300千円

6,300千円 6,300千円

開設年度

0㎡

点 点点

308,543㎡

0㎡
649,229㎡
648,934㎡
647,355㎡

423室
421室

　

図
書
・
設
備

(５)

計

310〔300〕
312〔302〕
315〔305〕

種

情報理工学部

24,902〔3,711〕　

講　義　室

82室
78室

(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

（24,223〔3,603〕）
（24,106〔3,612〕）
（23,702〔3,511〕）

（310〔300〕）
（312〔302〕）
（315〔305〕）

153室
152室
147室

0㎡

完成年度

980
976

（306〔300〕）
（308〔302〕）
（311〔305〕）

(21）
（1,322）
（1,254）
（1,249）

収 納 可 能 冊 数

21
1,322
1,254
1,249

0

（1,322）
（1,254）
（1,249）

（0）(21）

面　　　　　積

区　　分

閲 覧 座 席 数

（306〔300〕）
（308〔302〕）
（311〔305〕）

幅 跳 ・ 三 段 跳 場 １ 面

体育館以外のスポーツ施設の概要

開設前年度 完成年度

506,150
525,500

機械・器具

(７) 体　　育　　館

実験実習室

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（６）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

0㎡

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

そ　の　他

合　　　計

649,229㎡
648,934㎡
647,355㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

5,982㎡

123,813㎡

0㎡



大 学 の 名 称
収容定員充足
率0.7倍以下の
学科数

7
収容定員充足
率1.15倍以上
の学科数

0

年 人 年次 人 年度 年度

人

理学部 4 415 - 1705 学士
（理学）

- 昭和39

　応用数学科 4 110 - 440 学士
（理学）

- 昭和39

　基礎理学科 4 90 - 360 学士
（理学）

- 昭和50

　物理学科 4 45 - 180 学士
（理学）

- 昭和41 令和4年4月名称変更

　応用物理学科

　　臨床工学専攻 4 - - - 学士
（理学）

- 平成14 令和４年度入学生より学生募集停止

　化学科 4 75 - 300 学士
（理学）

- 昭和39

　生物化学科 4 - - - 学士
（理学）

- 昭和63 令和４年度入学生より学生募集停止

　動物学科 4 45 - 180 学士
（理学）

- 平成20

　臨床生命科学科 4 50 - 245 学士
（理学）

- 平成16
令和４年度から入学定員変更（95→

50）

工学部 4 395
３年次

５
1670 学士

（工学）
- 昭和61

　機械ｼｽﾃﾑ工学科 4 90 - 360 学士
（工学）

- 昭和61

　電気電子ｼｽﾃﾑ学科 4 70 - 280 学士
（工学）

- 昭和61

　情報工学科 4 75 - 320 学士
（工学）

- 平成４
令和４年度から入学定員変更（95→

75）

　応用化学科 4 60 265 学士
（工学）

- 昭和61
令和4年4月名称変更

令和４年度から入学定員変更（85→
60）

　知能機械工学科 4 - - - 学士
（工学）

- 平成17 令和４年度入学生より学生募集停止

　建築学科 4 75
３年次

５
310 学士

（工学）
- 平成23

　生命医療工学科 4 25 - 135 学士
（工学）

- 平成19
令和４年度から入学定員変更（60→

25）

情報理工学部 4 210 - 630
学士

（情報理工
学）

- 令和４

　情報理工学科 4 210 - 630
学士

（情報理工
学）

- 令和４

総合情報学部 4 - - -
学士

（総合情報
学）

- 平成９

　情報科学科 4 - - -
学士

（総合情報
学）

- 平成９ 令和４年度入学生より学生募集停止

　社会情報学科 4 - - -
学士

（総合情報
学）

- 平成９ 平成29年度入学生より学生募集停止

生命科学部 4 165 - 495 学士
（生命科学）

- 令和４

　生物科学科 4 165 - 495 学士
（生命科学）

- 令和４

生物地球学部 4 140 - 560 学士
（理学）

- 平成24

　生物地球学科 4 140 - 560 学士
（理学）

- 平成24

教育学部 4 130 - 520 学士
（教育学）

- 平成28

　初等教育学科 4 70 - 280 学士
（教育学）

- 平成28

　中等教育学科 4 60 - 240 学士
（教育学）

- 平成28

0.86

-

0.52

-

-

-

-

-

-

-

-

1.10 -

0.71 -

1.00

0.69

倍

収容定員
充足率

収容定員
充足率

（控除後）

-

倍

-

0.65

0.67

0.78

同上0.71

同上

備　　考

岡山県岡山市北
区理大町1番1号

同上

同上

所在地

同上

同上

同上

同上

４　既設大学等の状況

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定員変更
年度

（AC期間
の学科の
み）

開設
年度

　岡　山　理　科　大　学

0.84 - 同上

0.77 - 同上

0.76 - 同上

同上

0.55 - 同上

- - 同上

1.01 - 同上

同上

0.93 - 同上

0.93 - 同上

- - 同上

- - 同上

- - 同上

0.70 - 同上

0.70 - 同上

- 同上

1.00 - 同上

0.55 - 同上

0.53 - 同上

0.57 - 同上



大 学 の 名 称
収容定員充足
率0.7倍以下の
学科数

7
収容定員充足
率1.15倍以上
の学科数

0

年 人 年次 人 年度 年度

人

経営学部 4 160 - 610 学士
（経営学）

- 平成29

　経営学科 4 160 - 610 学士
（経営学）

- 平成29
令和４年度から入学定員変更（130

→160）

獣医学部（6年制） 6 140 - 840 学士
（獣医学）

- 平成30

獣医学部（4年制） 4 60 - 240
学士

（獣医保健看
護学）

- 平成30

　獣医学科 6 140 - 840 学士
（獣医学）

- 平成30

　獣医保健看護学科 4 60 - 240
学士

（獣医保健看
護学）

- 平成30

大学全体 - 1815
３年次

５
7270 - - -

　　　・「収容定員充足率」には、報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

　　　・「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」

　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。

　　　　なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。

　　　・「所在地」及び「備考」欄については、セルの結合ではなく、書式設定より設定の上、文字サイズ変更を行ってください。詳しくは、本シート右に記載の

（注）・本調査の対象となっている大学、短期大学及び高等専門学校（以下「大学等」という。）について、既に設置している学部等

　　　　（短期大学、高等専門学校にあっては学科等）の報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。（大学院、専攻科及び別科を除く）。

　　　　コメント機能で操作方法を案内していますのでご参照ください。

        なお、本調査の対象となっている大学等の設置者が設置している他の大学等の状況については、記入する必要はありません。

　　　「収容定員充足率」が0.7倍以下又は1.15倍以上の学科数を記入する項目を「－」とした上で、「非表示」設定としてください。

　　　・学部の学科等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている場合を含めます。

　　　　　履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

      ・本年度ＡＣの対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　　算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和７年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。

　　　・「収容定員充足率（控除後含む）」は、小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　　また、0.7倍以下又は1.15倍以上の学科については、必ず太字にしてください。当該設定は、学科のみとし、学部及び専攻を太字にする必要はありません。

　　　・記載項目以外、保護をかけています。不要な行は、「非表示」設定としてください。また、記載する必要がない学校種の記載欄については、

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を記入してください。

　　　　開設後、完成年度を迎えていない学科等については、開設年度から報告年度までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記載してください。

同上

愛媛県今治市い
こいの丘1番3

同上

同上

1.08

1.06

1.08

1.06

-

-

-

-

　岡山理科大学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収容定員
充足率

収容定員
充足率

（控除後）

定員変更
年度

（AC期間
の学科の
み）

開設
年度

所在地 備　　考

倍 倍

1.04 - 同上

1.04 - 同上

- - -



【認可時又は届出時】 【令和４年度】 【令和５年度】 【令和６年度】

専
教授

山田　訓
<令和4年4月>

理学博士

情報理工学概論※
プログラミング基礎
情報処理入門
知能情報処理
ロボット知能化演習
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
知的制御システム論
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
教授
(学部
長）

劉　渤江
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
電子計算機概論
情報システム概論
論理・集合と写像
データ解析プログラミング
ネットワーク技術論
応用データベース
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

北川　文夫
<令和4年4月>

理学博士

情報理工学概論※
情報リテラシー
プログラミング基礎
応用プログラミングⅠ
応用プログラミングⅡ
データベース
データ解析プログラミング
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

榊原　道夫
<令和4年4月>

理学博士

技術を読みとく※
基礎数学Ⅱ
基礎解析Ⅱ
線形代数Ⅰ
線形代数Ⅱ
解析Ⅰ
情報理工学概論※
離散数学Ⅰ
専門英語Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

三宅　新二
<令和4年4月>
博士（工学）

情報システム概論
情報リテラシー
情報処理入門
情報と職業
アルゴリズムⅡ
データ構造Ⅱ
Ｗebシステム開発
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

担当授業科目名

職名
兼任　

専任・

の別　

兼担・ 氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専 教授

専 教授

北川　文夫
<令和4年4月>

理学博士

情報理工学概論※
情報リテラシー
プログラミング基礎
応用プログラミングⅠ
応用プログラミングⅡ
データベース
データ解析プログラミング
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

三宅　新二
<令和4年4月>
博士（工学）

榊原　道夫
<令和4年4月>

理学博士

基礎数学Ⅱ
基礎解析Ⅱ
線形代数Ⅰ
線形代数Ⅱ
解析Ⅰ
情報理工学概論※
離散数学Ⅰ
専門英語Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

情報システム概論
情報リテラシー
情報処理入門
情報と職業
アルゴリズムⅡ
データ構造Ⅱ
Ｗebシステム開発
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

専 教授

北川　文夫
<令和4年4月>
理学博士

情報リテラシー
プログラミング基礎
応用プログラミングⅠ
応用プログラミングⅡ
データベース
データ解析プログラミング
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
教授
(学部
長）

劉　渤江
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
電子計算機概論
論理・集合と写像
データ解析プログラミング
ネットワーク技術論
応用データベース
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
教授

山田　訓
<令和4年4月>
理学博士

情報理工学概論※
プログラミング基礎
情報処理入門
知能情報処理
ロボット知能化演習
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
知的制御システム論
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

三宅　新二
<令和4年4月>
博士（工学）

専 教授

フレッシュマンセミナー
情報理工学概論※
情報システム概論
情報リテラシー
情報処理入門
情報と職業
アルゴリズムⅡ
データ構造Ⅱ
Ｗebシステム開発
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

教授

北川　文夫
<令和4年4月>

理学博士

情報リテラシー
プログラミング基礎
応用プログラミングⅠ
応用プログラミングⅡ
データベース
データ解析プログラミング
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
教授
(学部
長）

劉　渤江
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
電子計算機概論
論理・集合と写像
データ解析プログラミング
ネットワーク技術論
応用データベース
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
教授

山田　訓
<令和4年4月>

理学博士

情報理工学概論※
プログラミング基礎
情報処理入門
知能情報処理
ロボット知能化演習
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
知的制御システム論
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

三宅　新二
<令和4年4月>
博士（工学）

専 教授

情報理工学概論※
情報システム概論
情報リテラシー
情報処理入門
情報と職業
アルゴリズムⅡ
データ構造Ⅱ
Ｗebシステム開発
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

５　教員組織の状況

＜情報理工学部　情報理工学科＞

（１）ー① 担当教員表

の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名

兼任　

専

専 教授

榊原　道夫
<令和4年4月>

理学博士

基礎数学Ⅱ
基礎解析Ⅱ
線形代数Ⅰ
線形代数Ⅱ
離散数学Ⅰ
専門英語Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

基礎数学Ⅱ
基礎解析Ⅱ
線形代数Ⅰ
線形代数Ⅱ
離散数学Ⅰ
専門英語Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

教授
(学部
長）

劉　渤江
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
電子計算機概論
情報システム概論
論理・集合と写像
データ解析プログラミング
ネットワーク技術論
応用データベース
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
教授

山田　訓
<令和4年4月>

理学博士

情報理工学概論※
プログラミング基礎
情報処理入門
知能情報処理
ロボット知能化演習
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
知的制御システム論
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

榊原　道夫
<令和4年4月>
理学博士



担当授業科目名

職名
兼任　

専任・

の別　

兼担・ 氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名

兼任　

専 教授

下田　紀之
<令和4年4月>
芸術工学士

ゲームシステム概論
ゲームシステム設計
情報社会論
ゲーム制作論
ゲームメカニクス
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

松浦　洋司
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
力学Ⅰ
力学Ⅱ
材料力学Ⅰ
材料力学Ⅱ
ユニバーサルデザイン
材料工学
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

江本　正喜
<令和4年4月>

博士（人間・環境学）

情報理工学概論※
基礎数学Ⅰ
基礎数学Ⅱ
映像制作技術論
応用データサイエンス
コンピュータビジョン
マスメディア制作論
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

荒木　圭典
<令和4年4月>
博士（理学）

情報理工学概論※
ものづくり体験演習
情報リテラシー
基礎解析Ⅰ
基礎解析Ⅱ
線形代数Ⅰ
応用プログラミングⅠ
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
ロボット制御プログラミン
グ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

椎名　広光
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
ＷｅｂプログラミングⅠ
ＷｅｂプログラミングⅡ
情報理論
ＡＩプログラミングⅠ
ＡＩプログラミングⅡ
ＡＩの数理
離散数学Ⅱ
自然言語処理
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
教授

（学科
長）

藤本　真作
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
加工学
物理学Ⅰ
物理学Ⅱ
ロボット工学概論
ロボット運動学
ロボットダイナミクス
ロボット創造工学Ⅰ
ロボット創造工学Ⅱ
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

下田　紀之
<令和4年4月>
芸術工学士

ゲームシステム概論
ゲームシステム設計
情報社会論
ゲーム制作論
ゲームメカニクス
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

情報理工学概論※
ものづくり体験演習
情報リテラシー
基礎解析Ⅰ
基礎解析Ⅱ
線形代数Ⅰ
応用プログラミングⅠ
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
ロボット制御プログラミング
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

情報理工学概論※
力学Ⅰ
力学Ⅱ
材料力学Ⅰ
材料力学Ⅱ
ユニバーサルデザイン
材料工学
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

江本　正喜
<令和4年4月>

博士（人間・環境学）

情報理工学概論※
基礎数学Ⅰ
基礎数学Ⅱ
映像制作技術論
応用データサイエンス
コンピュータビジョン
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

荒木　圭典
<令和4年4月>
博士（理学）

専 教授

松浦　洋司
<令和4年4月>
博士（工学）

専
教授

（学科
長）

藤本　真作
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
加工学
物理学Ⅰ
物理学Ⅱ
ロボット工学概論
ロボット運動学
ロボットダイナミクス
ロボット創造工学Ⅰ
ロボット創造工学Ⅱ
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

椎名　広光
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
ＷｅｂプログラミングⅠ
ＷｅｂプログラミングⅡ
情報理論
ＡＩプログラミングⅠ
ＡＩプログラミングⅡ
ＡＩの数理
離散数学Ⅱ
自然言語処理
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授専 教授

キャリアデザイン１
情報理工学概論※
力学Ⅰ
力学Ⅱ
材料力学Ⅰ
材料力学Ⅱ
ユニバーサルデザイン
材料工学
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

情報理工学概論※
ものづくり体験演習
情報リテラシー
基礎解析Ⅰ
基礎解析Ⅱ
線形代数Ⅰ
応用プログラミングⅠ
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
ロボット制御プログラミング
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

椎名　広光
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
ＷｅｂプログラミングⅠ
ＷｅｂプログラミングⅡ
情報理論
ＡＩプログラミングⅠ
ＡＩプログラミングⅡ
ＡＩの数理
離散数学Ⅱ
自然言語処理
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

荒木　圭典
<令和4年4月>
博士（理学）

江本　正喜
<令和4年4月>

博士（人間・環境学）

フレッシュマンセミナー
情報理工学概論※
基礎数学Ⅰ
基礎数学Ⅱ
映像制作技術論
応用データサイエンス
コンピュータビジョン
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

松浦　洋司
<令和4年4月>
博士（工学）

専
教授

（学科
長）

藤本　真作
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
加工学
物理学Ⅰ
物理学Ⅱ
ロボット工学概論
ロボット運動学
ロボットダイナミクス
ロボット創造工学Ⅰ
ロボット創造工学Ⅱ
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

下田　紀之
<令和4年4月>
芸術工学士

情報理工学概論※
ゲームシステム概論
ゲームシステム設計
情報社会論
ゲーム制作論
ゲームメカニクス
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

荒木　圭典
<令和4年4月>
博士（理学）

専 教授

江本　正喜
<令和4年4月>

博士（人間・環境学）

情報理工学概論※
ものづくり体験演習
情報リテラシー
基礎解析Ⅰ
基礎解析Ⅱ
線形代数Ⅰ
応用プログラミングⅠ
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
ロボット制御プログラミング
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

椎名　広光
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
ＷｅｂプログラミングⅠ
ＷｅｂプログラミングⅡ
情報理論
ＡＩプログラミングⅠ
ＡＩプログラミングⅡ
ＡＩの数理
離散数学Ⅱ
自然言語処理
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

情報理工学概論※
基礎数学Ⅰ
基礎数学Ⅱ
映像制作技術論
応用データサイエンス
コンピュータビジョン
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

松浦　洋司
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
力学Ⅰ
力学Ⅱ
材料力学Ⅰ
材料力学Ⅱ
ユニバーサルデザイン
材料工学
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
教授

（学科
長）

藤本　真作
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
加工学
物理学Ⅰ
物理学Ⅱ
ロボット工学概論
ロボット運動学
ロボットダイナミクス
ロボット創造工学Ⅰ
ロボット創造工学Ⅱ
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

下田　紀之
<令和4年4月>
芸術工学士

情報理工学概論※
ゲームシステム概論
ゲームシステム設計
情報社会論
ゲーム制作論
ゲームメカニクス
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ



担当授業科目名

職名
兼任　

専任・

の別　

兼担・ 氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名

兼任　

専 教授

ゲームシステム概論
ゲームシステム設計
情報社会論
ゲーム制作論
ゲームメカニクス
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

ゲームシステム概論
ゲームシステム設計
情報社会論
ゲーム制作論
ゲームメカニクス
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

情報理工学概論※
ゲームシステム概論
ゲームシステム設計
情報社会論
ゲーム制作論
ゲームメカニクス
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

情報理工学概論※
ゲームシステム概論
ゲームシステム設計
情報社会論
ゲーム制作論
ゲームメカニクス
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ



担当授業科目名

職名
兼任　

専任・

の別　

兼担・ 氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名

兼任　

専 教授

木戸　善之
<令和4年4月>

博士（情報科学）

電子計算機概論
情報処理入門
プログラミング基礎
データ構造Ⅰ
アルゴリズムⅠ
コンピュータネットワーク
ネットワークセキュリティ
セキュリティ運用
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

河野　敏行
<令和4年4月>
博士（理学）

フレッシュマンセミナー
キャリアデザイン1
キャリアデザイン2
キャリアデザイン3
企業情報特論
インターンシップA
インターンシップB
インターンシップC
社会・産業実習
産業課題研究演習
社会を読みとくＢ
技術を読みとく※
情報理工学概論※
基礎数学Ⅰ
インターネット入門
線形代数Ⅰ
線形代数Ⅱ
アルゴリズム入門
情報セキュリティ
応用データサイエンス
数値解析
代数演習Ⅰ
代数演習Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

赤木　徹也
<令和4年4月>
博士（工学）

社会を読みとくＢ
情報理工学概論※
ものづくり体験演習
機械製図Ⅰ
機械製図Ⅱ
ロボット知能化演習
デジタル電子回路
ロボット創造工学Ⅰ
ロボット創造工学Ⅱ
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
組込みシステムプログラミ
ング
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

大山　和紀
<令和4年4月>
学士（工学）

社会を読みとくＢ
応用プログラミングⅠ
応用プログラミングⅡ
ゲームプログラミングⅠ
ゲームプログラミングⅡ
ゲームグラフィックス
ゲーミフィケーション
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

李　天鎬
<令和4年4月>

Ph.D
(Computer Science)

情報理工学概論※
基礎解析Ⅰ
基礎解析Ⅱ
ＡＩプログラミングⅠ
ＡＩプログラミングⅡ
機械学習
データ分析システム開発
専門英語Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

大山　和紀
<令和4年4月>
学士（工学）

応用プログラミングⅠ
応用プログラミングⅡ
ゲームプログラミングⅠ
ゲームプログラミングⅡ
ゲームグラフィックス
ゲーミフィケーション
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

フレッシュマンセミナー
キャリアデザイン1
キャリアデザイン2
キャリアデザイン3
キャリアデザイン4
企業情報特論
インターンシップA
インターンシップB
インターンシップC
社会・産業実習
産業課題研究演習
技術を読みとく※
情報理工学概論※
基礎数学Ⅰ
インターネット入門
線形代数Ⅰ
線形代数Ⅱ
アルゴリズム入門
情報セキュリティ
数値解析
代数演習Ⅰ
代数演習Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

赤木　徹也
<令和4年4月>
博士（工学）

専

河野　敏行
<令和4年4月>
博士（理学）

情報理工学概論※
ものづくり体験演習
機械製図Ⅰ
機械製図Ⅱ
ロボット知能化演習
デジタル電子回路
ロボット創造工学Ⅱ
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
組込みシステムプログラミン
グ
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

教授

専 教授

李　天鎬
<令和4年4月>

Ph.D
(Computer Science)

情報理工学概論※
基礎解析Ⅰ
基礎解析Ⅱ
ＡＩプログラミングⅠ
ＡＩプログラミングⅡ
機械学習
データ分析システム開発
専門英語Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

木戸　善之
<令和4年4月>

博士（情報科学）

電子計算機概論
情報処理入門
プログラミング基礎
データ構造Ⅰ
アルゴリズムⅠ
コンピュータネットワーク
ネットワークセキュリティ
セキュリティ運用
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

李　天鎬
<令和4年4月>

Ph.D
(Computer Science)

情報理工学概論※
基礎解析Ⅰ
基礎解析Ⅱ
ＡＩプログラミングⅠ
ＡＩプログラミングⅡ
機械学習
データ分析システム開発
専門英語Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専

専 教授

木戸　善之
<令和4年4月>

博士（情報科学）

情報理工学概論※
電子計算機概論
情報処理入門
プログラミング基礎
データ構造Ⅰ
アルゴリズムⅠ
コンピュータネットワーク
ネットワークセキュリティ
セキュリティ運用
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

フレッシュマンセミナー
キャリアデザイン1
キャリアデザイン2
キャリアデザイン3
キャリアデザイン4
企業情報特論
インターンシップA
インターンシップB
インターンシップC
社会・産業実習
産業課題研究演習
技術を読みとく※
情報理工学概論※
基礎数学Ⅰ
インターネット入門
線形代数Ⅰ
線形代数Ⅱ
アルゴリズム入門
情報セキュリティ
数値解析
代数演習Ⅰ
代数演習Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

赤木　徹也
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
ものづくり体験演習
機械製図Ⅰ
機械製図Ⅱ
ロボット知能化演習
デジタル電子回路
ロボット創造工学Ⅱ
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
組込みシステムプログラミング
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

教授

河野　敏行
<令和4年4月>
博士（理学）

教授

大山　和紀
<令和4年4月>
学士（工学）

応用プログラミングⅠ
応用プログラミングⅡ
ゲームプログラミングⅠ
ゲームプログラミングⅡ
ゲームグラフィックス
ゲーミフィケーション
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専

専 教授

李　天鎬
<令和4年4月>

Ph.D
(Computer Science)

情報理工学概論※
基礎解析Ⅰ
基礎解析Ⅱ
ＡＩプログラミングⅠ
ＡＩプログラミングⅡ
機械学習
データ分析システム開発
専門英語Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

大山　和紀
<令和4年4月>
学士（工学）

専 教授

木戸　善之
<令和4年4月>

博士（情報科学）

情報理工学概論※
情報処理入門
プログラミング基礎
データ構造Ⅰ
アルゴリズムⅠ
コンピュータネットワーク
ネットワークセキュリティ
セキュリティ運用
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

フレッシュマンセミナー
キャリアデザイン1
キャリアデザイン2
キャリアデザイン3
キャリアデザイン4
インターンシップA
インターンシップB
インターンシップC
社会・産業実習
産業課題研究演習
情報理工学概論※
基礎数学Ⅰ
インターネット入門
線形代数Ⅰ
線形代数Ⅱ
アルゴリズム入門
情報セキュリティ
数値解析
代数演習Ⅰ
代数演習Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

赤木　徹也
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
ものづくり体験演習
機械製図Ⅰ
機械製図Ⅱ
ロボット知能化演習
デジタル電子回路
ロボット創造工学Ⅱ
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
組込みシステムプログラミング
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

応用プログラミングⅠ
応用プログラミングⅡ
ゲームプログラミングⅠ
ゲームプログラミングⅡ
ゲームグラフィックス
ゲーミフィケーション
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

河野　敏行
<令和4年4月>
博士（理学）



担当授業科目名

職名
兼任　

専任・

の別　

兼担・ 氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

の別　

専任・
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＜就任（予定）年月＞
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兼担・

担当授業科目名

兼任　

専 教授

電子計算機概論
情報処理入門
プログラミング基礎
データ構造Ⅰ
アルゴリズムⅠ
コンピュータネットワーク
ネットワークセキュリティ
セキュリティ運用
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

電子計算機概論
情報処理入門
プログラミング基礎
データ構造Ⅰ
アルゴリズムⅠ
コンピュータネットワーク
ネットワークセキュリティ
セキュリティ運用
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

情報理工学概論※
電子計算機概論
情報処理入門
プログラミング基礎
データ構造Ⅰ
アルゴリズムⅠ
コンピュータネットワーク
ネットワークセキュリティ
セキュリティ運用
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授

情報理工学概論※
情報処理入門
プログラミング基礎
データ構造Ⅰ
アルゴリズムⅠ
コンピュータネットワーク
ネットワークセキュリティ
セキュリティ運用
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ



担当授業科目名

職名
兼任　

専任・

の別　

兼担・ 氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
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（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・
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兼担・

兼任　

専任・
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氏　　名
（年　齢）
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の別　

兼担・
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の別　

専任・
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氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名

兼任　

専
准教
授

川島　正行
<令和4年4月>
博士（理学）

技術を読みとく※
情報理工学概論※
基礎数学Ⅰ
基礎解析Ⅰ
基礎解析Ⅱ
解析Ⅰ
微分幾何
位相幾何
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
准教
授

加瀨　遼一
<令和4年4月>
博士（理学）

技術を読みとく※
情報理工学概論※
基礎数学Ⅱ
基礎解析Ⅰ
線形代数Ⅰ
線形代数Ⅱ
代数Ⅰ
代数Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
准教
授

松下　尚史
<令和4年4月>
博士(工学）

情報理工学概論※
線形代数Ⅱ
力学Ⅰ
力学Ⅱ
熱力学
機械力学
制御工学
制御システム工学
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
准教
授

栁　貴久男
<令和4年4月>
博士（学術）

データを読みとく
解析Ⅰ
プログラミング基礎
確率
解析演習Ⅰ
解析演習Ⅱ
統計
データ分析法
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
准教
授

久野　弘明
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
物理学Ⅰ
物理学Ⅱ
アナログ電子回路
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
センサ工学
バーチャルリアリティ
生活支援工学
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
准教
授

趙　菲菲
<令和4年4月>
博士（工学）

社会を読みとくＢ
ものづくり体験演習
ロボット知能化演習
ロボット創造工学Ⅰ
ロボット創造工学Ⅱ
加工学
メカトロニクス概論
人間工学Ⅰ
人間工学Ⅱ
専門英語Ⅰ
専門英語Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

松下　尚史
<令和4年4月>
博士(工学）

情報理工学概論※
線形代数Ⅱ
力学Ⅰ
力学Ⅱ
熱力学
機械力学
制御工学
制御システム工学
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
准教
授

栁　貴久男
<令和4年4月>
博士（学術）

データを読みとく
解析Ⅰ
プログラミング基礎
確率
解析演習Ⅰ
解析演習Ⅱ
統計
データ分析法
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

久野　弘明
<令和4年4月>
博士（工学）

准教
授

専
准教
授

専
准教
授

加瀨　遼一
<令和4年4月>
博士（理学）

情報理工学概論※
物理学Ⅰ
物理学Ⅱ
アナログ電子回路
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
センサ工学
バーチャルリアリティ
生活支援工学
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

趙　菲菲
<令和4年4月>
博士（工学）

ものづくり体験演習
ロボット知能化演習
加工学
メカトロニクス概論
人間工学Ⅰ
人間工学Ⅱ
専門英語Ⅰ
専門英語Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
准教
授

技術を読みとく※
情報理工学概論※
基礎数学Ⅱ
基礎解析Ⅰ
線形代数Ⅰ
線形代数Ⅱ
代数Ⅰ
代数Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
准教
授

川島　正行
<令和4年4月>
博士（理学）

技術を読みとく※
情報理工学概論※
基礎数学Ⅰ
基礎解析Ⅰ
基礎解析Ⅱ
解析Ⅰ
微分幾何
位相幾何
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専

加瀨　遼一
<令和4年4月>
博士（理学）

専

情報理工学概論※
加工学
メカトロニクス概論
人間工学Ⅰ
人間工学Ⅱ
専門英語Ⅰ
専門英語Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
准教
授

フレッシュマンセミナー
技術を読みとく※
基礎数学Ⅱ
基礎解析Ⅰ
線形代数Ⅰ
線形代数Ⅱ
代数Ⅰ
代数Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

准教
授

川島　正行
<令和4年4月>
博士（理学）

技術を読みとく※
情報理工学概論※
基礎数学Ⅰ
基礎解析Ⅰ
基礎解析Ⅱ
解析Ⅰ
微分幾何
位相幾何
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
准教
授

趙　菲菲
<令和4年4月>
博士（工学）

フレッシュマンセミナー
社会・産業実習
産業課題研究演習
線形代数Ⅱ
力学Ⅰ
力学Ⅱ
熱力学
機械力学
制御工学
制御システム工学
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
准教
授

栁　貴久男
<令和4年4月>
博士（学術）

データを読みとく
情報理工学概論※
解析Ⅰ
プログラミング基礎
確率
解析演習Ⅰ
解析演習Ⅱ
統計
データ分析法
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
准教
授

松下　尚史
<令和4年4月>
博士(工学）

専
准教
授

久野　弘明
<令和4年4月>
博士（工学）

フレッシュマンセミナー
情報理工学概論※
物理学Ⅰ
物理学Ⅱ
アナログ電子回路
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
センサ工学
バーチャルリアリティ
生活支援工学
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

加瀨　遼一
<令和4年4月>
博士（理学）

専
准教
授

川島　正行
<令和4年4月>
博士（理学）

情報理工学概論※
ものづくり体験演習
加工学
メカトロニクス概論
人間工学Ⅰ
人間工学Ⅱ
専門英語Ⅰ
専門英語Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
准教
授

基礎数学Ⅱ
基礎解析Ⅰ
線形代数Ⅰ
線形代数Ⅱ
代数Ⅰ
代数Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

情報理工学概論※
基礎数学Ⅰ
基礎解析Ⅰ
基礎解析Ⅱ
解析Ⅰ
微分幾何
位相幾何
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
准教
授

趙　菲菲
<令和4年4月>
博士（工学）

線形代数Ⅱ
力学Ⅰ
力学Ⅱ
熱力学
機械力学
制御工学
制御システム工学
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
准教
授

栁　貴久男
<令和4年4月>
博士（学術）

データを読みとく
情報理工学概論※
解析Ⅰ
プログラミング基礎
確率
解析演習Ⅰ
解析演習Ⅱ
統計
データ分析法
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
准教
授

松下　尚史
<令和4年4月>
博士(工学）

専
准教
授

久野　弘明
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
物理学Ⅰ
物理学Ⅱ
アナログ電子回路
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
センサ工学
バーチャルリアリティ
生活支援工学
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
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保有学位等

兼担・

担当授業科目名

兼任　

専 講師

綴木　馴
<令和4年4月>
博士(理学）

基盤物理学実験
電磁気学
応用数学Ⅱ
情報理工学概論※
数値解析
知的システムの数理
ロボットビジョン
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 講師

秋山　英久
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
電子計算機概論
情報リテラシー
ゲームプログラミングⅠ
ゲームプログラミングⅡ
システムセキュリティ
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
准教
授

小林　亘
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
ものづくり体験演習
ロボット知能化演習
流体力学
ロボット創造工学Ⅰ
ロボット創造工学Ⅱ
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
ロボット制御工学
アクチュエータ機構学
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
准教
授

技術を読みとく※
情報理工学概論※
基礎数学Ⅱ
基礎解析Ⅰ
線形代数Ⅰ
線形代数Ⅱ
代数Ⅰ
代数Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
准教
授

廣田　雅春
<令和4年4月>

博士（情報学）

情報理工学概論※
情報リテラシー
情報処理入門
応用プログラミングⅠ
応用プログラミングⅡ
データサイエンス
機械学習システム開発
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 講師

浅山　泰祐
<令和4年4月>

工学修士

情報理工学概論※
プログラミング基礎
応用プログラミングⅠ
応用プログラミングⅡ
アルゴリズムⅠ
データ構造Ⅰ
コンピュータグラフィック
ス
コンピュータグラフィック
ス演習
メディアリテラシ
マスメディア制作論
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 講師

菅野　幸夫
<令和4年4月>
博士（工学）

基礎数学Ⅰ
基礎数学Ⅱ
情報理工学概論※
アルゴリズムⅡ
ＷｅｂプログラミングⅠ
ＷｅｂプログラミングⅡ
音とコンピュータ
データ構造Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 講師

浅山　泰祐
<令和4年4月>

工学修士

情報理工学概論※
プログラミング基礎
応用プログラミングⅠ
応用プログラミングⅡ
アルゴリズムⅠ
データ構造Ⅰ
コンピュータグラフィックス
コンピュータグラフィックス
演習
マスメディア制作論
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 講師

専
准教
授

廣田　雅春
<令和4年4月>
博士（情報学）

情報理工学概論※
情報リテラシー
情報処理入門
応用プログラミングⅠ
応用プログラミングⅡ
データサイエンス
機械学習システム開発
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 講師

秋山　英久
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
電子計算機概論
情報リテラシー
ゲームプログラミングⅠ
ゲームプログラミングⅡ
システムセキュリティ
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
准教
授

技術を読みとく※
情報理工学概論※
基礎数学Ⅱ
基礎解析Ⅰ
線形代数Ⅰ
線形代数Ⅱ
代数Ⅰ
代数Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

菅野　幸夫
<令和4年4月>
博士（工学）

基礎数学Ⅰ
基礎数学Ⅱ
情報理工学概論※
アルゴリズムⅡ
ＷｅｂプログラミングⅠ
ＷｅｂプログラミングⅡ
音とコンピュータ
データ構造Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 講師

綴木　馴
<令和4年4月>
博士(理学）

基盤物理学実験
電磁気学
応用数学Ⅱ
情報理工学概論※
数値解析
知的システムの数理
ロボットビジョン
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 講師

小林　亘
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
ものづくり体験演習
ロボット知能化演習
流体力学
ロボット創造工学Ⅱ
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
ロボット制御工学
アクチュエータ機構学
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
准教
授

フレッシュマンセミナー
技術を読みとく※
基礎数学Ⅱ
基礎解析Ⅰ
線形代数Ⅰ
線形代数Ⅱ
代数Ⅰ
代数Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

基礎数学Ⅰ
基礎数学Ⅱ
アルゴリズムⅡ
ＷｅｂプログラミングⅠ
ＷｅｂプログラミングⅡ
音とコンピュータ
データ構造Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 講師

綴木　馴
<令和4年4月>
博士(理学）

基盤物理学実験
電磁気学
応用数学Ⅱ
数値解析
知的システムの数理
ロボットビジョン
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 講師

小林　亘
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
ものづくり体験演習
ロボット知能化演習
流体力学
ロボット創造工学Ⅱ
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
ロボット制御工学
アクチュエータ機構学
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
准教
授

廣田　雅春
<令和4年4月>

博士（情報学）

情報理工学概論※
情報リテラシー
情報処理入門
応用プログラミングⅠ
応用プログラミングⅡ
データサイエンス
機械学習システム開発
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 講師

秋山　英久
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
電子計算機概論
情報リテラシー
ゲームプログラミングⅠ
ゲームプログラミングⅡ
システムセキュリティ
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 講師

浅山　泰祐
<令和4年4月>
工学修士

情報理工学概論※
プログラミング基礎
応用プログラミングⅠ
応用プログラミングⅡ
アルゴリズムⅠ
データ構造Ⅰ
コンピュータグラフィックス
コンピュータグラフィックス演
習
マスメディア制作論
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 講師

菅野　幸夫
<令和4年4月>
博士（工学）

専
准教
授

基礎数学Ⅱ
基礎解析Ⅰ
線形代数Ⅰ
線形代数Ⅱ
代数Ⅰ
代数Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

基礎数学Ⅰ
基礎数学Ⅱ
アルゴリズムⅡ
ＷｅｂプログラミングⅠ
ＷｅｂプログラミングⅡ
音とコンピュータ
データ構造Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 講師

綴木　馴
<令和4年4月>
博士(理学）

電磁気学
応用数学Ⅱ
数値解析
知的システムの数理
ロボットビジョン
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 講師

小林　亘
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
ものづくり体験演習
ロボット知能化演習
流体力学
ロボット創造工学Ⅱ
工学共通実験Ⅰ※
工学共通実験Ⅱ※
ロボット制御工学
アクチュエータ機構学
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
准教
授

廣田　雅春
<令和4年4月>
博士（情報学）

情報理工学概論※
情報リテラシー
情報処理入門
応用プログラミングⅠ
応用プログラミングⅡ
データサイエンス
機械学習システム開発
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 講師

秋山　英久
<令和4年4月>
博士（工学）

情報理工学概論※
電子計算機概論
情報リテラシー
ゲームプログラミングⅠ
ゲームプログラミングⅡ
システムセキュリティ
プロジェクト科目Ⅰ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 講師

浅山　泰祐
<令和4年4月>

工学修士

情報理工学概論※
プログラミング基礎
応用プログラミングⅠ
応用プログラミングⅡ
アルゴリズムⅠ
データ構造Ⅰ
コンピュータグラフィックス
コンピュータグラフィックス演
習
マスメディア制作論
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 講師

菅野　幸夫
<令和4年4月>
博士（工学）
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兼担・

担当授業科目名

兼任　

兼担 教授

辻極　秀次
<令和4年4月>
博士（歯学）

人間を読みとくB
自然を読みとく※

兼担 教授

押谷　潤
<令和4年4月>
博士（工学）

人間を読みとくB

兼担 教授

衣笠　哲也
<令和4年4月>
博士（工学）

自然を読みとく※
科学ボランティア活動1

兼担 教授

高原　周一
<令和4年4月>
博士（理学）

自然を読みとく※
技術を読みとく※
基盤化学1
基盤化学2
基盤化学実験
科学･工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導1
科学ボランティア実践指導2
科学ボランティア教材研究
科学ボランティア活動1
科学ボランティア活動2

兼担 教授

淺野　純一
<令和4年4月>

文学修士

人間を読みとくA
初修外国語1
初修外国語2
初修外国語3

専 助教

横田　雅司
<令和4年4月>

修士（理工学）

ものづくり体験演習
ロボット知能化演習
機械加工実習
ロボット創造工学Ⅰ
ロボット創造工学Ⅱ
アクチュエータ機構学
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

兼担 教授

山口　一裕
<令和4年4月>
博士（理学）

セルフ・アウェアネス
ライフ・ビルディング
文化を読みとくB
自然を読みとく※
基盤地学実験
科学･工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導1
科学ボランティア実践指導2
科学ボランティア教材研究
科学ボランティア活動1
科学ボランティア活動2
マナーマイスター･チャレン
ジ
マナーマイスター･アドバン
ストA（海外）
マナーマイスター･アドバン
ストB（国内）

兼担 教授

衣笠　哲也
<令和4年4月>
博士（工学）

兼担

人間を読みとくA
初修外国語1
初修外国語2
初修外国語3

人間を読みとくB
自然を読みとく※

自然を読みとく※
科学ボランティア活動1

専 助教

横田　雅司
<令和4年4月>
修士（理工学）

ものづくり体験演習
ロボット知能化演習
機械加工実習
ロボット創造工学Ⅰ
ロボット創造工学Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

兼担 教授

淺野　純一
<令和4年4月>

文学修士

山口　一裕
<令和4年4月>
博士（理学）

セルフ・アウェアネス
ライフ・ビルディング
文化を読みとくB
自然を読みとく※
基盤地学実験
科学･工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導1
科学ボランティア実践指導2
科学ボランティア教材研究
科学ボランティア活動1
科学ボランティア活動2
マナーマイスター･チャレン
ジ
マナーマイスター･アドバン
ストA（海外）
マナーマイスター･アドバン
ストB（国内）

兼担 教授

辻極　秀次
<令和4年4月>
博士（歯学）

教授

高原　周一
<令和4年4月>
博士（理学）

自然を読みとく※
技術を読みとく※
基盤化学1
基盤化学2
基盤化学実験
科学･工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導1
科学ボランティア実践指導2
科学ボランティア教材研究
科学ボランティア活動1
科学ボランティア活動2

兼担 教授

兼担 教授

押谷　潤
<令和4年4月>
博士（工学）

人間を読みとくB

兼担

自然を読みとく※
技術を読みとく※
基盤化学1
基盤化学2
基盤化学実験
科学･工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導1
科学ボランティア実践指導2
科学ボランティア教材研究
科学ボランティア活動1
科学ボランティア活動2

兼担 教授

淺野　純一
<令和4年4月>
文学修士

兼担 教授

押谷　潤
<令和4年4月>
博士（工学）

人間を読みとくB

人間を読みとくB
自然を読みとく※

自然を読みとく※
科学ボランティア活動1

専 助教

横田　雅司
<令和4年4月>

修士（理工学）

情報理工学概論※
ロボット知能化演習
機械加工実習
ロボット創造工学Ⅰ
ロボット創造工学Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

教授

山口　一裕
<令和4年4月>
博士（理学）

セルフ・アウェアネス
ライフ・ビルディング
基盤地学実験
科学･工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導1
科学ボランティア実践指導2
科学ボランティア教材研究
科学ボランティア活動1
科学ボランティア活動2
マナーマイスター･チャレンジ
マナーマイスター･アドバンスト
A（海外）
マナーマイスター･アドバンスト
B（国内）

兼担 教授

辻極　秀次
<令和4年4月>
博士（歯学）

兼担 教授

衣笠　哲也
<令和4年4月>
博士（工学）

兼担 教授

高原　周一
<令和4年4月>
博士（理学）

人間を読みとくA
初修外国語1
初修外国語2
初修外国語3

兼担 教授

山口　一裕
<令和4年4月>
博士（理学）

フレッシュマンセミナー
自然を読みとく※
基盤化学1
基盤化学2
基盤化学実験
科学･工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導1
科学ボランティア実践指導2
科学ボランティア教材研究
科学ボランティア活動1
科学ボランティア活動2

兼担 教授

淺野　純一
<令和4年4月>

文学修士

押谷　潤
<令和4年4月>
博士（工学）

フレッシュマンセミナー

フレッシュマンセミナー

フレッシュマンセミナー

専 助教

横田　雅司
<令和4年4月>
修士（理工学）

情報理工学概論※
ものづくり体験演習
ロボット知能化演習
機械加工実習
ロボット創造工学Ⅰ
ロボット創造工学Ⅱ
プロジェクト科目Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

フレッシュマンセミナー
セルフ・アウェアネス
ライフ・ビルディング
基盤地学実験
科学･工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導1
科学ボランティア実践指導2
科学ボランティア教材研究
科学ボランティア活動1
科学ボランティア活動2
マナーマイスター･チャレンジ
マナーマイスター･アドバンスト
A（海外）
マナーマイスター･アドバンスト
B（国内）

兼担 教授

辻極　秀次
<令和4年4月>
博士（歯学）

兼担 教授

兼担 教授

衣笠　哲也
<令和4年4月>
博士（工学）

兼担 教授

高原　周一
<令和4年4月>
博士（理学）

フレッシュマンセミナー
人間を読みとくB
初修外国語1
初修外国語2
初修外国語3
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（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）
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兼担・

担当授業科目名

兼任　

兼担 教授

重松　利信
<令和4年4月>

博士（理学）※

セルフ・アウェアネス
ライフ・ビルディング
技術を読みとく※
自然を読みとく※
文化を読みとくＢ
基盤物理学1
基盤物理学2
基盤物理学実験
科学・工作ボランティア入
門
科学ボランティア実践指導1
科学ボランティア活動１
リーダーシップ論
マナーマイスター･チャレン
ジ
マナーマイスター講座初級
マナーマイスター･アドバン
ストA（海外）
マナーマイスター･アドバン
ストB（国内）

兼担 教授

笠　展幸
<令和5年4月>
博士（工学）

インターンシップA
インターンシップB
インターンシップC
社会・産業実習
産業課題研究演習

兼担 教授

秦　敬治
<令和4年4月>

博士（教育学）

セルフ・アウェアネス
ライフ・ビルディング
人間を読みとくA
リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修A（国
内）
リーダーシップ研修B（海
外）
リーダーシップ研修C（学
内）
リーダーシップ実践A（国
内）
リーダーシップ実践B（学
内）
リーダーシップ実践C（学
内）
リーダーシップ･アドバンス
トA（海外）
リーダーシップ･アドバンス
トB（国内）
マナーマイスター･チャレン
ジ
マナーマイスター･アドバン
ストA（海外）
マナーマイスター･アドバン
ストB（国内）

兼担 教授

西村　次郎
<令和4年4月>
教育学修士

自然と健康・スポーツ科学A
自然と健康・スポーツ科学B
健康の科学
生涯スポーツ
社会を読みとくA

兼担 教授

兼担 教授

重松　利信
<令和4年4月>
博士（理学）※

セルフ・アウェアネス
ライフ・ビルディング
自然を読みとく※
基盤物理学1
基盤物理学2
基盤物理学実験
科学・工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導1
科学ボランティア活動１
リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修A（国
内）
リーダーシップ研修B（海
外）
リーダーシップ研修C（学
内）
リーダーシップ実践A（国
内）
リーダーシップ実践B（学
内）
リーダーシップ実践C（学
内）
リーダーシップ･アドバンス
トA（海外）
リーダーシップ･アドバンス
トB（国内）
マナーマイスター･チャレン
ジ
マナーマイスター･アドバン
ストA（海外）
マナーマイスター･アドバン
ストB（国内）

笠　展幸
<令和5年4月>
博士（工学）

西村　次郎
<令和4年4月>
教育学修士

自然と健康・スポーツ科学A
自然と健康・スポーツ科学B
健康の科学
生涯スポーツ
社会を読みとくA

インターンシップ入門
インターンシップA
インターンシップB
インターンシップC
社会・産業実習
産業課題研究演習

兼担 教授

秦　敬治
<令和4年4月>
博士（教育学）

セルフ・アウェアネス
ライフ・ビルディング
人間を読みとくA
リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修A（国
内）
リーダーシップ研修B（海
外）
リーダーシップ研修C（学
内）
リーダーシップ実践A（国
内）
リーダーシップ実践B（学
内）
リーダーシップ実践C（学
内）
リーダーシップ･アドバンス
トA（海外）
リーダーシップ･アドバンス
トB（国内）
マナーマイスター･チャレン
ジ
マナーマイスター･アドバン
ストA（海外）
マナーマイスター･アドバン
ストB（国内）

兼担 教授兼担 教授

重松　利信
<令和4年4月>

博士（理学）※

セルフ・アウェアネス
ライフ・ビルディング
自然を読みとく※
基盤物理学1
基盤物理学2
基盤物理学実験
科学ボランティア実践指導1
科学ボランティア活動１
リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修A（国内）
リーダーシップ研修B（海外）
リーダーシップ研修C（学内）
リーダーシップ実践A（国内）
リーダーシップ実践B（学内）
リーダーシップ実践C（学内）
リーダーシップ･アドバンストA
（海外）
リーダーシップ･アドバンストB
（国内）
マナーマイスター･チャレンジ
マナーマイスター･アドバンスト
A（海外）
マナーマイスター･アドバンスト
B（国内）

社会・産業実習
産業課題研究演習
自然と健康・スポーツ科学A
自然と健康・スポーツ科学B
健康の科学
生涯スポーツ
社会を読みとくA

兼担 教授

秦　敬治
<令和4年4月>

博士（教育学）

セルフ・アウェアネス
ライフ・ビルディング
人間を読みとくA
リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修A（国内）
リーダーシップ研修B（海外）
リーダーシップ研修C（学内）
リーダーシップ実践A（国内）
リーダーシップ実践B（学内）
リーダーシップ実践C（学内）
リーダーシップ･アドバンストA
（海外）
リーダーシップ･アドバンストB
（国内）
マナーマイスター･チャレンジ
マナーマイスター･アドバンスト
A（海外）
マナーマイスター･アドバンスト
B（国内）

兼担 教授

西村　次郎
<令和4年4月>
教育学修士

兼担 教授

重松　利信
<令和4年4月>
博士（理学）※

フレッシュマンセミナー
セルフ・アウェアネス
ライフ・ビルディング
自然を読みとく※
基盤物理学1
基盤物理学2
リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修A（国内）
リーダーシップ研修B（海外）
リーダーシップ研修C（学内）
リーダーシップ実践A（国内）
リーダーシップ実践B（学内）
リーダーシップ実践C（学内）
リーダーシップ･アドバンストA
（海外）
リーダーシップ･アドバンストB
（国内）
マナーマイスター･チャレンジ
マナーマイスター･アドバンスト
A（海外）
マナーマイスター･アドバンスト
B（国内）

学びの基礎論1
学びの基礎論2
スポーツ・ウェルネス
自然と健康・スポーツ科学A
自然と健康・スポーツ科学B
健康の科学
生涯スポーツ
社会を読みとくB

兼担 教授

笠　展幸
<令和4年4月>
博士（工学）

兼担 教授

秦　敬治
<令和4年4月>
博士（教育学）

セルフ・アウェアネス
アサーティブ・コミュニケー
ション
ライフ・ビルディング
リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修A（国内）
リーダーシップ研修B（海外）
リーダーシップ研修C（学内）
リーダーシップ実践A（国内）
リーダーシップ実践B（学内）
リーダーシップ実践C（学内）
リーダーシップ･アドバンストA
（海外）
リーダーシップ･アドバンストB
（国内）
マナーマイスター･チャレンジ
マナーマイスター･アドバンスト
A（海外）
マナーマイスター･アドバンスト
B（国内）

キャリアデザイン1
キャリアデザイン2
キャリアデザイン3
キャリアデザイン4
インターンシップA
インターンシップB
インターンシップC
社会・産業実習
産業課題研究演習

兼担 教授

西村　次郎
<令和4年4月>
教育学修士



担当授業科目名

職名
兼任　

専任・

の別　

兼担・ 氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
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（年　齢）
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担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

専任・
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氏　　名
（年　齢）
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保有学位等

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名

兼任　

兼担 教授

黒田　正博
<令和6年4月>
博士（工学）

社会を読みとくＢ

兼担 教授

大熊　一正
<令和4年4月>
博士（理学）

データを読みとく
自然を読みとく※
基盤数学（微分積分1）
基盤数学（微分積分2）
基盤数学（線形代数）

兼担 教授

三木　恒治
<令和4年4月>

文学修士

人間を読みとくA
初修外国語1
初修外国語2

兼任 講師

白石　純
<令和4年4月>
博士（学術）

文化を読みとくB

兼担 教授

中川　重和
<令和4年4月>

博士（理学）※

データを読みとく
技術を読みとく※
基盤数学（微分積分1）
基盤数学（微分積分2）
応用数学Ⅰ
数理統計

兼担 教授

辻　維周
<令和4年4月>

文学修士

理解と表現
文化を読みとくA
社会を読みとくA

兼担 教授

兼担 教授

辻　維周
<令和4年4月>

文学修士

理解と表現
文化を読みとくA
社会を読みとくA
マナーマイスター・アドバン
ストA（海外）
マナーマイスター・アドバン
ストB（国内）

白石　純
<令和4年4月>
博士（学術）

文化を読みとくB

中川　重和
<令和4年4月>
博士（理学）※

データを読みとく
技術を読みとく※
基盤数学（微分積分1）
基盤数学（微分積分2）
応用数学Ⅰ
数理統計

兼担 教授

濱谷　義弘
<令和4年4月>

理学博士

技術を読みとく※
基盤数学（微分積分1）
基盤数学（微分積分2）
応用数学Ⅰ
解析Ⅱ

兼担 教授

三木　恒治
<令和4年4月>

文学修士

人間を読みとくA
文化を読みとくA
初修外国語1
初修外国語2

兼担 教授

髙池　久隆
<令和4年4月>

文学修士

人間を読みとくA
文化を読みとくA
初修外国語1
初修外国語2

兼担 教授

兼担 教授

大熊　一正
<令和4年4月>
博士（理学）

データを読みとく
自然を読みとく※
基盤数学（微分積分1）
基盤数学（微分積分2）
基盤数学（線形代数）

教授

白石　純
<令和4年4月>
博士（学術）

兼担 教授

森　裕一
<令和4年4月>
博士（学術）

人間を読みとくA
文化を読みとくA
初修外国語1
初修外国語2

兼担 教授

髙池　久隆
<令和4年4月>
文学修士

人間を読みとくA
文化を読みとくA
初修外国語1
初修外国語2

兼担 教授

辻　維周
<令和4年4月>
文学修士

理解と表現
文化を読みとくA
社会を読みとくA
マナーマイスター・アドバンス
トA（海外）
マナーマイスター・アドバンス
トB（国内）

兼担 教授

三木　恒治
<令和4年4月>
文学修士

データを読みとく

データを読みとく

兼担 教授

大熊　一正
<令和4年4月>
博士（理学）

データを読みとく
自然を読みとく※

教授

黒田　正博
<令和4年4月＞
博士（工学）

文化を読みとくB

データを読みとく
技術を読みとく※
基盤数学（微分積分1）
基盤数学（微分積分2）
数理統計

兼担 教授

濱谷　義弘
<令和4年4月>
理学博士

技術を読みとく※
基盤数学（微分積分1）
基盤数学（微分積分2）
DP数学
応用数学Ⅰ
解析Ⅱ

兼担 教授

中川　重和
<令和4年4月>

博士（理学）※

兼担

兼担

理解と表現
人間を読みとくA
初修外国語1
初修外国語2
初修外国語3

グローバル入門
グローバル実践
グローバル研修A
グローバル研修B
グローバル研修C
国際バカロレア概論
IB教育課程･方法論※
IB教育評価論
DP化学
DP教育実践研究1
DP教育実践研究2

兼担 教授

髙池　久隆
<令和4年4月>

文学修士

人間を読みとくA
初修外国語1
初修外国語2
初修外国語3

兼担 教授

眞砂　和典
<令和4年4月>

理学修士

兼担 教授

辻　維周
<令和4年4月>

文学修士

理解と表現
文化を読みとくA
社会を読みとくB

兼担 教授

三木　恒治
<令和4年4月>

文学修士

データを読みとく

データを読みとく

兼担 教授

大熊　一正
<令和4年4月>
博士（理学）

データを読みとく
自然を読みとく※
基盤数学（微分積分1）
基盤数学（微分積分2）
基盤数学（線形代数）

文化を読みとくB

データを読みとく
技術を読みとく※
基盤数学（微分積分1）
基盤数学（微分積分2）
基盤数学（線形代数）
数理統計

兼担 教授

濱谷　義弘
<令和4年4月>

理学博士

データを読みとく
基盤数学（微分積分1）
基盤数学（微分積分2）
基盤数学（線形代数）
DP数学
応用数学Ⅰ
解析Ⅱ

兼担 教授

中川　重和
<令和4年4月>
博士（理学）※

兼担 教授

白石　純
<令和4年4月>
博士（学術）

兼担 教授

森　裕一
<令和4年4月>
博士（学術）

兼担 教授

黒田　正博
<令和4年4月
博士（工学）
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兼任　
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の別　
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の別　

兼担・

兼任　

専任・
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担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名

兼任　

フレッシュマンセミナー

兼担 教授

石田　美佐江
<令和4年4月>

文学修士

基礎英語
基盤英語（初級）
基盤英語（中級）
検定英語（初級）

兼担 教授

杉山　正二
<令和4年4月>
博士（文学）

基礎英語
基盤英語（準中級）

兼担 教授

金子　明裕
<令和4年4月>

博士（理工学）

ブドウ・ワイン概論※
発酵と微生物
ワインプロジェクト実習1
ワインプロジェクト実習2
ワインプロジェクト実習3

兼担
准教
授

上嶋　明
<令和6年4月>
博士（工学）

兼担 教授

松村　博行
<令和4年4月>

博士（国際関係学）

リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修A（国
内）
リーダーシップ研修B（海
外）
リーダーシップ研修C（学
内）
リーダーシップ実践A（国
内）
リーダーシップ実践B（学
内）
リーダーシップ実践C（学
内）
リーダーシップ･アドバンス
トA（海外）
リーダーシップ･アドバンス
トB（国内）

科学・工作ボランティア入
門
科学ボランティア実践指導1

兼担 教授

坂根　弦太
<令和4年4月>
博士（理学）

技術を読みとく※
基盤化学1
基盤化学2
基盤化学実験

兼担 教授

豊田　新
<令和4年4月>
博士（理学）

自然を読みとく※
基盤物理学1
基盤物理学2

兼担 教授

矢城　陽一朗
<令和4年4月>
博士（工学）

自然を読みとく※
基盤物理学1
基盤物理学2
基盤物理学実験

兼担 教授

松村　博行
<令和4年4月>

博士（国際関係学）

リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修A（国
内）
リーダーシップ研修B（海
外）
リーダーシップ研修C（学
内）
リーダーシップ実践A（国
内）
リーダーシップ実践B（学
内）
リーダーシップ実践C（学
内）
リーダーシップ･アドバンス
トA（海外）
リーダーシップ･アドバンス
トB（国内）

矢城　陽一朗
<令和4年4月>
博士（工学）

自然を読みとく※
基盤物理学1
基盤物理学2
基盤物理学実験

坂根　弦太
<令和4年4月>
博士（理学）

兼担 教授

佐藤　幸子
<令和4年4月>
博士（薬学）

基盤化学実験

自然を読みとく※
基盤物理学1
基盤物理学2

兼担 教授
技術を読みとく※
基盤化学1
基盤化学2
基盤化学実験

兼担 教授

豊田　新
<令和4年4月>
博士（理学）

基礎英語
基盤英語（初級）
基盤英語（中級）
検定英語（初級）

石田　美佐江
<令和4年4月>

文学修士

杉山　正二
<令和4年4月>
博士（文学）

兼担 教授

金子　明裕
<令和4年4月>
博士（理工学）

ブドウ・ワイン概論※
発酵と微生物
ワインプロジェクト実習1
ワインプロジェクト実習2
ワインプロジェクト実習3

基礎英語
基盤英語（準中級）

兼担 教授

兼担 教授

兼担 教授

リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修A（国内）
リーダーシップ研修B（海外）
リーダーシップ研修C（学内）
リーダーシップ実践A（国内）
リーダーシップ実践B（学内）
リーダーシップ実践C（学内）
リーダーシップ･アドバンストA
（海外）
リーダーシップ･アドバンストB
（国内）

兼担 教授

杉山　正二
<令和4年4月>
博士（文学）

兼担 教授

坂根　弦太
<令和4年4月>
博士（理学）

技術を読みとく※
基盤化学1
基盤化学2
基盤化学実験

兼担 教授

豊田　新
<令和4年4月>
博士（理学）

自然を読みとく※
基盤物理学1
基盤物理学2
基盤物理学実験

兼担 教授

矢城　陽一朗
<令和4年4月>
博士（工学）

兼担 教授

松村　博行
<令和4年4月>

博士（国際関係学）

石田　美佐江
<令和4年4月>
文学修士

兼担 教授

金子　明裕
<令和4年4月>

博士（理工学）

ブドウ・ワイン概論※
発酵と微生物
ワインプロジェクト実習1
ワインプロジェクト実習2
ワインプロジェクト実習3

基盤英語（準中級）

教授

自然を読みとく※
基盤地学1
基盤地学2

兼担

兼担 教授
基盤英語（初級）
検定英語（初級）

教授

守田　益宗
<令和4年4月>
理学博士

自然を読みとく※
基盤物理学1
基盤物理学2
基盤物理学実験

基盤生物学1
基盤生物学2
基盤生物学実験

兼担 教授

佐藤　幸子
<令和4年4月>
博士（薬学）

基盤化学実験

兵藤　博信
<令和4年4月>

Ph.D
兼担

兼担
准教
授

松村　博行
<令和4年4月>

博士（国際関係学）

上嶋　明
<令和4年4月>
博士（工学）

フレッシュマンセミナー
リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修A（国内）
リーダーシップ研修B（海外）
リーダーシップ研修C（学内）
リーダーシップ実践A（国内）
リーダーシップ実践B（学内）
リーダーシップ実践C（学内）
リーダーシップ･アドバンストA
（海外）
リーダーシップ･アドバンストB
（国内）
マナーマイスター･チャレンジ
マナーマイスター･アドバンスト
A（海外）
マナーマイスター･アドバンスト
B（国内）

兼担 教授

杉山　正二
<令和4年4月>
博士（文学）

兼担
准教
授

兼担 教授

坂根　弦太
<令和4年4月>
博士（理学）

技術を読みとく※
基盤化学1
基盤化学2
基盤化学実験

兼担 教授

豊田　新
<令和4年4月>
博士（理学）

基盤物理学1
基盤物理学2
基盤物理学実験

石田　美佐江
<令和4年4月>

文学修士

兼担 教授

金子　明裕
<令和4年4月>
博士（理工学）

ブドウ・ワイン概論※
発酵と微生物
ワインプロジェクト実習1
ワインプロジェクト実習2
ワインプロジェクト実習3

基盤英語（準中級）

基盤地学1
基盤地学2

兼担 教授

守田　益宗
<令和4年4月>

理学博士

兼担 教授
基盤英語（初級）
検定英語（初級）

自然を読みとく※
基盤物理学1
基盤物理学2
基盤物理学実験

基盤生物学1
基盤生物学2
基盤生物学実験

兼担 教授

佐藤　幸子
<令和4年4月>
博士（薬学）

基盤化学実験

兵藤　博信
<令和4年4月>

Ph.D
兼担 教授

兼担 教授

矢城　陽一朗
<令和4年4月>
博士（工学）
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兼担・
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（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名

兼任　

兼担 教授

リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修A（国
内）
リーダーシップ研修B（海
外）
リーダーシップ研修C（学
内）
リーダーシップ実践A（国
内）
リーダーシップ実践B（学
内）
リーダーシップ実践C（学
内）
リーダーシップ･アドバンス
トA（海外）
リーダーシップ･アドバンス
トB（国内）

リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修A（国
内）
リーダーシップ研修B（海
外）
リーダーシップ研修C（学
内）
リーダーシップ実践A（国
内）
リーダーシップ実践B（学
内）
リーダーシップ実践C（学
内）
リーダーシップ･アドバンス
トA（海外）
リーダーシップ･アドバンス
トB（国内）

兼担 教授

リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修A（国内）
リーダーシップ研修B（海外）
リーダーシップ研修C（学内）
リーダーシップ実践A（国内）
リーダーシップ実践B（学内）
リーダーシップ実践C（学内）
リーダーシップ･アドバンストA
（海外）
リーダーシップ･アドバンストB
（国内）

兼担 教授兼担
准教
授

フレッシュマンセミナー
リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修A（国内）
リーダーシップ研修B（海外）
リーダーシップ研修C（学内）
リーダーシップ実践A（国内）
リーダーシップ実践B（学内）
リーダーシップ実践C（学内）
リーダーシップ･アドバンストA
（海外）
リーダーシップ･アドバンストB
（国内）
マナーマイスター･チャレンジ
マナーマイスター･アドバンスト
A（海外）
マナーマイスター･アドバンスト
B（国内）



担当授業科目名

職名
兼任　

専任・

の別　

兼担・ 氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名

兼任　

兼担 教授

青木　一勝
<令和4年4月>
博士（理学）

自然を読みとく※
基盤地学1
基盤地学2
基盤地学実験

兼担
准教
授

那須　浩郎
<令和4年4月>
博士（学術）

文化を読みとくB
技術を読みとく※
基盤生物学1
基盤生物学2
基盤生物学実験

兼担
准教
授

青木　宏之
<令和4年4月>

学術博士

基盤化学1
基盤化学2
基盤化学実験

兼担
准教
授

今山　武志
<令和4年4月>
博士（理学）

自然を読みとく※
基盤地学1
基盤地学2

兼担 教授

前川　洋子
<令和4年4月>

博士（外国語教育学）

人間を読みとくB
基礎英語
基盤英語（中級）
Discussion
Presentation
CLIL

兼担
准教
授

松尾　美香
<令和4年4月>

修士（教育学）

学びの基礎論1
学びの基礎論2
理解と表現
自然と健康・スポーツ科学A
自然と健康・スポーツ科学B

兼任 講師

堀田　和義
<令和4年4月>
博士（文学）

人間を読みとくA
人間を読みとくB

兼担
准教
授

佐藤　元治
<令和4年4月>
博士（法学）

社会を読みとくA
日本国憲法

兼担 教授

安田　貴徳
<令和4年4月>

博士（数理学）

データを読みとく
自然を読みとく※
技術を読みとく
基盤数学（微分積分1）
基盤数学（微分積分2)
基盤数学（線形代数）
暗号理論

兼担 教授

前川　洋子
<令和4年4月>

博士（外国語教育学）

人間を読みとくB
基礎英語
基盤英語（中級）
Discussion
Presentation
CLIL

兼担
准教
授

松尾　美香
<令和4年4月>
修士（教育学）

学びの基礎論1
学びの基礎論2
自然と健康・スポーツ科学A
自然と健康・スポーツ科学B
健康の科学

青木　宏之
<令和4年4月>

学術博士

基盤化学1
基盤化学2
基盤化学実験

兼担
准教
授

データを読みとく
自然を読みとく※
基盤数学（微分積分1）
基盤数学（微分積分2)
基盤数学（線形代数）
暗号理論

兼担
准教
授

堀田　和義
<令和4年4月>
博士（文学）

兼担
准教
授

佐藤　元治
<令和4年4月>
博士（法学）

社会を読みとくA
日本国憲法

兼担
准教
授

今山　武志
<令和4年4月>
博士（理学）

自然を読みとく
基盤地学1
基盤地学2

人間を読みとくA
人間を読みとくB
技術を読みとく※

自然を読みとく※
基盤地学1
基盤地学2
基盤地学実験

兼担
准教
授

那須　浩郎
<令和4年4月>
博士（学術）

文化を読みとくB
技術を読みとく※
基盤生物学1
基盤生物学2
基盤生物学実験

青木　一勝
<令和4年4月>
博士（理学）

兼担
准教
授

安田　貴徳
<令和4年4月>
博士（数理学）

山口　尚宏
<令和4年4月>

理学博士

兼担
准教
授

兼担
准教
授 データを読みとく

基盤数学（微分積分1）
基盤数学（微分積分2）
基盤数学（線形代数）

山口　尚宏
<令和4年4月>
理学博士

兼担
准教
授

青木　宏之
<令和4年4月>
学術博士

兼担
准教
授 データを読みとく

基盤数学（微分積分1）
基盤数学（微分積分2）
基盤数学（線形代数）

基盤化学1
基盤化学2
基盤化学実験

データを読みとく
自然を読みとく※
基盤数学（微分積分1）
基盤数学（微分積分2)
基盤数学（線形代数）
暗号理論

兼担
准教
授

堀田　和義
<令和4年4月>
博士（文学）

兼担
准教
授

佐藤　元治
<令和4年4月>
博士（法学）

社会を読みとくA
日本国憲法

人間を読みとくA
人間を読みとくB
技術を読みとく※

兼担
准教
授

那須　浩郎
<令和4年4月>
博士（学術）

文化を読みとくB
技術を読みとく※
基盤生物学1
基盤生物学2
基盤生物学実験

青木　一勝
<令和4年4月>
博士（理学）

兼担
准教
授 自然を読みとく※

基盤地学1
基盤地学2
基盤地学実験

安田　貴徳
<令和4年4月>

博士（数理学）

兼担
准教
授

前川　洋子
<令和4年4月>

博士（外国語教育学）

人間を読みとくB
基礎英語
基盤英語（中級）
CLIL

兼担
准教
授

松尾　美香
<令和4年4月>

修士（教育学）

学びの基礎論1
学びの基礎論2
社会・産業実習
産業課題研究演習
自然と健康・スポーツ科学A

兼担
准教
授

兼担
准教
授

今山　武志
<令和4年4月>
博士（理学）

自然を読みとく
基盤地学1
基盤地学2

堀田　和義
<令和4年4月>
博士（文学）

兼担
准教
授

佐藤　元治
<令和4年4月>
博士（法学）

社会を読みとくA
日本国憲法

兼担
准教
授

山口　尚宏
<令和4年4月>

理学博士

兼担
准教
授

青木　宏之
<令和4年4月>

学術博士

兼担
准教
授 基盤数学（微分積分1）

基盤数学（微分積分2）
基盤数学（線形代数）

基盤化学1
基盤化学2
基盤化学実験

データを読みとく
自然を読みとく※
基盤数学（微分積分1）
基盤数学（微分積分2)
基盤数学（線形代数）
暗号理論

人間を読みとくA

兼担
准教
授

那須　浩郎
<令和4年4月>
博士（学術）

技術を読みとく※
基盤生物学1
基盤生物学2
基盤生物学実験

青木　一勝
<令和4年4月>
博士（理学）

兼担
准教
授 自然を読みとく※

基盤地学1
基盤地学2
基盤地学実験

安田　貴徳
<令和4年4月>
博士（数理学）

兼担
准教
授

兼担
准教
授

前川　洋子
<令和4年4月>

博士（外国語教育学）

キャリアデザイン1
キャリアデザイン2
キャリアデザイン3
キャリアデザイン4
企業情報特論
社会・産業実習
産業課題研究演習
基盤英語（中級）
学術英語（中級）
CLIL

兼担
准教
授

松尾　美香
<令和4年4月>
修士（教育学）

学びの基礎論1
学びの基礎論2

兼担
准教
授

今山　武志
<令和4年4月>
博士（理学）

基盤地学1
基盤地学2



担当授業科目名

職名
兼任　

専任・

の別　

兼担・ 氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名

兼任　

兼担 講師

小野　舞子
<令和4年4月>
博士（理学）

データを読みとく
技術を読みとく※
基盤数学（微分積分1）
基盤数学（微分積分2)
基盤数学（線形代数）
応用数学Ⅰ

兼担 講師

村本　哲也
<令和4年4月>
博士（理学）

基盤物理学1
基盤物理学2
基盤物理学実験

兼担
准教
授

ジェーン・オハロラン
<令和4年4月>
英文学修士

基盤英語（上級）
英語で文化
英語コミュニケーション

兼担
准教
授

川俣　昌大
<令和4年4月>
博士（農学）

ブドウ・ワイン概論※
ブドウ栽培とワイン醸造学
ワインプロジェクト実習1
ワインプロジェクト実習2
ワインプロジェクト実習3

兼担
准教
授

横山ひとみ
<令和4年4月>

博士（人間科学）

人間を読みとくB
リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修C（学
内）
リーダーシップ実践B（学
内）

兼担 講師

小野　舞子
<令和4年4月>
博士（理学）

データを読みとく
基盤数学（微分積分1）
基盤数学（微分積分2)
基盤数学（線形代数）
マナーマイスター･チャレン
ジ
マナーマイスター･アドバン
ストA（海外）
マナーマイスター･アドバン
ストB（国内）
応用数学Ⅰ

村本　哲也
<令和4年4月>
博士（理学）

基盤物理学1
基盤物理学2
基盤物理学実験

兼担
准教
授

川俣　昌大
<令和4年4月>
博士（農学）

ブドウ・ワイン概論※
ブドウ栽培とワイン醸造学
ワインプロジェクト実習1
ワインプロジェクト実習2
ワインプロジェクト実習3

兼担
准教
授

人間を読みとくB
リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修A（国
内）
リーダーシップ研修B（海
外）
リーダーシップ研修C（学
内）
リーダーシップ実践A（国
内）
リーダーシップ実践B（学
内）
リーダーシップ実践C（学
内）
リーダーシップ･アドバンス
トA（海外）
リーダーシップ･アドバンス
トB（国内）

横山ひとみ
<令和4年4月>

博士（人間科学）

兼担
准教
授

ジェーン・オハロラン
<令和4年4月>
英文学修士

基盤英語（上級）
英語で文化
英語コミュニケーション

兼担 講師

兼担 講師

小野　舞子
<令和4年4月>
博士（理学）

データを読みとく
基盤数学（微分積分1）
基盤数学（微分積分2)
基盤数学（線形代数）
マナーマイスター･チャレンジ
マナーマイスター･アドバンスト
A（海外）
マナーマイスター･アドバンスト
B（国内）

基盤物理学1
基盤物理学2
基盤物理学実験

兼担 講師

村本　哲也
<令和4年4月>
博士（理学）

兼担
准教
授

川俣　昌大
<令和4年4月>
博士（農学）

ブドウ・ワイン概論※
ブドウ栽培とワイン醸造学
ワインプロジェクト実習1
ワインプロジェクト実習2
ワインプロジェクト実習3

兼担
准教
授

人間を読みとくB
リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修A（国内）
リーダーシップ研修B（海外）
リーダーシップ研修C（学内）
リーダーシップ実践A（国内）
リーダーシップ実践B（学内）
リーダーシップ実践C（学内）
リーダーシップ･アドバンストA
（海外）
リーダーシップ･アドバンストB
（国内）

横山ひとみ
<令和4年4月>

博士（人間科学）

兼担
准教
授

ジェーン・オハロラン
<令和4年4月>
英文学修士

基盤英語（上級）
基礎英会話
英語で文化
英語コミュニケーション

兼担 講師

小野　舞子
<令和4年4月>
博士（理学）

データを読みとく
基盤数学（微分積分1）
基盤数学（微分積分2)
基盤数学（線形代数）
マナーマイスター･チャレンジ
マナーマイスター･アドバンスト
A（海外）
マナーマイスター･アドバンスト
B（国内）

基盤物理学1
基盤物理学2
基盤物理学実験

クラ　エリス
<令和4年4月>
博士（工学）

兼担 講師
キャリアデザイン1
キャリアデザイン2
キャリアデザイン3
キャリアデザイン4
企業情報特論
社会・産業実習
産業課題研究演習

兼担 講師

髙木　志保
<令和4年4月>

Masters of Science in Social
work

兼担 講師

村本　哲也
<令和4年4月>
博士（理学）

兼担
准教
授

川俣　昌大
<令和4年4月>
博士（農学）

ブドウ・ワイン概論※
ブドウ栽培とワイン醸造学
ワインプロジェクト実習1
ワインプロジェクト実習2
ワインプロジェクト実習3

兼担
准教
授

リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修A（国内）
リーダーシップ研修B（海外）
リーダーシップ研修C（学内）
リーダーシップ実践A（国内）
リーダーシップ実践B（学内）
リーダーシップ実践C（学内）
リーダーシップ･アドバンストA
（海外）
リーダーシップ･アドバンストB
（国内）
マナーマイスター･チャレンジ
マナーマイスター･アドバンスト
A（海外）
マナーマイスター･アドバンスト
B（国内）

横山ひとみ
<令和4年4月>

博士（人間科学）

兼担
准教
授

ジェーン・オハロラン
<令和4年4月>
英文学修士

基盤英語（上級）
英語で文化
英語コミュニケーション

グローバル実践
グローバル研修A
グローバル研修B
グローバル研修C
国際バカロレア概論
IB教育課程･方法論※
IB教育評価論
DP教育実践研究1
DP教育実践研究2
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専任・

の別　

兼担・ 氏　　名
（年　齢）
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兼担・

担当授業科目名

兼任　

兼担 教授

能美　洋介
〈令和4年4月〉
博士（理学）

人間を読みとくA
文化を読みとくB
自然を読みとく※

兼担 教授

富岡　直人
〈令和4年4月〉

文学修士

文化を読みとくB

兼担 教授

佐藤　丈晴
〈令和4年9月〉
博士（工学）

キャリアデザイン１
キャリアデザイン２
キャリアデザイン３
キャリアデザイン４
産業課題研究演習

兼担 教授

ダッタ　シャミ
〈令和5年4月〉
Master of Arts

グローバル入門
国際バカロレア概論
IB教育課程･方法論※
ＤＰ化学
IB教育評価論
DP教育実践研究1
DP教育実践研究2

兼担 講師

西川　憲一
<令和4年4月>

修士（教育学）

基礎英語
基盤英語（初級）
基盤英語（中級）
Academic Writing
英語で文化

兼担 講師

藤城　孝輔
<令和4年4月>

PhD in Film Studies（博士
（映画学））

基盤英語（準中級）
検定英語（上級）

兼担 教授

藤城　孝輔
<令和4年4月>

PhD in Film Studies（博士
（映画学））

基盤英語（準中級）
検定英語（上級）

兼担 講師

兼担 講師

西川　憲一
<令和4年4月>
修士（教育学）

基礎英語
基盤英語（初級）
基盤英語（中級）
Academic Writing
英語で文化

兼担 教授

ダッタ　シャミ
〈令和5年4月〉
Master of Arts

グローバル入門
国際バカロレア概論
IB教育課程･方法論※
IB教育評価論
DP教育実践研究1
DP教育実践研究2

能美　洋介
〈令和4年4月〉
博士（理学）

佐藤　丈晴
〈令和4年9月〉
博士（工学）

キャリアデザイン１
キャリアデザイン２
産業課題研究演習

兼担 教授

人間を読みとくA
文化を読みとくB
自然を読みとく

兼担 教授

富岡　直人
〈令和4年4月〉

文学修士

文化を読みとくB

兼担 教授

能美　洋介
〈令和4年4月〉
博士（理学）

人間を読みとくA
文化を読みとくB
自然を読みとく

助教

ジェイソン・ウイックストラム
<令和4年4月>

博士（微生物学）

兼担

兼担 講師

西川　憲一
<令和4年4月>

修士（教育学）

基礎英語
基盤英語（中級）
Academic Writing
英語で文化

兼担 教授

ダッタ　シャミ
〈令和5年4月〉
Master of Arts

グローバル入門
国際バカロレア概論
IB教育課程･方法論※
IB教育評価論
DP教育実践研究1
DP教育実践研究2

兼担

教授

堀田　洋之
〈令和4年4月〉
博士（環境科学）

フレッシュマンセミナー

キャリアデザイン１
キャリアデザイン２

兼担 教授

清水　一郎
〈令和4年9月〉
博士（工学）

キャリアデザイン１

教授

佐藤　丈晴
〈令和4年9月〉
博士（工学）

基礎英会話
Discussion
Presentation
英語コミュニケーション

基盤英語（準中級）
検定英語（上級）

兼担 助教

小林　昇光
<令和4年4月>

修士（教育学）

リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修A（国内）
リーダーシップ研修B（海外）
リーダーシップ研修C（学内）
リーダーシップ実践A（国内）
リーダーシップ実践B（学内）
リーダーシップ実践C（学内）
リーダーシップ･アドバンストA
（海外）
リーダーシップ･アドバンストB
（国内）

兼担 講師

藤城　孝輔
<令和4年4月>

PhD in Film Studies（博士（映
画学））

兼担

兼担 教授

富岡　直人
〈令和4年4月〉

文学修士

文化を読みとくB

兼担 講師

西川　憲一
<令和4年4月>
修士（教育学）

基礎英語
基盤英語（中級）
学術英語（上級）
Academic Writing
英語で文化

基礎英会話
Discussion
Presentation
英語コミュニケーション

基盤英語（準中級）
検定英語（上級）

兼担 助教

小林　昇光
<令和4年4月>
修士（教育学）

リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修A（国内）
リーダーシップ研修B（海外）
リーダーシップ研修C（学内）
リーダーシップ実践A（国内）
リーダーシップ実践B（学内）
リーダーシップ実践C（学内）
リーダーシップ･アドバンストA
（海外）
リーダーシップ･アドバンストB
（国内）

兼担 助教

藤城　孝輔
<令和4年4月>

PhD in Film Studies（博士（映
画学））

兼担 助教

ジェイソン・ウイックストラム
<令和4年4月>

博士（微生物学）



担当授業科目名

職名
兼任　

専任・

の別　

兼担・ 氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名

兼任　

企業情報特論
技術を読みとく※

技術を読みとく※技術を読みとく※

兼担 教授

滝澤　昇
〈令和4年4月〉

工学博士

技術を読みとく※
科学・工作ボランティア入
門
科学ボランティア実践指導1
科学ボランティア実践指導2
科学ボランティア教材研究
科学ボランティア活動1

兼担 教授

米田　稔
〈令和4年4月〉
博士（理学）

科学・工作ボランティア入
門
科学ボランティア実践指導1
科学ボランティア実践指導2
科学ボランティア活動1

兼担 教授

クルモフ　バレリー
〈令和4年4月〉
博士（工学）

科学・工作ボランティア入
門
科学ボランティア実践指導1
科学ボランティア実践指導2
科学ボランディア活動1

兼担 教授

竹崎　誠
〈令和4年4月〉
博士（理学）

科学・工作ボランティア入
門
科学ボランティア実践指導1

兼担 教授

石垣　忍
〈令和4年4月〉
博士（理学）

自然を読みとく※

兼担 教授

大橋　唯太
〈令和4年4月〉
博士（理学）

自然を読みとく※

兼担 教授

片岡　健
〈令和4年9月〉
博士（医学）

技術を読みとく※

兼担 教授

中村　修
〈令和4年9月〉
博士（学術）

兼担 教授

徳澤　啓一
〈令和4年4月〉
修士（歴史学）

文化を読みとくB

兼担 教授

亀田　修一
〈令和4年4月〉

文学博士

文化を読みとくB

兼担 教授

畠山　唯達
〈令和4年4月〉
博士（理学）

文化を読みとくB
自然を読みとく※

兼担 教授

兼担 教授

科学・工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導１

科学・工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導１
科学ボランティア実践指導２
科学ボランティア活動１

兼担 教授

科学・工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導１
科学ボランティア実践指導２
科学ボランディア活動１

米田　稔
〈令和4年4月〉
博士（理学）

兼担 教授

中村　修
〈令和4年9月〉
博士（学術）

兼担 教授

滝澤　昇
〈令和4年4月〉

工学博士

技術を読みとく※
科学・工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導１
科学ボランティア実践指導２
科学ボランティア教材研究
科学ボランティア活動１

石垣　忍
〈令和4年4月〉
博士（理学）

自然を読みとく※
技術を読みとく※

兼担 教授

亀田　修一
〈令和4年4月〉

文学博士

文化を読みとくB

兼担 教授

畠山　唯達
〈令和4年4月〉
博士（理学）

文化を読みとくB
自然を読みとく※

兼担 教授

徳澤　啓一
〈令和4年4月〉
修士（歴史学）

文化を読みとくB

大橋　唯太
〈令和4年4月〉
博士（理学）

自然を読みとく※

片岡　健
〈令和4年9月〉
博士（医学）兼担 教授

技術を読みとく※

兼担 教授

クルモフ　バレリー
〈令和4年4月〉
博士（工学）

兼担 教授

竹崎　誠
〈令和4年4月〉
博士（理学）

科学・工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導１

教授

亀田　修一
〈令和4年4月〉

文学博士

文化を読みとくB

兼担 教授

畠山　唯達
〈令和4年4月〉
博士（理学）

兼担 教授

西戸　裕嗣
〈令和4年4月〉

工学博士

自然を読みとく※

文化を読みとくB
自然を読みとく※

兼担

兼担 教授

徳澤　啓一
〈令和4年4月〉
修士（歴史学）

文化を読みとくB

兼担 教授

中村　修
〈令和4年9月〉
博士（学術）

兼担 教授

滝澤　昇
〈令和4年4月〉

工学博士

技術を読みとく※
科学・工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導１
科学ボランティア実践指導２
科学ボランティア教材研究
科学ボランティア活動１

自然を読みとく※
技術を読みとく※

兼担 教授

大橋　唯太
〈令和4年4月〉
博士（理学）

自然を読みとく※

教授

片岡　健
〈令和4年9月〉
博士（医学）

技術を読みとく※

兼担

兼担 教授

石垣　忍
〈令和4年4月〉
博士（理学）

兼担 教授

クルモフ　バレリー
〈令和4年4月〉
博士（工学）

兼担 教授

竹崎　誠
〈令和4年4月〉
博士（理学）

科学・工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導１
科学ボランティア実践指導２
科学ボランティア活動１

兼担 教授

米田　稔
〈令和4年4月〉
博士（理学）

科学・工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導１
科学ボランティア実践指導２
科学ボランディア活動１



担当授業科目名

職名
兼任　

専任・

の別　

兼担・ 氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名

兼任　

兼担 教授
科学・工作ボランティア入
門
科学ボランティア実践指導1

科学・工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導１

兼担 教授
科学・工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導１

兼担 教授



担当授業科目名

職名
兼任　

専任・

の別　

兼担・ 氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名

兼任　

兼担 教授

中島　弘徳
〈令和6年4月〉

教育学修士

技術を読みとく※

兼担
准教
授

中山　哲士
〈令和4年4月〉
博士（工学）

フレッシュマンセミナー

兼担 教授

片山　謙吾
〈令和6年4月〉

博士(工学)

社会を読みとくＢ

兼担 教授

堀越　亮
〈令和6年4月〉

博士(理学)

基盤化学実験

社会を読みとくＢ

兼担 教授

島田　恭宏
〈令和6年4月〉

理学博士

社会を読みとくＢ

兼担 教授

中川　惠友
〈令和6年4月〉

博士(工学)

技術を読みとく※

兼担
准教
授

稲垣　祐次
〈令和4年4月〉
博士（理学）

ライフ・ビルディング
基盤物理学1
基盤物理学2
基盤物理学実験

兼担
准教
授

藤木　利之
<令和5年4月>

博士（理学）※

企業情報特論
産業課題研究演習
技術を読みとく

兼担 教授

石田　弘樹
〈令和5年4月〉
博士（工学）

キャリアデザイン1
キャリアデザイン2
キャリアデザイン3
キャリアデザイン4
企業情報特論
インターンシップ入門
インターンシップA
インターンシップB
インターンシップC
社会・産業実習
産業課題研究演習

兼担 教授

島田　英之
〈令和6年4月〉

博士(工学)

兼担 教授

平田　豊
〈令和5年4月〉
（高等学校卒）

フレッシュマンセミナー
社会を読みとくA
社会を読みとくB

兼担

兼担 教授

平田　豊
〈令和5年4月〉
（高等学校卒）

兼担
准教
授

准教
授

稲垣　祐次
〈令和4年4月〉
博士（理学）

ライフ・ビルディング
基盤物理学1
基盤物理学2
基盤物理学実験

藤木　利之
<令和5年4月>
博士（理学）※

企業情報特論
インターンシップ入門
産業課題研究演習

兼担
准教
授

フレッシュマンセミナー
キャリアデザイン２
社会を読みとくA

兼担 教授

江面　嗣人
〈令和5年4月〉

学術博士

文化を読みとくB

石田　弘樹
〈令和5年4月〉
博士（工学）

企業情報特論
インターンシップ入門
産業課題研究演習

兼担
准教
授

藤木　利之
<令和5年4月>
博士（理学）※

ライフ・ビルディング
基盤物理学1
基盤物理学2
基盤物理学実験

企業情報特論

石田　弘樹
〈令和5年4月〉
博士（工学）

兼担
准教
授

企業情報特論

兼担
准教
授

稲垣　祐次
〈令和4年4月〉
博士（理学）



担当授業科目名

職名
兼任　

専任・

の別　

兼担・ 氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名

兼任　

自然を読みとく 自然を読みとく
科学・工作ボランティア入
門
科学ボランティア実践指導1

兼担
准教
授

渡邉　誠
〈令和4年4月〉
博士（理学）

自然を読みとく

兼担
准教
授

佐藤　友彦
〈令和5年4月〉
博士（理学）

自然を読みとく※
基盤地学1
基盤地学2
基盤地学実験

兼担
准教
授

デイビット　ニール
〈令和5年4月〉

Ｍ.Ａ

基礎英会話

兼担
准教
授

奥野　新太郎
〈令和4年4月〉
博士（文学）

初修外国語１
初修外国語２

兼担
准教
授

東馬　哲雄
〈令和5年4月〉
博士（理学）

文化を読みとくB

兼担
准教
授

谷川　依津江
〈令和4年4月〉

修士（言語文化学）

グローバル実践
グローバル研修ⅠA
グローバル研修ⅠB
グローバル研修ⅠC
グローバル研修ⅡA
グローバル研修ⅡB
グローバル研修Ⅲ
基盤日本語1
基盤日本語2
国際バカロレア概論
IB教育課程･方法論※
IB教育評価論
DP化学
DP教育実践研究1
DP教育実践研究2

兼担
准教
授

實吉　玄貴
〈令和4年4月〉
博士（理学）

産業課題研究演習
人間を読みとくB

兼担
准教
授

宮本　真二
(53)

〈令和4年4月〉
博士（理学）

文化を読みとくB

兼担
准教
授

林　昭次
〈令和4年4月〉
博士（理学）

自然を読みとく

兼担
准教
授

新原　隆史
〈令和4年4月〉
博士（理学）

兼担 教授

キャリアデザイン1
キャリアデザイン2
キャリアデザイン3
キャリアデザイン4
企業情報特論
インターンシップ入門
インターンシップA
インターンシップB
インターンシップC
社会・産業実習
産業課題研究演習

谷川　依津江
〈令和4年4月〉

修士（言語文化学）

准教
授

グローバル入門
グローバル実践
グローバル研修ⅠA
グローバル研修ⅠB
グローバル研修ⅠC
グローバル研修ⅡA
グローバル研修ⅡB
グローバル研修Ⅲ
国際バカロレア概論
IB教育課程･方法論※
IB教育評価論
DP化学
DP教育実践研究1
DP教育実践研究2

宮本　真二
(52)

〈令和4年4月〉
博士（理学）

文化を読みとくB

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

林　昭次
〈令和4年4月〉
博士（理学）

准教
授

實吉　玄貴
〈令和4年4月〉
博士（理学）

産業課題研究演習
人間を読みとくB

兼担

兼担
准教
授

新原　隆史
〈令和4年4月〉
博士（理学）

佐藤　友彦
〈令和5年4月〉
博士（理学）

データを読みとく

自然を読みとく※
基盤地学1
基盤地学2
基盤地学実験

兼担
准教
授

デイビット　ニール
〈令和5年4月〉

Ｍ.Ａ

基礎英会話

兼担
准教
授

奥野　新太郎
〈令和4年4月〉
博士（文学）

初修外国語１
初修外国語２

兼担
准教
授

渡邉　誠
〈令和4年4月〉
博士（理学）

自然を読みとく

兼担
准教
授

自然を読みとく

企業情報特論
インターンシップ入門
産業課題研究演習

兼担

兼担
准教
授

東馬　哲雄
〈令和5年4月〉
博士（理学）

文化を読みとくB

兼担
准教
授

牧　祥
<令和5年4月>
博士（工学）

兼担
准教
授

兼担
准教
授

企業情報特論

實吉　玄貴
〈令和4年4月〉
博士（理学）

人間を読みとくB

兼担
准教
授

谷川　依津江
〈令和4年4月〉

修士（言語文化学）

グローバル入門
グローバル実践
グローバル研修ⅠA
グローバル研修ⅠB
グローバル研修ⅠC
グローバル研修ⅡA
グローバル研修ⅡB
グローバル研修Ⅲ
国際バカロレア概論
IB教育課程･方法論※
IB教育評価論
DP化学
DP教育実践研究1
DP教育実践研究2

兼担
准教
授

デイビット　ニール
〈令和5年4月〉

Ｍ.Ａ

英語コミュニケーション

兼担
准教
授

奥野　新太郎
〈令和4年4月〉
博士（文学）

初修外国語１
初修外国語２

兼担
准教
授

渡邉　誠
〈令和4年4月〉
博士（理学）

自然を読みとく

兼担
准教
授

宮本　真二
〈令和4年4月〉
博士（理学）

文化を読みとくB

兼担
准教
授

兼担
准教
授

林　昭次
〈令和4年4月〉
博士（理学）

自然を読みとく

兼担
准教
授

佐藤　友彦
〈令和5年4月〉
博士（理学）

新原　隆史
〈令和4年4月〉
博士（理学）

自然を読みとく

基盤地学実験



担当授業科目名

職名
兼任　

専任・

の別　

兼担・ 氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名

兼任　

兼担
准教
授

平松　直哉
<令和6年4月>
博士（理学）

データを読みとく
技術を読みとく
基盤数学（微分積分1）
基盤数学（微分積分2）
基盤数学(線形代数)
解析Ⅱ

兼担
准教
授

長尾　桂子
〈令和4年4月〉
博士（理学）

自然を読みとく

兼担 講師

兼担
准教
授

林　美帆
<令和6年4月>
博士（文学）

理解と表現
人間を読みとくA
人間を読みとくB
文化を読みとくA

兼担
准教
授

奥村　英則
<令和6年4月>
博士（理学）

データを読みとく
技術を読みとく
基盤数学（微分積分1）
基盤数学（微分積分2）
基盤数学(線形代数)

志藤　あずさ
〈令和4年4月〉
博士（理学）

人間を読みとくA
自然を読みとく

兼担 講師

塚常　健太
<令和5年4月>

博士（人間科学）※

データを読みとく

兼担
准教
授

林　恒宏
<令和5年4月>

博士（創造都市）

リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修C（学
内）
リーダーシップ実践B（学
内）

兼担 講師

木村　光宏
〈令和5年4月〉
修士（教育学）

グローバル入門
グローバル実践
国際バカロレア概論
IB教育課程･方法論※
IB教育評価論
DP数学
DP化学
DP教育実践研究1
DP教育実践研究2

兼担 講師

三阪　一徳
〈令和4年4月〉
博士（文学）

文化を読みとくB

兼担 講師

猪口　雅彦
〈令和4年4月〉
博士（理学）※

自然を読みとく※
技術を読みとく※
科学ボランティア活動１

兼担 講師

志藤　あずさ
〈令和4年4月〉
博士（理学）

塚常　健太
<令和5年4月>

博士（人間科学）※

文化を読みとくB

兼担 講師

猪口　雅彦
〈令和4年4月〉
博士（理学）※

自然を読みとく※
技術を読みとく※
科学ボランティア活動１

兼担 講師

兼担 講師

データを読みとく

長尾　桂子
〈令和4年4月〉
博士（理学）

自然を読みとく

兼担 講師

木村　光宏
〈令和5年4月〉
修士（教育学）

グローバル入門
グローバル実践
国際バカロレア概論
IB教育課程･方法論※
IB教育評価論
DP数学
DP教育実践研究1
DP教育実践研究2

兼担
准教
授

林　恒宏
<令和5年4月>

博士（創造都市）

リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール

人間を読みとくA
自然を読みとく

兼担 講師

三阪　一徳
〈令和4年4月〉
博士（文学）

人間を読みとくA
自然を読みとく

講師

志藤　あずさ
〈令和4年4月〉
博士（理学）

兼担 講師

猪口　雅彦
〈令和4年4月〉
博士（理学）※

自然を読みとく※
技術を読みとく※
科学ボランティア活動１

兼担 講師

長尾　桂子
〈令和4年4月〉
博士（理学）

自然を読みとく

兼担 講師

木村　光宏
〈令和5年4月〉
修士（教育学）

グローバル入門
グローバル実践
国際バカロレア概論
IB教育課程･方法論※
IB教育評価論
DP数学
DP教育実践研究1
DP教育実践研究2

兼担 講師

三阪　一徳
〈令和4年4月〉
博士（文学）

文化を読みとくB

兼担



担当授業科目名

職名
兼任　

専任・

の別　

兼担・ 氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名

兼任　

兼担 講師

中畑　里英
<令和6年4月>

体育学士

健康の科学
生涯スポーツ

兼担 講師

石原　勇次郎
<令和6年4月>

博士(芸術工学)

健康の科学
生涯スポーツ

兼担 講師

入江　祐加
<令和6年4月>
博士（文学）

人間を読みとくA
初修外国語1
初修外国語2

兼担 講師

牧　涼介
<令和6年4月>
博士（工学）

科学・工作ポランティア入
門

兼担 講師

篠原　隆
<令和5年4月>
博士（工学）

機械加工実習

兼担 講師

野間川内　一樹
〈令和4年4月〉
修士（工学）

フレッシュマンセミナー
キャリアデザイン２
キャリアデザイン３
セルフ・アウェアネス
ライフ・ビルディング
人間を読みとくＡ
リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修C（学
内）
リーダーシップ実践B（学
内）兼担 助教

野間川内　一樹
〈令和4年4月〉
修士（工学）

フレッシュマンセミナー
キャリアデザイン１
キャリアデザイン２
キャリアデザイン３
キャリアデザイン４
セルフ・アウェアネス
ライフ・ビルディング
人間を読みとくＡ
リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修A（国
内）
リーダーシップ研修B（海
外）
リーダーシップ研修C（学
内）
リーダーシップ実践A（国
内）
リーダーシップ実践B（学
内）
リーダーシップ実践C（学
内）
リーダーシップ･アドバンス
トA（海外）
リーダーシップ･アドバンス
トB（国内）

機械加工実習

兼担 講師

篠原　隆
<令和5年4月>
博士（工学）

兼担 助教

野間川内　一樹
〈令和4年4月〉
修士（工学）

フレッシュマンセミナー
キャリアデザイン１
キャリアデザイン２
キャリアデザイン３
キャリアデザイン４
セルフ・アウェアネス
ライフ・ビルディング
人間を読みとくＡ
リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修A（国内）
リーダーシップ研修B（海外）
リーダーシップ研修C（学内）
リーダーシップ実践A（国内）
リーダーシップ実践B（学内）
リーダーシップ実践C（学内）
リーダーシップ･アドバンストA
（海外）
リーダーシップ･アドバンストB
（国内）



担当授業科目名

職名
兼任　

専任・

の別　

兼担・ 氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名

兼任　

兼任 講師

藤野　薫
<令和4年4月>

文学修士

理解と表現
初修外国語1
初修外国語2

兼任 講師

杉林　周陽
<令和4年4月>
修士（文学）

理解と表現
人間を読みとくA

兼担 助教

中山　紘之
〈令和4年4月〉
博士（学術）

フレッシュマンセミナー
キャリアデザイン２
キャリアデザイン３
アサーティブ・コミュニ
ケーション
人間を読みとくＡ
リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修C（学
内）
リーダーシップ実践B（学
内）

兼担 助教

黒木　出
〈令和5年4月〉
博士（学術）

基盤生物学１
基盤生物学２
基盤生物学実験

兼担 助教

ジェイソン・ペイデンメン
〈令和5年4月〉

Master of Arts in
English

基礎英会話
英語コミュニケーション

兼任 講師

山咲　博昭
<令和4年4月>

修士（大学アドミニスト
レーション）

セルフ・アウェアネス
ライフ・ビルディング

兼任 講師

兼任

兼担 助教

藤野　薫
<令和4年4月>

文学修士

理解と表現
初修外国語1
初修外国語2

兼任 講師

尾崎　美恵
<令和4年4月>
修士（文学）

インターンシップ入門

山咲　博昭
<令和4年4月>

修士（大学アドミニストレー
ション）

セルフ・アウェアネス
ライフ・ビルディング

河合　史菜
〈令和4年4月〉
修士（体育学）

講師

基礎英会話
英語コミュニケーション

スポーツ・ウェルネス
自然と健康・スポーツ科学A
自然と健康・スポーツ科学B
健康の科学
生涯スポーツ

兼担

兼担

中山　紘之
〈令和4年4月〉
博士（学術）

フレッシュマンセミナー
キャリアデザイン１
キャリアデザイン２
キャリアデザイン３
キャリアデザイン４
アサーティブ・コミュニケー
ション
人間を読みとくＡ
リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修A（国
内）
リーダーシップ研修B（海
外）
リーダーシップ研修C（学
内）
リーダーシップ実践A（国
内）
リーダーシップ実践B（学
内）
リーダーシップ実践C（学
内）
リーダーシップ･アドバンス
トA（海外）
リーダーシップ･アドバンス
トB（国内）

兼任 講師

杉林　周陽
<令和4年4月>
修士（文学）

理解と表現
人間を読みとくA

助教

ジェイソン・ペイデンメン
〈令和5年4月〉

Master of Arts in English

黒木　出
〈令和5年4月〉
博士（学術）

基盤生物学１
基盤生物学２
基盤生物学実験

助教

兼担 助教

兼任 講師

村西　利恵
<令和4年4月>

学士（経済学）

アサーティブ・コミュニケー
ション

兼任 講師

尾崎　美恵
<令和4年4月>
修士（文学）

理解と表現

セルフ・アウェアネス
ライフ・ビルディング

スポーツ・ウェルネス
自然と健康・スポーツ科学A
自然と健康・スポーツ科学B
健康の科学
生涯スポーツ
人間を読みとくA

河合　史菜
〈令和4年4月〉
修士（体育学）

兼任 講師

山咲　博昭
<令和4年4月>

修士（大学アドミニストレー
ション）

兼担 助教

助教

中山　紘之
〈令和4年4月〉
博士（学術）

理解と表現
初修外国語1
初修外国語2

兼任 講師

杉林　周陽
<令和4年4月>
修士（文学）

理解と表現
人間を読みとくA

兼任 講師

藤野　薫
<令和4年4月>
文学修士

兼担

フレッシュマンセミナー
キャリアデザイン１
キャリアデザイン２
キャリアデザイン３
キャリアデザイン４
アサーティブ・コミュニケー
ション
人間を読みとくＡ
リーダーシップ論
リーダーシップ･ゼミナール
リーダーシップ研修A（国内）
リーダーシップ研修B（海外）
リーダーシップ研修C（学内）
リーダーシップ実践A（国内）
リーダーシップ実践B（学内）
リーダーシップ実践C（学内）
リーダーシップ･アドバンストA
（海外）
リーダーシップ･アドバンストB
（国内）

兼任 講師

杉林　周陽
<令和4年4月>
修士（文学）

理解と表現
人間を読みとくB

アサーティブ・コミュニケー
ション

兼任 講師

尾崎　美恵
<令和4年4月>
修士（文学）

理解と表現

セルフ・アウェアネス
ライフ・ビルディング

兼任 講師

村西　利恵
<令和4年4月>
学士（経済学）

兼任 講師

藤野　薫
<令和4年4月>

文学修士

兼任 講師

山咲　博昭
<令和4年4月>

修士（大学アドミニストレー
ション）

理解と表現
初修外国語1
初修外国語2



担当授業科目名

職名
兼任　

専任・

の別　

兼担・ 氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名

兼任　

兼任 講師

田中　淳
<令和4年4月>

修士（教育学）

自然と健康・スポーツ科学B
生涯スポーツ

兼任 講師

山内　武巳
<令和4年4月>

博士（体育学）

自然と健康・スポーツ科学B

兼任 講師

望月　雅光
<令和4年4月>

博士（情報工学）

自然と健康・スポーツ科学A

兼任 講師

佐藤　眞久
<令和4年4月>

理学博士

自然と健康・スポーツ科学B

兼任 講師

藤井　健平
<令和4年4月>

教育学士

自然と健康・スポーツ科学B
生涯スポーツ

兼任 講師

仲道　雅輝
<令和4年4月>
博士（学術）

自然と健康・スポーツ科学B

兼任 講師

藤川　貴司
<令和4年4月>
学士（工学）

自然と健康・スポーツ科学B

兼任 講師

世良　利和
<令和4年4月>

文学修士

キャリア形成論
文化を読みとくA
社会を読みとくB

兼任 講師

松田　周司
<令和4年4月>

修士（経営学）

インターンシップ入門

兼任 講師

斎藤　尚志
<令和4年4月>

修士（社会福祉学）

インターンシップ入門

兼任 講師

湯川　治敏
<令和4年4月>

修士（体育科学）

自然と健康・スポーツ科学A

兼任 講師

石井　成人
<令和4年4月>

文学修士

理解と表現
初修外国語1

兼任 講師

理解と表現
初修外国語1

世良　利和
<令和4年4月>

文学修士

兼任 講師

望月　雅光
<令和4年4月>

博士（情報工学）

自然と健康・スポーツ科学A

兼任 講師

佐藤　眞久
<令和4年4月>

理学博士

自然と健康・スポーツ科学B

兼任 講師

斎藤　尚志
<令和4年4月>

修士（社会福祉学）

インターンシップ入門

兼任 講師

石井　成人
<令和4年4月>

文学修士

キャリア形成論
文化を読みとくA
社会を読みとくB

兼任 講師

松田　周司
<令和4年4月>
修士（経営学）

インターンシップ入門

兼任 講師

藤井　健平
<令和4年4月>

教育学士

自然と健康・スポーツ科学B
生涯スポーツ

自然と健康・スポーツ科学B

兼任 講師

藤川　貴司
<令和4年4月>
学士（工学）

自然と健康・スポーツ科学B

仲道　雅輝
<令和4年4月>
博士（学術）兼任 講師

兼任 講師

森　一治
<令和4年4月>

工学士

自然と健康・スポーツ科学A
自然と健康・スポーツ科学B

兼任 講師

湯川　治敏
<令和4年4月>

修士（体育科学）

自然と健康・スポーツ科学A

兼任 講師

田中　淳
<令和4年4月>
修士（教育学）

自然と健康・スポーツ科学B
生涯スポーツ

自然と健康・スポーツ科学B

兼任 講師

山内　武巳
<令和4年4月>
博士（体育学）

自然と健康・スポーツ科学B

兼任 講師

前田　寛
<令和4年4月>
体育学修士

世良　利和
<令和4年4月>
文学修士

理解と表現
初修外国語1

兼任 講師

望月　雅光
<令和4年4月>

博士（情報工学）

自然と健康・スポーツ科学A

兼任 講師

佐藤　眞久
<令和4年4月>
理学博士

自然と健康・スポーツ科学B

兼任 講師

兼任 講師

藤井　健平
<令和4年4月>
教育学士

自然と健康・スポーツ科学B
生涯スポーツ

兼任 講師

藤川　貴司
<令和4年4月>
学士（工学）

自然と健康・スポーツ科学B

仲道　雅輝
<令和4年4月>
博士（学術）兼任 講師

自然と健康・スポーツ科学B

兼任 講師

斎藤　尚志
<令和4年4月>

修士（社会福祉学）

インターンシップ入門

兼任 講師

兼任 講師

石井　成人
<令和4年4月>
文学修士

文化を読みとくA
社会を読みとくB

兼任 講師

松田　周司
<令和4年4月>

修士（経営学）

インターンシップ入門

兼任 講師

森　一治
<令和4年4月>

工学士

自然と健康・スポーツ科学A
自然と健康・スポーツ科学B

兼任 講師

湯川　治敏
<令和4年4月>

修士（体育科学）

自然と健康・スポーツ科学A

兼任 講師

田中　淳
<令和4年4月>

修士（教育学）

自然と健康・スポーツ科学B
生涯スポーツ

自然と健康・スポーツ科学B

兼任 講師

山内　武巳
<令和4年4月>

博士（体育学）

自然と健康・スポーツ科学B

前田　寛
<令和4年4月>
体育学修士

理解と表現
初修外国語1
初修外国語2

兼任 講師

望月　雅光
<令和4年4月>

博士（情報工学）

自然と健康・スポーツ科学A

兼任

自然と健康・スポーツ科学B

仲道　雅輝
<令和4年4月>
博士（学術）兼任 講師

自然と健康・スポーツ科学B

兼任

兼任 講師

講師

佐藤　眞久
<令和4年4月>

理学博士

自然と健康・スポーツ科学B

岩橋 邦彦
<令和4年4月>

教育学士

講師

前田　寛
<令和4年4月>
体育学修士

講師

藤井　健平
<令和4年4月>

教育学士

兼任 講師

田中　淳
<令和4年4月>
修士（教育学）

自然と健康・スポーツ科学B

自然と健康・スポーツ科学B

兼任 講師

山内　武巳
<令和4年4月>
博士（体育学）

自然と健康・スポーツ科学B

兼任

自然と健康・スポーツ科学B

兼任 講師

藤川　貴司
<令和4年4月>
学士（工学）

兼任 講師

森　一治
<令和4年4月>

工学士

自然と健康・スポーツ科学A
自然と健康・スポーツ科学B

兼任 講師

湯川　治敏
<令和4年4月>

修士（体育科学）

自然と健康・スポーツ科学A
自然と健康・スポーツ科学B

兼任 講師

斎藤　尚志
<令和4年4月>

修士（社会福祉学）

インターンシップ入門

兼任 講師

世良　利和
<令和4年4月>

文学修士

兼任 講師

石井　成人
<令和4年4月>

文学修士

キャリア形成論
文化を読みとくA
社会を読みとくB

兼任 講師

松田　周司
<令和4年4月>
修士（経営学）

インターンシップ入門

自然と健康・スポーツ科学B



担当授業科目名

職名
兼任　

専任・

の別　

兼担・ 氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名

兼任　

兼任 講師

福田　謙吾
<令和4年4月>
博士（工学）

基盤物理学実験

兼任 講師

小坂　圭二
<令和4年4月>
博士（理学）

基盤物理学実験

兼任 講師

内田　乃
<令和4年4月>
博士（理学）

基盤物理学実験

兼任 講師

中山　智津子
<令和4年4月>
博士（薬学）

基盤化学実験

兼任 講師

小松原　貢
<令和4年4月>

文学士

社会を読みとくA
マスメディア制作論

兼任 講師

山下　賢二
修士（経済学）
<令和4年4月>

社会を読みとくB

兼任 講師

齋藤　誠二
<令和4年4月>

博士（芸術工学）

健康の科学

兼任 講師

鉄川　大健
<令和4年4月>

修士（心理科学）

人間を読みとくB

兼任 講師

奥山　広規
<令和4年4月>
博士（文学）

文化を読みとくB

兼任 講師

土橋　恵美子
<令和4年4月>

修士（政策科学）

社会を読みとくA

兼任 講師

田村　裕史
<令和4年4月>

教育学士

自然と健康・スポーツ科学B
健康の科学
生涯スポーツ

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

田村　裕史
<令和4年4月>

教育学士

自然と健康・スポーツ科学B
健康の科学
生涯スポーツ

兼任 講師

齋藤　誠二
<令和4年4月>

博士（芸術工学）

健康の科学

土橋　恵美子
<令和4年4月>

修士（政策科学）

社会を読みとくA

兼任 講師

小松原　貢
<令和4年4月>

文学士

社会を読みとくA
マスメディア制作論

鉄川　大健
<令和4年4月>

修士（心理科学）

人間を読みとくB

兼任 講師

文化を読みとくB

奥山　広規
<令和4年4月>
博士（文学）

基盤化学実験

中山　智津子
<令和4年4月>
博士（薬学）

講師

内田　乃
<令和4年4月>
博士（理学）

基盤物理学実験

社会を読みとくB

兼任 講師

福田　謙吾
<令和4年4月>
博士（工学）

基盤物理学実験

兼任 講師

小坂　圭二
<令和4年4月>
博士（理学）

基盤物理学実験

兼任 講師

兼任

山下　賢二
修士（経済学）
<令和4年4月>

兼任 講師

講師

土橋　恵美子
<令和4年4月>

修士（政策科学）

兼任 講師

鉄川　大健
<令和4年4月>

修士（心理科学）

社会を読みとくA

兼任 講師

玉井　良尚
<令和4年4月>

修士（政治学）

福田　謙吾
<令和4年4月>
博士（工学）

基盤物理学実験

兼任 講師

田村　裕史
<令和4年4月>
教育学士

自然と健康・スポーツ科学B
健康の科学
生涯スポーツ

兼任 講師

齋藤　誠二
<令和4年4月>

博士（芸術工学）

健康の科学

中田　秀哉
<令和4年4月>

法学士

兼任 講師

小松原　貢
<令和4年4月>

文学士

社会を読みとくA
マスメディア制作論

社会を読みとくA
社会を読みとくB

兼任

人間を読みとくB

兼任 講師

津上　崇
<令和4年4月>
学士（音楽）

文化を読みとくB

兼任 講師

文化を読みとくB

奥山　広規
<令和4年4月>
博士（文学）

中山　智津子
<令和4年4月>
博士（薬学）兼任 講師

基盤物理学実験

兼任 講師

蜂谷　和明
(69)

<令和4年4月>
博士（理学）

基盤物理学実験

社会を読みとくA
社会を読みとくB

兼任 講師

兼任 講師

小坂　圭二
<令和4年4月>
博士（理学）

基盤物理学実験

兼任 講師

山下　賢二
修士（経済学）
<令和4年4月>

兼任 講師

内田　乃
<令和4年4月>
博士（理学）

社会を読みとくB

基盤化学実験

兼任 講師

講師

鉄川　大健
<令和4年4月>

修士（心理科学）

兼任 講師

津上　崇
<令和4年4月>
学士（音楽）

文化を読みとくA

兼任 講師

文化を読みとくB

奥山　広規
<令和4年4月>
博士（文学）

兼任

兼任 講師

田村　裕史
<令和4年4月>

教育学士

自然と健康・スポーツ科学B
健康の科学

兼任 講師

齋藤　誠二
<令和4年4月>

博士（芸術工学）

健康の科学

兼任 講師

福田　謙吾
<令和4年4月>
博士（工学）

基盤物理学実験

兼任 講師

小坂　圭二
<令和4年4月>
博士（理学）

基盤物理学実験

社会を読みとくB

社会を読みとくA

兼任 講師

玉井　良尚
<令和4年4月>
修士（政治学）

兼任 講師

小松原　貢
<令和4年4月>

文学士

社会を読みとくA
マスメディア制作論

社会を読みとくA

兼任 講師

土橋　恵美子
<令和4年4月>

修士（政策科学）

兼任 講師

山下　賢二
修士（経済学）
<令和4年4月>

社会を読みとくB

兼任 講師

中田　秀哉
<令和4年4月>

法学士

兼任 講師

髙下　義彦
<令和4年4月>

心理学士

中山　智津子
<令和4年4月>
博士（薬学）兼任 講師

基盤物理学実験

兼任 講師

蜂谷　和明
<令和4年4月>
博士（理学）

基盤物理学実験

兼任 講師

内田　乃
<令和4年4月>
博士（理学）

基盤化学実験

社会を読みとくA

人間を読みとくA



担当授業科目名
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兼任　

専任・

の別　

兼担・ 氏　　名
（年　齢）
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（年　齢）
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専任・
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の別　

兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）
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の別　

兼担・

兼任　

の別　
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氏　　名
（年　齢）
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保有学位等

兼担・

担当授業科目名

兼任　

兼任

兼任 講師

柳　枝青
<令和4年4月>

理学修士

初修外国語1
初修外国語2

兼任 講師

崔　ソヒョン
<令和4年4月>

修士（社会学）

初修外国語1
初修外国語2

兼任 講師

青井　由佳
<令和4年4月>

修士（言語教育情報学）

基盤日本語2
日本語読解作文

兼任 講師

佐藤　美穂
<令和4年4月>

修士（言語教育）

理解と表現
基盤日本語1

講師

華　信来
<令和4年4月>

文学修士

初修外国語1

兼任 講師

支　洪濤
<令和4年4月>

修士（教育学）

初修外国語1
初修外国語2

兼任 講師

河　智弘
<令和4年4月>
修士（文学）

初修外国語1
初修外国語2

兼任 講師

林　正黙
<令和4年4月>
音楽学修士

初修外国語1

兼任 講師

柳原　章子
<令和4年4月>
修士（工学）

基盤化学実験

兼任 講師

森　義裕
<令和4年4月>

農学博士

基盤化学実験

兼任 講師

正木　智美
<令和4年4月>
修士（理学）

基盤生物学実験

兼任 講師

大竹　みしず
<令和4年4月>

Masters of Arts in
Education（TESL）

基盤英語（準中級）

兼任 講師

伊野家　伸一
<令和4年4月>

修士（教育学）

基盤英語（中級）

兼任 講師

柳原　章子
<令和4年4月>
修士（工学）

基盤化学実験

支　洪濤
<令和4年4月>
修士（教育学）

伊野家　伸一
<令和4年4月>
修士（教育学）

基盤英語（中級）

林　侑靜
<令和4年4月>

専門学校（中国）

初修外国語1

兼任 講師

初修外国語1

兼任 講師

華　信来
<令和4年4月>

文学修士

初修外国語1

兼任

兼任 講師

森　義裕
<令和4年4月>

農学博士

基盤化学実験

正木　智美
<令和4年4月>
修士（理学）

基盤生物学実験

兼任 講師

大竹　みしず
<令和4年4月>

Masters of Arts in
Education（TESL）

基盤英語（準中級）

講師

兼任 講師

兼任 講師

基盤日本語2
日本語読解作文

兼任 講師

佐藤　美穂
<令和4年4月>

修士（言語教育）

理解と表現
基盤日本語1

柳　枝青
<令和4年4月>

理学修士

初修外国語1
初修外国語2

兼任 講師

崔　ソヒョン
<令和4年4月>
修士（社会学）

初修外国語1
初修外国語2

青井　由佳
<令和4年4月>

修士（言語教育情報学）

兼任 講師

河　智弘
<令和4年4月>
修士（文学）

初修外国語1
初修外国語2

兼任 講師

兼任 講師

林　正黙
<令和4年4月>
音楽学修士

初修外国語1

兼任 講師

森　義裕
<令和4年4月>
農学博士

基盤化学実験

兼任 講師

柳原　章子
<令和4年4月>
修士（工学）

基盤化学実験

講師

青井　由佳
<令和4年4月>

修士（言語教育情報学）

支　洪濤
<令和4年4月>

修士（教育学）

兼任

基盤英語（中級）

初修外国語1

兼任 講師

初修外国語1
初修外国語2

講師

華　信来
<令和4年4月>
文学修士

初修外国語1

兼任 講師

林　侑靜
<令和4年4月>

専門学校（中国）

兼任 講師

基盤生物学実験

兼任 講師

大竹　みしず
<令和4年4月>

Masters of Arts in Education
（TESL）

基盤英語（準中級）

兼任 講師

正木　智美
<令和4年4月>
修士（理学）

兼任 講師

伊野家　伸一
<令和4年4月>

修士（教育学）

基盤日本語2
日本語読解作文

兼任 講師

佐藤　美穂
<令和4年4月>

修士（言語教育）

理解と表現
基盤日本語1

初修外国語1
初修外国語2

兼任 講師

崔　ソヒョン
<令和4年4月>

修士（社会学）

初修外国語1
初修外国語2

兼任 講師

河　智弘
<令和4年4月>
修士（文学）

初修外国語1
初修外国語2

兼任

兼任 講師

林　正黙
<令和4年4月>
音楽学修士

初修外国語1

兼任 講師

柳　枝青
<令和4年4月>
理学修士

兼任 講師

森　義裕
<令和4年4月>

農学博士

基盤化学実験

基盤生物学実験

兼任 講師

大竹　みしず
<令和4年4月>

Masters of Arts in Education
（TESL）

基盤英語（準中級）

兼任 講師

柳原　章子
<令和4年4月>
修士（工学）

基盤化学実験

兼任 講師

正木　智美
<令和4年4月>
修士（理学）

兼任 講師

崔　ソヒョン
<令和4年4月>
修士（社会学）

初修外国語1
初修外国語2

兼任 講師

河　智弘
<令和4年4月>
修士（文学）

初修外国語1
初修外国語2

支　洪濤
<令和4年4月>
修士（教育学）

兼任 講師

華　信来
<令和4年4月>

文学修士

基盤英語（中級）

初修外国語1
初修外国語2

兼任 講師

初修外国語1
初修外国語2

初修外国語1
初修外国語2

兼任 講師

林　侑靜
<令和4年4月>

専門学校（中国）

兼任 講師

林　正黙
<令和4年4月>
音楽学修士

初修外国語1
初修外国語2

兼任 講師

柳　枝青
<令和4年4月>

理学修士

兼任 講師

伊野家　伸一
<令和4年4月>
修士（教育学）

初修外国語1
初修外国語2

基盤日本語2
日本語読解作文

兼任 講師

佐藤　美穂
<令和4年4月>

修士（言語教育）

基盤日本語1
日本語口語表現

兼任 講師

青井　由佳
<令和4年4月>

修士（言語教育情報学）
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兼担・

担当授業科目名

兼任　

マナーマイスター講座初級 マナーマイスター講座初級 マナーマイスター講座初級 マナーマイスター講座初級
マナーマイスター・アドバ
ンストB（国内）

マナーマイスター講座初級 マナーマイスター講座初級 マナーマイスター講座初級 マナーマイスター講座初級
マナーマイスター・アドバ
ンストB（国内）

スポーツ・ウェルネス スポーツ・ウェルネス スポーツ・ウェルネス
生涯スポーツ

マナーマイスター講座初級 マナーマイスター講座初級 マナーマイスター講座初級 マナーマイスター講座初級
マナーマイスター・アドバ
ンストB（国内）

兼任 講師

糸山　嘉彦
<令和4年4月>

理学士

科学･工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導1
科学ボランティア実践指導2
科学ボランティア教材研究

兼任 講師

橿原　美和
<令和4年4月>
高等学校卒業

兼任 講師

長田　千順
<令和4年4月>
保育準学士

兼任 講師

齋藤　智美
<令和4年4月>

修士（教育学）

生涯スポーツ

兼任 講師

瀬尾　由紀子
<令和6年4月>

MBA（Global Leadership）

メディアリテラシ

兼任 講師

飯田　哲司
<令和5年4月>

商学士

キャリア形成論

兼任 講師

大西　弘昭
<令和5年4月>
政治経済学士

キャリア形成論

兼任 講師

静　美保子
<令和4年4月>
高等学校卒業

兼任 講師

松原　明子
<令和4年4月>
高等学校卒業

兼任 講師

田中　宏和
<令和4年4月>
博士（法学）

情報関連法学

兼任 講師

春日　二郎
<令和4年4月>

理学士

科学･工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導1
科学ボランティア実践指導2
科学ボランティア教材研究

門屋　元
<令和6年4月>
修士（理学）兼任 講師

兼任 講師

松原　明子
<令和4年4月>
高等学校卒業

講師

田中　宏和
<令和4年4月>
博士（法学）

情報関連法学

兼任 講師

瀬尾　由紀子
<令和6年4月>

MBA（Global Leadership）

メディアリテラシ

メディアリテラシ

兼任 講師

飯田　哲司
<令和5年4月>

商学士

キャリア形成論

兼任

兼任 講師

春日　二郎
<令和4年4月>

理学士

科学･工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導1
科学ボランティア実践指導2
科学ボランティア教材研究

科学･工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導1
科学ボランティア実践指導2
科学ボランティア教材研究

兼任 講師

兼任 講師

静　美保子
<令和4年4月>
高等学校卒業

橿原　美和
<令和4年4月>
高等学校卒業

兼任 講師

糸山　嘉彦
<令和4年4月>

理学士

兼任 講師

齋藤　智美
<令和4年4月>
修士（教育学）

生涯スポーツ

長田　千順
<令和4年4月>
保育準学士

兼任 講師

大西　弘昭
<令和5年4月>
政治経済学士

キャリア形成論

兼任 講師

講師

情報関連法学

兼任 講師

春日　二郎
<令和4年4月>

理学士

科学･工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導1
科学ボランティア実践指導2
科学ボランティア教材研究

兼任 講師

兼任 講師

瀬尾　由紀子
<令和6年4月>

MBA（Global Leadership）

メディアリテラシ

兼任

兼任 講師

飯田　哲司
<令和5年4月>

商学士

キャリア形成論

科学･工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導1
科学ボランティア実践指導2
科学ボランティア教材研究

兼任 講師

兼任 講師

静　美保子
<令和4年4月>
高等学校卒業

橿原　美和
<令和4年4月>
高等学校卒業

兼任 講師

門屋　元
<令和6年4月>
修士（理学）兼任 講師

メディアリテラシ

兼任

糸山　嘉彦
<令和4年4月>

理学士

兼任 講師

齋藤　智美
<令和4年4月>
修士（教育学）

生涯スポーツ

長田　千順
<令和4年4月>
保育準学士

講師

スポーツ・ウェルネス

田中　宏和
<令和4年4月>
博士（法学）

兼任

講師

松原　明子
<令和4年4月>
高等学校卒業

兼任

大西　弘昭
<令和5年4月>
政治経済学士

キャリア形成論

講師

吉村　利佐子
<令和4年4月>
修士（経済学）

兼任 講師

田中　宏和
<令和4年4月>
博士（法学）

情報関連法学

兼任

兼任 講師

静　美保子
<令和4年4月>
高等学校卒業

橿原　美和
<令和4年4月>
高等学校卒業

兼任 講師

糸山　嘉彦
<令和4年4月>

理学士

門屋　元
<令和6年4月>
修士（理学）兼任 講師

メディアリテラシ

兼任

科学･工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導1
科学ボランティア実践指導2
科学ボランティア活動1

兼任 講師

春日　二郎
<令和4年4月>

理学士

科学･工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導1
科学ボランティア実践指導2
科学ボランティア活動1

瀬尾　由紀子
<令和6年4月>

MBA（Global Leadership）

メディアリテラシ

兼任 講師

講師

講師

松原　明子
<令和4年4月>
高等学校卒業
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兼担・
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兼任　

兼任 講師

広瀬　由紀子
<令和5年4月>

英文学士

学術英語（中級）

兼任 講師

大野　浩恵
<令和5年4月>
修士（文学）

学術英語（上級）

兼任 講師

藤原　ゆう子
＜令和4年4月>
学士（文学）

日本語口語表現

兼任 講師

市井　直子
<令和4年4月>
教育学修士

検定英語（上級）

兼任 講師

フィリップ　ガジオン
<令和5年4月>
学士（理学）

基礎英会話

兼任 講師

吉野　雄二
<令和4年4月>

理学博士

基盤数学（線形代数）

兼任 講師

坂口　浩一郎
<令和4年4月>
博士（工学）

基盤物理学実験

兼任 講師

齋藤　亜沙実
<令和4年4月>
修士（理学）

基盤化学実験

兼任 講師

春風亭　昇吉
<令和4年4月>

学士（経済学）

人間を読みとくA

兼任 講師

藤丸　智雄
<令和4年4月>
修士（文学）

人間を読みとくＢ

兼任 講師

松浦 美晴
<令和4年4月>
博士（学術）

人間を読みとくＢ

兼任 講師

藤丸　智雄
<令和4年4月>
修士（文学）

兼任

基盤化学実験

兼任 講師

松浦 美晴
<令和4年4月>
博士（学術）

人間を読みとくＢ

人間を読みとくＢ

講師

春風亭　昇吉
<令和4年4月>
学士（経済学）

人間を読みとくA

基礎英会話

兼任

フィリップ　ガジオン
<令和5年4月>
学士（理学）

講師

兼任 講師

市井　直子
<令和4年4月>
教育学修士

検定英語（上級）

藤原　ゆう子
＜令和4年4月>
学士（文学）兼任 講師

日本語口語表現

広瀬　由紀子
<令和5年4月>

英文学士

兼任 講師

坂口　浩一郎
<令和4年4月>
博士（工学）

基盤物理学実験

兼任 講師

兼任 講師

齋藤　亜沙実
<令和4年4月>
修士（理学）

兼任 講師

兼任 講師

大野　浩恵
<令和5年4月>
修士（文学）

学術英語（上級）

学術英語（中級）

基盤数学(微分積分1）
基盤数学（微分積分2）
基盤数学（線形代数）

吉野　雄二
<令和4年4月>

理学博士

兼任

兼任 講師

土屋　裕太
<令和5年4月>
博士（理学）

基盤英語（準中級）

講師

学術英語（中級）

兼任 講師

吉田　安曇
<令和4年4月>

修士（環境人間学）

春風亭　昇吉
<令和4年4月>
学士（経済学）

基盤数学(微分積分1）
基盤数学（微分積分2）
基盤数学（線形代数）

人間を読みとくA

吉野　雄二
<令和4年4月>

理学博士

兼任 講師

兼任 講師

藤丸　智雄
<令和4年4月>
修士（文学）

藤原　ゆう子
＜令和4年4月>
学士（文学）

兼任 講師

趙　慧欣
<令和4年4月>
中国文学博士

初修外国語1

兼任 講師

日本語口語表現

兼任 講師

大野　浩恵
<令和5年4月>
修士（文学）

基礎英会話
英語コミュニケーション

兼任 講師

フィリップ　ガジオン
<令和5年4月>
学士（理学）

兼任 講師

市井　直子
<令和4年4月>
教育学修士

検定英語（上級）

兼任 講師

齋藤　亜沙実
<令和4年4月>
修士（理学）

基盤化学実験

兼任 講師

松浦 美晴
<令和4年4月>
博士（学術）

人間を読みとくＢ

兼任 講師

学術英語（上級）

人間を読みとくＢ

基盤地学実験

広瀬　由紀子
<令和5年4月>

英文学士

兼任 講師

坂口　浩一郎
<令和4年4月>
博士（工学）

基盤物理学実験

基礎英会話

兼任 講師

セバスティアーノアレクサンド
ラ

<令和4年4月>
修士（TESOL）



担当授業科目名

職名
兼任　

専任・

の別　

兼担・ 氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名

兼任　

キャリアデザイン1
キャリアデザイン2
キャリアデザイン3
インターンシップ入門

キャリアデザイン１
キャリアデザイン２

兼任 講師

多田　章利
<令和5年4月>

工学士

兼任 講師

千代　慧
<令和5年4月>
専門学校卒

兼任 講師

高尾　晋悟
<令和5年4月>
専門学校卒

兼任 講師

宮下　竣吉
<令和5年4月>

学士（社会科学）

文化を読みとくB
自然を読みとく

文化を読みとくB
自然を読みとく

文化を読みとくB
自然を読みとく

兼任 講師

村上　肇
<令和5年4月>

教育学士

自然と健康・スポーツ科学B

兼任 講師

平野　裕子
<令和5年4月>

博士（地域研究）

文化を読みとくB

兼任 講師

渡邉　守
<令和5年4月>
専門学校卒

文化を読みとくB
自然を読みとく

兼任 講師

木庭　雅保
<令和4年4月>
修士（学術）

科学・工作ボランティア入
門
科学ボランティア実践指導
１

兼任 講師

三木　淳男
<令和4年4月>

教育学士

科学・工作ボランティア入
門
科学ボランティア実践指導
１
科学ボランティア実践指導
２
科学ボランティア教材研究

兼任 講師

高尾　晋悟
<令和5年4月>
専門学校卒

兼任 講師

宮下　竣吉
<令和5年4月>

学士（社会科学）

文化を読みとくB

文化を読みとくB

兼任 講師

村上　肇
<令和5年4月>

教育学士

自然と健康・スポーツ科学B

兼任 講師

平野　裕子
<令和5年4月>

博士（地域研究）

文化を読みとくB

兼任 講師

渡邉　守
<令和5年4月>
専門学校卒

兼任 講師

千代　慧
<令和5年4月>
専門学校卒

文化を読みとくB

文化を読みとくB

兼任 講師

多田　章利
<令和5年4月>

工学士

兼任 講師

三木　淳男
<令和4年4月>

教育学士

兼任 講師

岡崎　則武
<令和4年4月>
学士（工学）

科学・工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導１
科学ボランティア実践指導２
科学ボランティア教材研究

科学・工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導１
科学ボランティア実践指導２
科学ボランティア教材研究

木庭　雅保
<令和4年4月>
修士（学術）

兼任 講師
科学・工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導１

兼任 講師

木庭　雅保
<令和4年4月>
修士（学術）

科学・工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導１
科学ボランティア実践指導２

岡崎　則武
<令和4年4月>
学士（工学）

科学・工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導１
科学ボランティア実践指導２
科学ボランティア教材研究

科学・工作ボランティア入門
科学ボランティア実践指導１
科学ボランティア実践指導２
科学ボランティア教材研究

兼任 講師

眞砂　和典
<令和5年4月>

理学修士

国際バカロレア概論
DP数学
DP化学
DP教育実践研究1
DP教育実践研究2

兼任 講師

三木　淳男
<令和4年4月>

教育学士

兼任 講師



担当授業科目名

職名
兼任　

専任・

の別　

兼担・ 氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名

兼任　

兼任 講師

バーデン　京子
<令和6年4月>
教育学修士

基礎英会話

兼任 講師

垣内　由梨香
<令和5年4月>

理学士

情報セキュリティ

兼任 講師

藤田　佳江
<令和5年4月>
博士（工学）

基盤物理学実験

兼任 講師

武井　敬仁
<令和5年4月>
修士（理学）

基盤物理学実験

兼任 講師

多田　忠美
<令和5年4月>

職業訓練校卒業

機械加工実習

兼任 講師

赤羽　美鳥
<令和5年4月>
博士（文学）

基盤英語（準中級）

兼任 講師

是近　成子
<令和5年4月>

文学修士

検定英語（初級）

兼任 講師

上仲　律子
<令和5年4月>
英語教育修士

検定英語（初級）

兼任 講師

石原　啓司
<令和5年4月>
高等学校卒業

機械加工実習

兼任 講師

松島　康
<令和5年4月>
博士（理学）

基盤物理学実験

兼任 講師

小畑　直也
<令和5年4月>

修士（教育学）

基盤地学実験

兼任 講師

斎藤　章一朗
<令和5年4月>

社会学士

社会を読みとくA

兼任 講師

井上　建吾
<令和5年4月>
学士（法学）

社会を読みとくB

兼任 講師

木畑　廣伸
<令和5年4月>

理学士

機械加工実習

兼任 講師

上仲　律子
<令和5年4月>
英語教育修士

検定英語（初級）

兼任 講師

藤原　清
<令和5年4月>
高等学校卒業

機械加工実習

兼任 講師

多田　忠美
<令和5年4月>
職業訓練校卒業

機械加工実習

兼任 講師

石原　啓司
<令和5年4月>
高等学校卒業

機械加工実習

兼任 講師

垣内　由梨香
<令和5年4月>

理学士

情報セキュリティ

兼任 講師

藤田　佳江
<令和5年4月>
博士（工学）

基盤物理学実験

兼任 講師

武井　敬仁
<令和5年4月>
修士（理学）

基盤物理学実験

兼任 講師

松島　康
<令和5年4月>
博士（理学）

基盤物理学実験

兼任 講師

小畑　直也
<令和5年4月>
修士（教育学）

基盤地学実験

兼任 講師

卯坂　智彦
<令和5年4月>
学士（商学）

マナーマイスター講座初級

兼任 講師

赤羽　美鳥
<令和5年4月>
博士（文学）

基盤英語（準中級）

兼任 講師

是近　成子
<令和5年4月>

文学修士

検定英語（初級）

社会を読みとくB

兼任 講師

片山　浩子
<令和6年4月>
博士（学術）

データを読みとく

兼任 講師

斎藤　章一朗
<令和5年4月>

社会学士

社会を読みとくA

兼任 講師

井上　建吾
<令和5年4月>
学士（法学）



担当授業科目名

職名
兼任　

専任・

の別　

兼担・ 氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名

兼任　

自然と健康・スポーツ科学A

科学・工作ボランティア入
門
科学ボランティア実践指導1
科学ボランティア実践指導2
科学ボランティア教材研究

初修外国語1
初修外国語2

兼任 講師

乗岡　実
<令和6年4月>

文学修士

文化を読みとくA

兼任 講師

小田　真優子
<令和6年4月>
学士（理学）

ＤＰ化学

兼任 講師

松岡　由美子
<令和6年4月>

文学修士

基盤英語（中級）

兼任 講師

山形　眞理子
<令和6年4月>
博士（文学）

文化を読みとくB

兼任 講師

朱　風
<令和6年4月>
修士（文学）

兼任 講師

高戸　仁郎
<令和6年4月>

博士（障害科学）

社会を読みとくA

兼任 講師

左巻　健男
<令和6年4月>
教育学修士

技術を読みとく

兼任 講師

吉木　才三
<令和6年4月>

文学士

兼任 講師

古川　桂
<令和6年4月>
博士（学術）

文化を読みとくB

兼任 講師

栢野　祐介
<令和6年4月>
博士（理学）

ＤＰ化学

兼任 講師

間野　和美
<令和6年4月>

体育学士

スポーツ・ウェルネス

兼任 講師

遠矢　英憲
<令和6年4月>
体育学修士

兼任 講師

岡　将男
<令和6年4月>

経営学士

ユニバーサルデザイン

兼任 講師

井門　裕子
<令和6年4月>

専門士

マナーマイスター講座初級
マナーマイスター・アドバ
ンストB（国内）

兼任 講師

永留　聡
<令和6年4月>

教育学士

国際バカロレア概論



担当授業科目名

職名
兼任　

専任・

の別　

兼担・ 氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

の別　

兼担・

兼任　

の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名

兼任　

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教員名簿」を確認してください。
　　　・ 「認可時又は届出時」には設置認可時又は届出時の教員全て（兼任、兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　年齢は、それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（令和５年度開設であれば令和４年度以前）の表は適宜削除してください。

自然と健康・スポーツ科学B

講師

渡邊　哲朗
<令和6年4月>

工学士

ユニバーサルデザイン

兼任

兼任 講師

朝井　貴裕
<令和6年4月>

理学士

自然と健康・スポーツ科学B

講師

大川　稔和
<令和6年4月>

修士（人文学）

ＤＰ教育実践研究1

技術を読みとく

兼任

講師

樋口　俊通
<令和6年4月>

教育学士

ＤＰ化学

兼任 講師

鷲崎　隆陽
<令和6年4月>

学士（総合情報学）

兼任

兼任

機械加工実習

兼任 講師

宝来　毅
<令和6年4月>

修士（教育学）

講師

片山　順弘
<令和6年4月>

工学士

自然と健康・スポーツ科学B

兼任 講師

青木　志津佳
<令和6年4月>

能力開発大学校卒

兼任 講師

浅原　佳江
<令和6年4月>
博士(工学)

技術を読みとく

マナーマイスター講座初級
マナーマイスター・アドバ
ンストB（国内）

兼任 講師

新井　健之
<令和6年4月>
博士（学術）

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、「担当授業科目名」の上段に変更後のカリキュラム（新カリキュラム）

　　　　の授業科目名を記入するとともに、下段に変更前のカリキュラム（旧カリキュラム）の授業科目名を記入してください。



（１）ー②担当教員表に関する変更内容

・教育効果に配慮し、秦敬治兼担教授の担当科目に基盤教育科目「人間を読みとくA」を追加する。基盤教育科目「アサーティブ・コミュニーション」を担当する兼担助教の
採用に伴い、担当を削除する。

・クラス編成を見直し、横田雅司助教の担当科目「ものづくり体験演習」を削除する。

・基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」において学科所属の専任教員を配置したことに伴い、山口一裕兼担教授の担当を削除する。

・教育効果に配慮し、辻極秀次兼担教授の担当科目に基盤教育科目「人間を読みとくB」「自然を読みとく」を追加する。基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」において
学科所属の専任教員を配置したことに伴い、担当を削除する。

・教育効果に配慮し、押谷潤兼担教授の担当科目に基盤教育科目「人間を読みとくB」を追加する。基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」において学科所属の専任教員を
配置したことに伴い、担当を削除する。

・教育効果に配慮し、衣笠哲也兼担教授の担当科目に基盤教育科目「自然を読みとく」「科学ボランティア活動１」を追加する。基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」に
学科所属の専任教員を配置したことに伴い、担当を削除する。

・クラス開講の調整により、中川重和兼担教授の担当科目から基盤教育科目「基盤数学（線形代数）」を削除する。

・クラス開講の調整により、濱谷義弘兼担教授の担当科目から基盤教育科目「データを読みとく」「基盤数学（線形代数）」を削除し、「技術を読みとく」を追加する。

・クラス開講の調整により、大熊一正兼担教授の担当科目から基盤教育科目「基盤数学（微分積分１）」「基盤数学（微分積分２）」「基盤数学（線形代数）」を削除する。

・クラス開講の調整により西村次郎兼担教授の担当科目から基盤教育科目「学びの基礎論１」「学びの基礎論２」「スポーツウェルネス」「社会を読みとくB」を削除し、基
盤教育科目「社会・産業実習」「産業課題研究演習」「社会を読みとくA」を追加する。

・クラス開講の調整により辻維周兼担教授の担当科目から基盤教育科目「社会を読みとくB」を削除し、基盤教育科目「社会を読みとくA」「マナーマイスター・アドバンスト
A（海外）」「マナーマイスター・アドバンストB（国内）」を追加する。

・教育効果に配慮し、三木恒治兼担教授の担当科目に基盤教育科目「文化を読みとくA」を追加する。クラス開講の調整により、基盤教育科目「理解と表現」「初修外国語
３」を削除する。

・眞砂和典兼担教授は令和4年3月31日をもって退職し、令和5年4月1日より兼任講師として基盤教育科目「国際バカロレア概論」「DP数学」「DP化学」「DP教育実践研究１」
「DP教育実践研究２」を担当する。

・教育効果に配慮し、高池久隆兼担教授の担当科目に基盤教育科目「文化を読みとくA」を追加する。クラス開講の調整により基盤教育科目「初修外国語３」を削除する。

・教育効果に配慮し、松下尚史准教授の担当科目に前述の基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」のほか、「社会・産業実習」「産業課題研究演習」を追加する。

・クラス編成を見直し、趙菲菲准教授の担当科目「ものづくり体験演習」を削除する。

・教育効果に配慮し、川島正行准教授の担当科目に基盤教育科目「技術を読みとく」を追加する。

・教育効果に配慮し、加瀨遼一准教授の担当科目に基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」「技術を読みとく」を追加する。

・教育効果に配慮し、綴木馴講師の担当科目に基盤教育科目「基盤物理学実験」を追加する。

・教育効果に配慮し、髙原周一兼担教授の担当科目に基盤教育科目「技術を読みとく」を追加する。基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」に学科所属の専任教員を配置し
たことに伴い、担当を削除する。

・教育効果に配慮し、淺野純一兼担教授の担当科目に基盤教育科目「人間を読みとくA」を追加する。基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」に学科所属の専任教員を配置
したことに伴い、担当を削除する。クラス開講の調整により基盤教育科目「人間を読みとくB」の担当を削除する。

・重松利信兼担教授の担当科目について、基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」において学科所属の専任教員を配置したことに伴い、担当を削除する。教育効果に配慮し
基盤教育科目「基盤物理学実験」「科学ボランティア実践指導１」「科学ボランティア活動１」を追加する。

・キャリア教育の充実のための教員組織変更に伴い、基盤教育科目「キャリアデザイン１」「キャリアデザイン２」「キャリアデザイン３」「キャリアデザイン４」「イン
ターンシップA」「インターンシップB」「インターンシップC」「社会・産業実習」「産業課題研究演習」を担当する予定であった笠展幸兼担教授を削除する。

・基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」に学科所属の専任教員を配置したことに伴い、上嶋明兼担准教授は削除する。

・教育効果に配慮し、豊田新兼担教授の担当科目に基盤教育科目「自然を読みとく」を追加する。

・教育効果に配慮し、兵藤博信兼担教授の担当科目に基盤教育科目「自然を読みとく」を追加する。

・教育効果に配慮し、佐藤丈晴兼担教授を配置し基盤教育科目「キャリアデザイン１」「キャリアデザイン２」の担当とする。

・教育効果に配慮し、清水一郎兼担教授を配置し基盤教育科目「キャリアデザイン１」の担当とする。

・退職した眞砂和典兼担教授の後任として、ダッタ・シャミ兼担教授を配置し、基盤教育科目「グローバル入門」「国際バカロレア概論」「IB教育課程・方法論」「IB教育評
価論」「DP教育実践研究１」「DP教育実践研究２」の担当とする。

・教育効果に配慮し、能美洋介兼担教授を配置し基盤教育科目「人間を読みとくA」「文化を読みとくB」「自然を読みとく」の担当とする。

・教育効果に配慮し、富岡直人兼担教授を配置し基盤教育科目「文化を読みとくB」の担当とする。

・クラ・エリス兼担講師は令和4年3月31日をもって退職したため削除。基盤教育科目「キャリアデザイン１」「キャリアデザイン２」「キャリアデザイン３」「キャリアデザ
イン４」「企業情報特論」「社会・産業実習」「産業課題研究演習」はキャリア教育担当の兼担教授、兼担助教を配置する。

・髙木志保兼担講師は令和3年6月30日をもって退職したため削除する。

・クラス開講の調整により、西川憲一兼担講師が担当する基盤教育科目「学術英語（上級）」を削除する。

・藤城孝輔兼担助教は令和4年4月1日付で兼担講師に昇任。

・教育効果に配慮し、堀田洋之兼担教授を配置し基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」の担当とする。

・教育効果に配慮し、那須浩郎兼担准教授の担当科目に基盤教育科目「文化を読みとくB」を追加する。

・教育効果に配慮し、山口尚宏兼担准教授の担当科目に基盤教育科目「データを読みとく」を追加する。

・教育効果に配慮し、今山武志兼担准教授の担当科目に基盤教育科目「自然を読みとく」を追加する。

・教育効果に配慮し、ジェーン・オハロラン兼担准教授の担当科目に基盤教育科目「基礎英会話」を追加する。

・教育効果に配慮し、横山ひとみ兼担准教授の担当科目に基盤教育科目「人間を読みとくB」を追加する。クラス開講の調整により基盤教育科目「マナーマイスター・チャレ
ンジ」「マナーマイスター・アドバンストA（海外）」「マナーマイスター・アドバンストB（国内）」を削除する。

・松村博行兼担准教授は令和4年4月1日付で兼担教授に昇任。「フレッシュマンセミナー」に学科所属の専任教員を配置したことに伴い、担当科目から削除する。クラス編成
の見直しにより、「マナーマイスター・チャレンジ」「マナーマイスター・アドバンストA(海外）」「マナーマイスター・アドバンストB（国内）」を担当科目から削除す
る。
・キャリア教育充実のための教員組織変更に伴い前川洋子兼担准教授の担当科目から基盤教育科目「キャリアデザイン１」「キャリアデザイン２」「キャリアデザイン３」
「キャリアデザイン４」「企業情報特論」「社会・産業実習」「産業課題研究演習」を削除する。教育効果に配慮し、基盤教育科目「人間を読みとくB」「基礎英語」を追加
する。クラス開講の調整により基盤教育科目「学術英語（中級）」を削除する。

・教育効果に配慮し、松尾美香兼担准教授の担当科目に基盤教育科目「社会・産業実習」「産業課題研究演習」「自然と健康・スポーツ科学A」を追加する。

・教育効果に配慮し、堀田和義兼担准教授の担当科目に基盤教育科目「人間を読みとくB」「技術を読みとく」を追加する。

・教育効果に配慮し、徳澤啓一兼担教授を配置し基盤教育科目「文化を読みとくB」の担当とする。

・教育効果に配慮し、亀田修一兼担教授を配置し基盤教育科目「文化を読みとくB」の担当とする。

・教育効果に配慮し、畠山唯達兼担教授を配置し基盤教育科目「文化を読みとくB」「自然を読みとく」の担当とする。

・教育効果に配慮し、西戸裕嗣兼担教授を配置し基盤教育科目「自然を読みとく」の担当とする。

・教育効果に配慮し、石垣忍兼担教授を配置し基盤教育科目「自然を読みとく」「技術を読みとく」の担当とする。

　　　　 　　　　

・教育効果に配慮し、河野敏行教授の担当科目に基盤教育科目「企業情報特論」「技術を読みとく」を追加する。

・基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」において学科所属の専任教員を配置して内容の充実を図ることにし、三宅新二教授、江本正喜教授、松下尚史准教授、久野弘明准
教授、加瀨遼一准教授の担当科目に追加する。

・教育効果に配慮し、松浦洋司教授の担当科目に基盤教育科目「キャリアデザイン１」を追加する。

・開講クラス数増加の理由により、木戸善之教授の担当科目に「電子計算機概論」を追加する。

【令和４年度】



・教育効果に配慮し、大橋唯太兼担教授を配置し基盤教育科目「自然を読みとく」の担当とする。



・教育効果に配慮し、片岡健兼担教授を配置し基盤教育科目「技術を読みとく」の担当とする。

・教育効果に配慮し、中村修兼担教授を配置し基盤教育科目「技術を読みとく」の担当とする。

・教育効果に配慮し、滝澤昇兼担教授を配置し基盤教育科目「技術を読みとく」「科学・工作ボランティア入門」「科学ボランティア実践指導１」「科学ボランティア実践指
導２」「科学ボランティア教材研究」「科学ボランティア活動１」の担当とする。

・教育効果に配慮し、米田稔兼担教授を配置し基盤教育科目「科学・工作ボランティア入門」「科学ボランティア実践指導１」「科学ボランティア実践指導２」「科学ボラン
ティア活動１」の担当とする。

・教育効果に配慮し、石田弘樹兼担准教授を配置し基盤教育科目「企業情報特論」の担当とする。

・谷川伊津江兼担准教授を令和3年9月1日に採用した。退職した眞砂和典兼担教授が担当していた「グローバル入門」「DP化学」、髙木志保兼担助教が担当していた「グロー
バル実践」「グローバル研修ⅠA」「グローバル研修ⅠB」「グローバル研修ⅠC」「グローバル研修ⅡA」「グローバル研修ⅡB」「グローバル研修Ⅲ」「国際バカロレア概
論」「IB教育課程・方法論」「IB教育評価論」「DP教育実践研究１」「DP教育実践研究２」を担当する。

・教育効果に配慮し、實吉玄貴兼担准教授を配置し基盤教育科目「人間を読みとくB」の担当とする。

・教育効果に配慮し、宮本真二兼担准教授を配置し基盤教育科目「文化を読みとくB」の担当とする。

・教育効果に配慮し、林昭次兼担准教授を配置し基盤教育科目「自然を読みとく」の担当とする。

・教育効果に配慮し、クルモフ・バレリー兼担教授を配置し基盤教育科目「科学・工作ボランティア入門」「科学ボランティア実践指導１」「科学ボランティア実践指導２」
「科学ボランティア活動１」の担当とする。

・教育効果に配慮し、竹崎誠兼担教授を配置し基盤教育科目「科学・工作ボランティア入門」「科学ボランティア実践指導１」の担当とする。

・教育効果に配慮し、中山哲士兼担准教授を配置し基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」の担当とする。

・教育効果に配慮し、稲垣祐次兼担准教授を配置し基盤教育科目「ライフ・ビルディング」「基盤物理学１」「基盤物理学２」「基盤物理学実験」の担当とする。

・教育効果に配慮し、藤木利之兼担准教授を配置し基盤教育科目「企業情報特論」の担当とする。

・教育効果に配慮し、木村光宏兼担講師を配置し基盤教育科目「グローバル入門」「グローバル実践」「国際バカロレア概論」「IB教育課程・方法論」「IB教育評価論」「DP
数学」「DP教育実践研究１」「DP教育実践研究２」の担当とする。

・教育効果に配慮し、三阪一徳兼担講師を配置し基盤教育科目「文化を読みとくB」の担当とする。

・教育効果に配慮し、猪口雅彦兼担講師を配置し基盤教育科目「自然を読みとく」「技術を読みとく」「科学ボランティア活動１」の担当とする。

・教育効果に配慮し、長尾桂子兼担講師を配置し基盤教育科目「自然を読みとく」の担当とする。

・教育効果に配慮し、志藤あずさ兼担講師を配置し基盤教育科目「人間を読みとくA」「自然を読みとく」の担当とする。

・教育効果に配慮し、新原隆史兼担准教授を配置し基盤教育科目「自然を読みとく」の担当とする。

・教育効果に配慮し、渡邊誠兼担准教授を配置し基盤教育科目「自然を読みとく」の担当とする。

・教育効果に配慮し、佐藤友彦兼担准教授を配置し基盤教育科目「基盤地学実験」の担当とする。

・教育効果に配慮し、デイビットニール兼担准教授を配置し基盤教育科目「英語コミュニケーション」の担当とする。

・教育効果に配慮し、奥野新太郎兼担准教授を配置し基盤教育科目「初修外国語１」「初修外国語２」の担当とする。

・クラス開講の調整により、世良利和兼任講師が担当する基盤教育科目「キャリア形成論」を削除する。

・教育効果に配慮し、藤井健平兼任講師の担当科目に基盤教育科目「生涯スポーツ」を追加する。

・クラス開講の調整により、湯川治敏兼任講師が担当する基盤教育科目「自然と健康・スポーツ科学B」を削除する。

・教育効果に配慮し、田中淳兼任講師の担当科目に基盤教育科目「生涯スポーツ」を追加する。

・兼任講師としての任期満了に伴い岩橋邦彦兼任講師を削除する。

・キャリア教育の充実のための教員組織変更に伴い、野間川内一樹兼担助教を配置し、基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」「キャリアデザイン１」「キャリアデザイン
２」「キャリアデザイン３」「キャリアデザイン４」「セルフ・アウェアネス」「ライフビルディング」「人間を読みとくA」「リーダーシップ論」「リーダーシップ・ゼミ
ナール」「リーダーシップ研修A（国内）」「リーダーシップ研修B（海外）」「リーダーシップ研修C（学内）」「リーダーシップ実践A（国内）」「リーダーシップ実践B
（学内）」「リーダーシップ実践C（学内）」「リーダーシップ･アドバンストA（海外）」「リーダーシップ･アドバンストB（国内）」の担当とする。

・キャリア教育の充実のための教員組織変更に伴い、中山紘之兼担助教を配置し基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」「キャリアデザイン１」「キャリアデザイン２」
「キャリアデザイン３」「キャリアデザイン４」「アサーティブ・コミュニケーション」「人間を読みとくA」「リーダーシップ論」「リーダーシップ・ゼミナール」「リー
ダーシップ研修A（国内）」「リーダーシップ研修B（海外）」「リーダーシップ研修C（学内）」「リーダーシップ実践A（国内）」「リーダーシップ実践B（学内）」「リー
ダーシップ実践C（学内）」「リーダーシップ･アドバンストA（海外）」「リーダーシップ･アドバンストB（国内）」の担当とする。

・教育効果に配慮し、河合史菜兼担助教を配置し基盤教育科目「スポーツ・ウェルネス」「自然と健康・スポーツ科学A」「自然と健康・スポーツ科学B」「健康の科学」「生
涯スポーツ」「人間を読みとくA」の担当とする。

・クラス開講の調整により、杉林周陽兼任講師の担当について基盤教育科目「人間を読みとくB」から「人間を読みとくA」に変更した。

・クラス開講の調整により、石井成人兼任講師が担当する基盤教育科目「初修外国語２」を削除する。

・退職に伴い、高下義彦兼任講師を削除する。

・クラス開講の調整により、林侑靜、華信来、林正黙兼任講師が担当する基盤教育科目「初修外国語２」を削除する。

・教育効果に配慮し、佐藤美穂兼任講師の担当科目に基盤教育科目「理解と表現」を追加しクラス開講の調整により「日本語口語表現」を削除する。

・教育効果に配慮し、春日二郎兼任講師の担当科目に基盤教育科目「科学ボランティア教材研究」を追加し、クラス開講の調整により基盤教育科目「科学ボランティア活動
１」を削除する。

・教育効果に配慮し、糸山嘉彦兼任講師の担当科目に基盤教育科目「科学ボランティア教材研究」を追加し、クラス開講の調整により基盤教育科目「科学ボランティア活動
１」を削除する。

・教育効果に配慮し、田村裕史兼任講師の担当科目に基盤教育科目「生涯スポーツ」を追加する。

・クラス開講の調整により、鉄川大健兼任講師が担当する基盤教育科目「人間を読みとくA」を「人間を読みとくB」に変更する。

・クラス開講の調整により、津上崇兼任講師が担当する基盤教育科目「文化を読みとくA」を「文化を読みとくB」に変更する。

・教育効果に考慮し、玉井良尚兼任講師の担当科目に基盤教育科目「社会を読みとくB」を追加する。

・教育効果に配慮し、中田秀哉兼任講師の担当科目に基盤教育科目「社会を読みとくB」を追加する。

・教育効果に配慮し、基盤教育科目「スポーツ・ウエルネス」の担当に吉村利佐子兼任講師、長田千順兼任講師を追加する。

・教育効果に配慮し、基盤教育科目「キャリア形成論」の担当に飯田哲司兼任講師、大西弘昭兼任講師を追加する。

・教育効果に配慮し、藤原ゆう子兼任講師を配置し基盤教育科目「日本語口語表現」の担当とする。

・教育効果に配慮し、趙慧欣兼任講師を配置し基盤教育科目「初修外国語１」の担当とする。

・教育効果に配慮し、フィリップ・ガジオン兼任講師を配置し基盤教育科目「基礎英会話」「英語コミュニケーション」の担当とする。

・教育効果に配慮し、市井直子兼任講師を配置し基盤教育科目「検定英語（上級）」の担当とする。

・教育効果に配慮し、セバスティアーノ・アレクサンドラ兼任講師を配置し基盤教育科目「基礎英会話」の担当とする。

・教育効果に配慮し、大野浩恵兼任講師を配置し基盤教育科目「学術英語(上級）」の担当とする。

・教育効果に配慮し、広瀬由紀子兼任講師を配置し基盤教育科目「学術英語(中級）」の担当とする。

・教育効果に配慮し、吉田安曇兼任講師を配置し基盤教育科目「基盤英語(準中級）」の担当とする。

・教育効果に配慮し、土屋裕太兼任講師を配置し基盤教育科目「基盤地学実験」の担当とする。

・教育効果に配慮し、齋藤亜沙実兼任講師を配置し基盤教育科目「基盤化学実験」の担当とする。

・教育効果に配慮し、坂口浩一郎兼任講師を配置し基盤教育科目「基盤物理学実験」の担当とする。

・教育効果に配慮し、吉野雄二兼任講師を配置し基盤教育科目「基盤数学（微分積分１）」「基盤数学（微分積分２）」「基盤数学（線形代数）」の担当とする。

・教育効果に配慮し、基盤教育科目「生涯スポーツ」の担当に斎藤智美兼任講師を追加する。

・教育効果に配慮し、基盤教育科目「人間を読みとくA」の担当に春風亭昇吉兼任講師を追加する

・教育効果に配慮し、基盤教育科目「人間を読みとくB」の担当に藤丸智雄兼任講師、松浦美晴兼任講師を追加する。



・教育効果に配慮し、三木淳男兼任講師を配置し基盤教育科目「科学・工作ボランティア入門」「科学ボランティア実践指導１」「科学ボランティア実践指導２」「科学ボラ
ンティア教材研究」の担当とする。

・教育効果に配慮し、岡崎則武兼任講師を配置し基盤教育科目「科学・工作ボランティア入門」「科学ボランティア実践指導１」「科学ボランティア実践指導２」「科学ボラ
ンティア教材研究」の担当とする。

・教育効果に配慮し、木庭雅保兼任講師を配置し基盤教育科目「科学・工作ボランティア入門」「科学ボランティア実践指導１」「科学ボランティア実践指導２」の担当とす
る。



・クラス編成を見直し、デイビット　ニール兼担准教授が担当する基盤教育科目「英語コミュニケーション」を削除する。クラス編成を見直し、基盤教育科目「基礎英会話」
を追加する。

・令和5年3月31日をもってジェイソン・ウイックストラム兼担助教が退職したため、担当していた基盤教育科目「基礎英会話」「Discussion」「Presentation」「英語コミュ
ニケーション」を削除する。

・教育効果に配慮し、西川憲一兼担講師の担当科目に基盤教育科目「基盤英語（初級）」を追加する。

・教育効果に配慮し、塚常健太兼担講師を配置し、基盤教育科目「データを読みとく」の担当とする。

・教育効果に配慮し、杉山正二兼担教授の担当科目に基盤教育科目「基礎英語」を追加する。

・クラス編成を見直し、西戸裕嗣兼担教授が担当する基盤教育科目「自然を読みとく」を削除する。

・教育効果に配慮し、牧祥兼担准教授を配置し、基盤教育科目「データを読みとく」の担当とする。

・教育効果に配慮し、石田弘樹兼担准教授の担当科目に基盤教育科目「インターンシップ入門」「産業課題研究演習」を追加する。

・クラス編成を見直し、ジェーン・オハロラン兼担准教授が担当する基盤教育科目「基礎英会話」を削除する。

・教育効果に配慮し、小野舞子兼担講師の担当科目に基盤教育科目「応用数学Ⅰ」を追加する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、横田雅司助教が担当する専門教育科目「情報理工学概論」を削除する。教育効果に配慮し、専門教育科目「ものづくり体験演習」を
追加する。

・クラス編成を見直し、黒田正博兼担教授が担当する基盤教育科目「データを読みとく」を削除する。

・「フレッシュマンセミナー」の実施体制の調整に伴い、堀田洋之兼担教授が担当する基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」を削除する。

・教育効果に配慮し、江面嗣人兼担教授を配置し、基盤教育科目「文化を読みとくB」の担当とする。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、村西利恵兼任講師が担当する基盤教育科目「アサーティブ・コミュニケーション」を削除する。

・クラス編成を見直し、清水一郎兼担教授が担当する基盤教育科目「キャリアデザイン１」を削除する。

・令和5年3月31日をもって守田益宗兼担教授が退職したため、担当していた基盤教育科目「基盤生物学1」「基盤生物学2」「基盤生物学実験」を削除する。

・教育効果に配慮し、石田美佐江兼担教授の担当科目に基盤教育科目「基礎英語」「基盤英語（中級）」を追加する。

・教育効果に配慮し、藤木利之兼担准教授の担当科目に基盤教育科目「インターンシップ入門」「産業課題研究演習」を追加する。

・クラス編成を見直し、松尾美香兼担准教授が担当する基盤教育科目「社会・産業実習」「産業課題研究演習」を削除する。クラス編成を見直し、基盤教育科目「自然と健
康・スポーツ科学B」「健康の科学」を追加する。

・教育効果に配慮し、東馬哲雄兼担准教授を配置し、基盤教育科目「文化を読みとくB」の担当とする。

・令和5年3月31日をもって小林昇光兼担助教が退職したため、林恒宏兼担准教授を配置し、基盤教育科目「リーダーシップ論」「リーダーシップ･ゼミナール」を担当する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、濱谷義弘兼担教授が担当する基盤教育科目「DP数学」を削除する。

・クラス編成を見直し、大熊一正兼担教授の担当科目に基盤教育科目「基盤数学（微分積分1）」「基盤数学（微分積分2）」「基盤数学（線形代数）」を追加する。

・教育効果に配慮し、中川重和兼担教授の担当科目に基盤教育科目「応用数学Ⅰ」を追加する。

・令和5年3月31日をもって兵藤博信兼担教授が退職したため、担当していた基盤教育科目「自然を読みとく」「基盤地学1」「基盤地学2」を削除する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、豊田新兼担教授が担当する基盤教育科目「基盤物理学実験」を削除する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、北川文夫教授の担当科目に専門教育科目「情報理工学概論」を追加する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、菅野幸夫講師の担当科目に専門教育科目「情報理工学概論」を追加する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、趙菲菲准教授が担当する専門教育科目「情報理工学概論」を削除する。教育効果に配慮し、専門教育科目「ものづくり体験演習」
「ロボット知能化演習」を追加する。

・「フレッシュマンセミナー」の実施体制の調整に伴い、加瀨遼一准教授が担当する基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」を削除する。教育効果を考慮して担当教員を調
整し、専門教育科目「情報理工学概論」を追加する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、下田紀之教授が担当する専門教育科目「情報理工学概論」を削除する。

・「フレッシュマンセミナー」の実施体制の調整に伴い、松下尚史准教授が担当する基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」を削除する。教育効果を考慮して担当教員を調
整し、基盤教育科目「社会・産業実習」「産業課題研究演習」を削除する。教育効果を考慮して担当教員を調整し、担当科目に専門教育科目「情報理工学概論」を追加する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、栁貴久男准教授が担当する専門教育科目「情報理工学概論」を削除する。

・「フレッシュマンセミナー」の実施体制の調整に伴い、久野弘明准教授が担当する基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」を削除する。

・「フレッシュマンセミナー」の実施体制の調整に伴い、三宅新二教授が担当する基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」を削除する。教育効果を考慮して担当教員を調整
し、専門教育科目「情報理工学概論」を削除する。

・「フレッシュマンセミナー」の実施体制の調整に伴い、江本正喜教授が担当する基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」を削除する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、尾崎美恵兼任講師が担当する基盤教育科目「理解と表現」を削除する。教育効果に配慮し、基盤教育科目「インターンシップ入門」
を追加する。

・令和5年3月31日をもって守田益宗兼担教授が退職したため、黒木出兼担助教を配置し、基盤教育科目「基盤生物学1」「基盤生物学2」「基盤生物学実験」の担当とする。

・令和5年3月31日をもってジェイソン・ウイックストラム兼担助教が退職したため、担当していた基盤教育科目「Discussion」「Presentation」を前川洋子兼担教授の担当科
目に追加する。

・教育効果に配慮し、笠展幸兼担教授を配置し、基盤教育科目「インターンシップ入門」「インターンシップＡ」「インターンシップＢ」「インターンシップＣ」「社会・産
業実習」「産業課題研究演習」の担当とする。

・教育効果に配慮し、佐藤丈晴兼担教授の担当科目に基盤教育科目「産業課題研究演習」を追加する。

・クラス編成を見直し、西村次郎兼担教授が担当する基盤教育科目「社会・産業実習」「産業課題研究演習」を削除する。

・クラス編成を見直し、森裕一兼担教授が担当する基盤教育科目「データを読みとく」を削除する。

【令和５年度】

・令和5年3月31日をっもってジェイソン・ウイックストラム兼担助教が退職したため、ジェイソン・ペイデンメン兼担助教を配置し、基盤教育科目「基礎英会話」「英語コ
ミュニケーション」の担当とする。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、實吉玄貴兼担准教授の担当科目に基盤教育科目「産業課題研究演習」を追加する。

・「フレッシュマンセミナー」の実施体制の調整に伴い、中山哲士兼担准教授が担当する基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」を削除する。

・教育効果に配慮し、重松利信兼担教授の担当科目に基盤教育科目「科学・工作ボランティア入門」を追加する。

・教育効果に配慮し、山口一裕兼担教授の担当科目に基盤教育科目「文化を読みとくB」「自然を読みとく」を追加する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、綴木馴講師の担当科目に専門教育科目「情報理工学概論」を追加する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、木戸善之教授が担当する専門教育科目「情報理工学概論」を削除する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、榊原道夫教授の担当科目に専門教育科目「解析Ⅰ」「情報理工学概論」を追加する。

・クラス編成を見直し、劉渤江教授の担当科目に専門教育科目「情報システム概論」を追加する。

・「キャリアデザイン１」の実施体制の調整に伴い、松浦洋司教授が担当する基盤教育科目「キャリアデザイン１」を削除する。

・令和5年3月31日をもって小林昇光兼担助教が退職したため、担当していた基盤教育科目「リーダーシップ論」「リーダーシップ･ゼミナール」「リーダーシップ研修A（国
内）」「リーダーシップ研修B（海外）」「リーダーシップ研修C（学内）」「リーダーシップ実践A（国内）」「リーダーシップ実践B（学内）」「リーダーシップ実践C（学
内）」「リーダーシップ･アドバンストA（海外）」「リーダーシップ･アドバンストB（国内）」を削除する。

・令和5年3月31日をもって兵藤博信兼担教授が退職したため、担当していた基盤教育科目「自然を読みとく」「基盤地学1」「基盤地学2」を佐藤友彦兼担准教授の担当科目に
追加する。

・教育効果に配慮し、篠原隆兼担講師を配置し、専門教育科目「機械加工実習」の担当とする。

・クラス編成を見直し、河合史菜兼担助教が担当する基盤教育科目「人間を読みとくA」を削除する。

・教育効果に配慮し、平田豊兼担教授を配置し、基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」「キャリアデザイン２」「社会を読みとくＡ」の担当とする。



・教育効果に配慮し、片山浩子兼任講師を配置し、基盤教育科目「データを読みとく」の担当とする。

・教育効果に配慮し、平野裕子兼任講師を配置し、基盤教育科目「文化を読みとくB」の担当とする。

・任期満了に伴い、玉井良尚兼任講師が担当する基盤教育科目「社会を読みとくA」「社会を読みとくB」を削除する。

・教育効果に配慮し、世良利和兼任講師の担当科目に基盤教育科目「キャリア形成論」を追加する。

・任期満了に伴い、セバスティアーノ・アレクサンドラ兼任講師が担当する基盤教育科目「基礎英会話」を削除する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、吉村利佐子兼任講師が担当する基盤教育科目「スポーツ・ウェルネス」を削除する。

・教育効果に配慮し、多田忠美兼任講師を配置し、基盤教育科目「機械加工実習」の担当とする。

・教育効果に配慮し、藤田佳江兼任講師を配置し、基盤教育科目「基盤物理学実験」の担当とする。

・教育効果に配慮し、松島康兼任講師を配置し、基盤教育科目「基盤物理学実験」の担当とする。

・教育効果に配慮し、武井敬仁兼任講師を配置し、基盤教育科目「基盤物理学実験」の担当とする。

・教育効果に配慮し、小畑直也兼任講師を配置し、基盤教育科目「基盤地学実験」の担当とする。

・教育効果に配慮し、赤羽美鳥兼任講師を配置し、基盤教育科目「基盤英語（準中級）」の担当とする。

・教育効果に配慮し、木畑廣伸兼任講師を配置し、基盤教育科目「機械加工実習」の担当とする。

・教育効果に配慮し、藤原清兼任講師を配置し、基盤教育科目「機械加工実習」の担当とする。

・教育効果に配慮し、是近成子兼任講師を配置し、基盤教育科目「検定英語（初級）」の担当とする。

・教育効果に配慮し、上仲律子兼任講師を配置し、基盤教育科目「検定英語（初級）」の担当とする。

・教育効果に配慮し、卯坂智彦兼任講師を配置し、基盤教育科目「マナーマイスター講座初級」の担当とする。

・教育効果に配慮し、石原啓司兼任講師を配置し、基盤教育科目「機械加工実習」の担当とする。

・任期満了に伴い、津上崇兼任講師が担当する基盤教育科目「文化を読みとくB」を削除する。

・任期満了に伴い、蜂谷和明兼任講師が担当する基盤教育科目「基盤物理学実験」を削除する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、支洪濤兼任講師が担当する基盤教育科目「初修外国語2」を削除する。

・教育効果に配慮し、渡邉守兼任講師を配置し、基盤教育科目「文化を読みとくB」の担当とする。

・教育効果に配慮し、千代慧兼任講師を配置し、基盤教育科目「文化を読みとくB」の担当とする。

・クラス編成を見直し、フィリップ・ガジオン兼任講師が担当する基盤教育科目「英語コミュニケーション」を削除する。

・任期満了に伴い、趙慧欣兼任講師が担当する基盤教育科目「初修外国語1」を削除する。

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、木庭雅保兼任講師が担当する基盤教育科目「科学ボランティア実践指導２」を削除する。

・教育効果に配慮し、村上肇兼任講師を配置し、基盤教育科目「自然と健康・スポーツ科学B」の担当とする。

・任期満了に伴い、眞砂和典兼任講師が担当する基盤教育科目「国際バカロレア概論」「DP数学」「DP化学」「DP教育実践研究1」「DP教育実践研究2」を削除する。

・クラス編成の調整に伴い、多田章利兼任講師を配置し、基盤教育科目「キャリアデザイン１」「キャリアデザイン２」の担当とする。

・任期満了に伴い、土屋裕太兼任講師が担当する基盤教育科目「基盤地学実験」を削除する。

・任期満了に伴い、吉田安曇兼任講師が担当する基盤教育科目「基盤英語（準中級）」を削除する。

・教育効果に配慮し、垣内由梨香兼任講師を配置し、基盤教育科目「情報セキュリティ」の担当とする。

・教育効果に配慮し、井上建吾兼任講師を配置し、基盤教育科目「社会を読みとくB」の担当とする。

・任期満了に伴い、中田秀哉兼任講師が担当する基盤教育科目「社会を読みとくA」「社会を読みとくB」を削除する。

・教育効果に配慮し、宮下俊吉兼任講師を配置し、基盤教育科目「文化を読みとくB」の担当とする。

・教育効果に配慮し、斎藤章一朗兼任講師を配置し、基盤教育科目「社会を読みとくA」の担当とする。

・教育効果に配慮し、高尾晋悟兼任講師を配置し、基盤教育科目「文化を読みとくB」の担当とする。



・「ライフ・キャリアデザイン系科目」「リーダー養成プログラム」の実施体制の調整に伴い、野間川内一樹兼担講師の担当科目から基盤教育科目「キャリアデザイン1」
「キャリアデザイン4」「リーダーシップ研修Ａ（国内）」「リーダーシップ研修Ｂ（海外）」「リーダーシップ実践Ａ（国内）」「リーダーシップ実践Ｃ（学内）」「リー
ダーシップ・アドバンストＡ（海外）」「リーダーシップ・アドバンストＢ（国内）」を削除する。

・「ライフ・キャリアデザイン系科目」「リーダー養成プログラム」の実施体制の調整に伴い、中山紘之兼担助教の担当科目から基盤教育科目「キャリアデザイン1」「キャ
リアデザイン4」「リーダーシップ研修Ａ（国内）」「リーダーシップ研修Ｂ（海外）」「リーダーシップ実践Ａ（国内）」「リーダーシップ実践Ｃ（学内）」「リーダー
シップ・アドバンストＡ（海外）」「リーダーシップ・アドバンストＢ（国内）」を削除する。

・産前産後特別休暇及び育児休業を取得する河合史菜兼担助教の担当科目をすべて削除し、担当科目がなくなったことに伴い、兼担助教から外す。

・クラス編成を見直し、牧祥兼担准教授が担当する基盤教育科目「データを読みとく」を削除し、担当科目がなくなったことに伴い、兼担准教授から外す。

・濱谷義弘兼担教授及び山口尚弘兼担准教授の退職に伴って採用した奥村英則兼担准教授に、前任者が担当していた基盤教育科目「データを読みとく」「技術を読みとく」
「基盤数学（微分積分1）」「基盤数学（微分積分2）」「基盤数学(線形代数）」を追加する。

・濱谷義弘兼担教授及び山口尚弘兼担准教授の退職に伴って採用した平松直哉兼担准教授に、前任者が担当していた基盤教育科目「データを読みとく」「技術を読みとく」
「基盤数学（微分積分1）」「基盤数学（微分積分2）」「基盤数学(線形代数）」を追加する。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、林美帆兼担准教授の担当科目に基盤教育科目「理解と表現」「人間を読みとくA」「人間を読みとくB」「文化を読みとくA」を追加
する。

・「ＩＢ教員養成プログラム」の実施体制の調整に伴い、木村光宏兼担講師の担当科目に基盤教育科目「ＤＰ化学」を追加する。

・「科学ボランティア養成プログラム」の実施体制の調整に伴い、牧涼介兼担講師の担当科目に基盤教育科目「科学・工作ボランティア入門」を追加する。

・「ライフ・キャリアデザイン系科目」担当教員として採用した、石原勇次郎兼担講師の担当科目に基盤教育科目「健康の科学」「生涯スポーツ」を追加する。

・三木恒治兼担教授の定年に伴い補充採用した、入江祐加兼担講師の担当科目に基盤教育科目「人間を読みとくA」「初修外国語1」「初修外国語2」を追加する。

・河合史菜兼担助教の産前産後特別休暇及び育児休業取得に伴って採用した、中畑里英兼担特担講師の担当科目に、「健康の科学」「生涯スポーツ」を追加する。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、中川惠友兼担教授の担当科目に基盤教育科目「技術を読みとく」を追加する。

・同窓教員による寄附講座の開設に伴い、島田英之兼担教授の担当科目に基盤教育科目「社会を読みとくB」を追加する。

・同窓教員による寄附講座の開設に伴い、島田恭宏兼担教授の担当科目に基盤教育科目「社会を読みとくB」を追加する。

・同窓教員による寄附講座の開設に伴い、片山謙吾兼担教授の担当科目に基盤教育科目「社会を読みとくB」を追加する。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、堀越亮兼担教授の担当科目に基盤教育科目「基盤化学実験」を追加する。

・「ライフ・キャリアデザイン系科目」の実施体制の調整に伴い、藤木利之兼担准教授の担当科目から基盤教育科目「インターンシップ入門」を削除し、教育効果に配慮して
担当教員を調整し、基盤教育科目「技術を読みとく」を追加する。

・「ライフ・キャリアデザイン系科目」の実施体制の調整に伴い、石田弘樹兼担教授の担当科目に基盤教育科目「キャリアデザイン1」「キャリアデザイン2」「キャリアデザ
イン3」「キャリアデザイン4」「インターンシップA」「インターンシップB」「インターンシップC」「社会・産業実習」を追加する。

・外国人留学生への日本語教育体制を見直し、谷川依津江兼担准教授の担当科目に基盤教育科目「基盤日本語1」「基盤日本語2」を追加し、クラス編成を見直し、基盤教育科
目「グローバル入門」を削除する

・「科学ボランティア養成プログラム」の実施体制の調整に伴い、新原隆史兼担准教授の担当科目に基盤教育科目「科学・工作ボランティア入門」「科学ボランティア実践指
導1」を追加する。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、安田貴徳兼担教授の担当科目に基盤教育科目「技術を読みとく」を追加する。

・「リーダー養成プログラム」の実施体制の調整に伴い、横山ひとみ兼担准教授の担当科目から基盤教育科目「リーダーシップ研修Ａ（国内）」「リーダーシップ研修Ｂ（海
外）」「リーダーシップ実践Ａ（国内）」「リーダーシップ実践Ｃ（学内）」「リーダーシップ・アドバンストＡ（海外）」「リーダーシップ・アドバンストＢ（国内）」を
削除する。

・「マナーマイスタープログラム」の実施体制の調整に伴い、小野舞子兼担講師の担当科目から基盤教育科目「マナーマイスター・チャレンジ」「マナーマイスター・アドバ
ンストＡ（海外）」「マナーマイスター・アドバンストＢ（国内）」を削除する。また、教育効果に配慮し、担当科目に基盤教育科目「技術を読みとく」を追加する。

・「ライフ・キャリアデザイン系科目」の実施体制の調整に伴い、佐藤丈晴兼担教授の担当科目に基盤教育科目「キャリアデザイン3」「キャリアデザイン4」を追加する。

・「ＩＢ教員養成プログラム」の実施体制の調整に伴い、ダッタ・シャミ兼担教授の担当科目に基盤教育科目「ＤＰ化学」を追加する。

・クラス編成を見直し、石垣忍兼担特担教授が担当する基盤教育科目「技術を読みとく」を削除する。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、中村修兼担教授の担当科目に基盤教育科目「企業情報特論」を追加する。

・「ライフ・キャリアデザイン系科目」の実施体制の調整に伴い、平田豊兼担教授の担当科目から基盤教育科目「キャリアデザイン2」を削除し、教育効果に配慮して担当教
員を調整し、基盤教育科目「社会を読みとくB」を追加する。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、中島弘徳兼担教授の担当科目に基盤教育科目「技術を読みとく」を追加する。

・教育効果に配慮し、榊原道夫教授の担当科目に基盤教育科目「技術を読みとく」を追加する。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、江本正喜教授の担当科目に専門教育科目「マスメディア制作論」を追加する。

・「ライフ・キャリアデザイン系科目」の実施体制の調整に伴い、河野敏行教授が担当する基盤教育科目「キャリアデザイン4」を削除する。さらに、教育効果に配慮して担
当教員を調整し、担当科目に基盤教育科目「社会を読みとくB」及び専門教育科目「応用データサイエンス」を追加する。

・同窓教員による寄附講座の開設に伴い、赤木徹也教授の担当科目に基盤教育科目「社会を読みとくB」を追加し、教育効果に配慮し、専門教育科目「ロボット創造工学Ⅰ」
を追加する。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、大山和紀教授の担当科目に基盤教育科目「社会を読みとくB」及び専門教育科目「プロジェクト科目Ⅰ」を追加する。

・教育効果に配慮し、趙菲菲准教授の担当科目に基盤教育科目「社会を読みとくB」及び専門教育科目「ロボット創造工学Ⅰ」「ロボット創造工学Ⅱ」を追加する。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、浅山泰祐講師の担当科目に専門教育科目「メディアリテラシ」を追加する。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、小林亘准教授の担当科目に専門教育科目「ロボット創造工学Ⅰ」を追加する。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、横田雅司助教の担当科目に専門教育科目「アクチュエータ機構学」を追加する。

・「リーダー養成プログラム」「マナーマイスタープログラム」の実施体制の調整に伴い、重松利信兼担教授の担当科目から基盤教育科目「リーダーシップ・ゼミナール」
「リーダーシップ研修Ａ（国内）」「リーダーシップ研修Ｂ（海外）」「リーダーシップ研修Ｃ（学内）」「リーダーシップ実践Ａ（国内）」「リーダーシップ実践Ｂ（学
内）」「リーダーシップ実践Ｃ（学内）」「リーダーシップ・アドバンストＡ（海外）」「リーダーシップ・アドバンストＢ（国内）」「マナーマイスター・チャレンジ」を
削除し、「マナーマイスター講座初級」を追加する。また、教育効果に配慮し、担当科目に「文化を読みとくＢ」「技術を読みとく」を追加する。

・「リーダー養成プログラム」の実施体制の調整に伴い、林恒宏兼担准教授の担当科目に基盤教育科目「リーダーシップ研修C（学内）」「リーダーシップ実践B（学内）」を
追加する。

・尾崎美恵兼任講師の年齢が年度内に70歳に達するため、基盤教育科目「インターンシップ入門」を削除し、担当科目がなくなったことに伴い、兼任講師から外す。

・「ライフ・キャリアデザイン系科目」の実施体制の調整に伴い、笠展幸兼担教授が担当する基盤教育科目「インターンシップ入門」を削除する。

・定年後に特担教授に就任したことに伴い、辻維周兼担教授が担当する基盤教育科目「マナーマイスター・アドバンストＡ（海外）」「マナーマイスター・アドバンストＢ
（国内）」を削除する。

・定年後に特任教授に就任したことに伴い、三木恒治兼担教授が担当する基盤教育科目「文化を読みとくA」を削除する。

・同窓教員による寄附講座の開設に伴い、黒田正博兼担教授の担当科目に基盤教育科目「社会を読みとくB」を追加する。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、上嶋明兼担准教授の担当科目に基盤教育科目「科学・工作ボランティア入門」「科学ボランティア実践指導1」を追加する。

・クラス編成を見直し、松尾美香兼担准教授が担当する基盤教育科目「健康の科学」を削除し、教育効果に配慮し基盤教育科目「理解と表現」を追加する。

・堀田和義兼担准教授が令和6年3月31日をもって自己都合退職し、兼任講師に就任したため、基盤教育科目「技術を読みとく」を削除する。

・クラス編成を見直し、江面嗣人兼担特担教授が担当する基盤教育科目「文化を読みとく」を削除する。担当科目がなくなったことに伴い、兼担教授から外す。

【令和６年度】

・小林亘講師を准教授に昇任させる。

・松村博行兼担准教授を教授に昇任させる。

・安田貴徳兼担准教授を教授に昇任させる。

・青木一勝兼担准教授を教授に昇任させる。

・石田弘樹兼担准教授を教授に昇任させる。

・長尾桂子兼担講師を准教授に昇任させる。

・野間川内兼担助教を講師に昇任させる。



（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。原則としてＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　ＡＣ教員審査の結果、「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

　　　・　不要な年度（令和５年度開設であれば令和４年度以前）の表は適宜削除してください。

・「ＩＢ教員養成プログラム」の実施体制の調整に伴い、樋口俊通兼任講師を配置し、基盤教育科目「ＤＰ化学」の担当とする。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、間野和美兼任講師を配置し、基盤教育科目「スポーツ・ウェルネス」の担当とする。

・「科学ボランティア養成プログラム」の実施体制の調整に伴い、吉木才三兼任講師を配置し、基盤教育科目「科学・工作ボランティア入門」「科学ボランティア実践指導
1」「科学ボランティア実践指導2」「ボランティア教材研究」の担当とする。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、古川桂兼任講師を配置し、基盤教育科目「文化を読みとくB」の担当とする。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、高戸仁郎兼任講師を配置し、基盤教育科目「社会を読みとくA」の担当とする。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、佐巻健男兼任講師を配置し、基盤教育科目「技術を読みとく」の担当とする。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、山形眞理子兼任講師を配置し、基盤教育科目「文化を読みとくB」の担当とする。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、朱風兼任講師を配置し、基盤教育科目「初修外国語1」「初修外国語2」の担当とする。

・「ＩＢ教員養成プログラム」の実施体制の調整に伴い、小田真優子兼任講師を配置し、基盤教育科目「ＤＰ化学」の担当とする。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、松岡由美子兼任講師を配置し、基盤教育科目「基盤英語（中級）」の担当とする。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、岡将男兼任講師を配置し、専門教育科目「ユニバーサルデザイン」の担当とする。

・「ＩＢ教員養成プログラム」の実施体制の調整に伴い、栢野祐介兼任講師を配置し、基盤教育科目「ＤＰ化学」の担当とする。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、乗岡実兼任講師を配置し、基盤教育科目「文化を読みとくA」の担当とする。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、新井健之兼任講師を配置し、基盤教育科目「自然と健康・スポーツ科学B」の担当とする。

・「マナーマイスタープログラム」の実施体制の調整に伴い、青木志津佳兼任講師を配置し、基盤教育科目「マナーマイスター初級講座」「マナーマイスター・アドバンスト
Ｂ（国内）」の担当とする。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、浅原佳江兼任講師を配置し、基盤教育科目「技術を読みとく」の担当とする。

・「ＩＢ教員養成プログラム」の実施体制の調整に伴い、大川稔和兼任講師を配置し、基盤教育科目「ＤＰ教育実践研究1」の担当とする。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、朝井貴裕兼任講師を配置し、基盤教育科目「技術を読みとく」の担当とする。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、渡邊哲朗兼任講師を配置し、専門教育科目「ユニバーサルデザイン」の担当とする。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、宮下竣吉兼任講師の担当科目に基盤教育科目「自然を読みとく」を追加する。

・片山浩子兼任講師の退職に伴い、担当科目の基盤教育科目「データを読みとく」を削除し、担当科目がなくなったことに伴い、兼任講師から外す。

・任期満了に伴い、卯坂智彦兼任講師が担当する基盤教育科目「マナーマイスター講座初級」を削除し、担当科目がなくなったことに伴い、兼任講師から外す。

・任期満了に伴い、木畑廣伸兼任講師が担当する基盤教育科目「機械加工実習」を削除し、担当科目がなくなったことに伴い、兼任講師から外す。

・任期満了に伴い、藤原清兼任講師が担当する基盤教育科目「機械加工実習」を削除し、担当科目がなくなったことに伴い、兼任講師から外す。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、バーデン京子兼任講師を配置し、基盤教育科目「基礎英会話」の担当とする。

・「マナーマイスタープログラム」の実施体制の調整に伴い、井門裕子兼担講師を配置し、基盤教育科目「マナーマイスター初級講座」「マナーマイスター・アドバンストＢ
（国内）」の担当とする。

・「ＩＢ教員養成プログラム」の実施体制の調整に伴い、永留聡兼任講師を配置し、基盤教育科目「国際バカロレア概論」の担当とする。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、遠矢英憲兼任講師を配置し、基盤教育科目「自然と健康・スポーツ科学A」の担当とする。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、松原明子兼任講師の担当科目に基盤教育科目「マナーマイスター・アドバンストB(国内)」を追加する。

・任期満了に伴い、門屋元兼任講師が担当する専門教育科目「メディアリテラシ」を削除し、担当科目がなくなったことに伴い、兼任講師から外す。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、長田千順兼任講師の担当科目に基盤教育科目「生涯スポーツ」を追加する。

・クラス編成を見直し、吉野雄二兼任講師が担当する基盤教育科目「基盤数学（微分積分1）」「基盤数学（微分積分2）」を削除する。

・「科学ボランティア養成プログラム」の実施体制の調整に伴い、岡崎則武兼任講師の担当科目から基盤教育科目「科学・工作ボランティア入門」「科学ボランティア実践指
導1」「科学ボランティア実践指導2」「科学ボランティア教材研究」を削除し、担当科目がなくなったことに伴い、兼任講師から外す。

・「ライフ・キャリアデザイン系科目」の実施体制の調整に伴い、多田章利兼任講師の担当科目に基盤教育科目「キャリアデザイン3」「インターンシップ入門」を追加す
る。
・教育効果に配慮して担当教員を調整し、渡邉守兼任講師の担当科目に基盤教育科目「自然を読みとく」を追加する。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、千代慧兼任講師の担当科目に基盤教育科目「自然を読みとく」を追加する。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、高尾晋悟兼任講師の担当科目に基盤教育科目「自然を読みとく」を追加する。

・森一治兼任講師の年齢が年度内に70歳に達するため、基盤教育科目「自然と健康・スポーツ科学A」「自然と健康・スポーツ科学B」を削除し、担当科目がなくなったことに
伴い、兼任講師から外す。

・前田寛兼任講師の年齢が年度内に71歳に達するため、基盤教育科目「自然と健康・スポーツ科学B」を削除し、担当科目がなくなったことに伴い、兼任講師から外す。

・任期満了に伴い、林侑靜兼任講師が担当する基盤教育科目「初修外国語1」を削除し、担当科目がなくなったことに伴い、兼任講師から外す。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、支洪濤兼任講師の担当科目に基盤教育科目「初修外国語2」を追加する。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、橿原美和兼任講師の担当科目に基盤教育科目「マナーマイスター・アドバンストB(国内)」を追加する。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、静美保子兼任講師の担当科目に基盤教育科目「マナーマイスター・アドバンストB(国内)」を追加する。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、片山順弘兼任講師を配置し、専門教育科目「機械加工実習」の担当とする。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、宝来毅兼任講師を配置し、基盤教育科目「自然と健康・スポーツ科学B」の担当とする。

・教育効果に配慮して担当教員を調整し、鷲崎隆陽兼任講師を配置し、基盤教育科目「自然と健康・スポーツ科学B」の担当とする。



（注）・　大学設置基準別表第一、短期大学設置基準別表第一イ、高等専門学校設置基準第六条第二項及び第三項又は第四項

　　　　により算出される専任教員数を記入してください。

　　  ・　高等専門学校の場合、「うち、完成年度時における設置基準上の必要教授数」欄は「うち、完成年度時における設置基準上の必要教授・准教授数として、

　　　　高等専門学校設置基準第八条により算出される必要教授・准教授数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、認可で設置された学部等の場合は、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、

　　　　教員審査を受審済みであり、完成年度までに就任する教員数を加えた数を、届出で設置された学部等の場合は、

　　　　「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、完成年度までに就任することが決定している教員数を加えた数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入し、
　　　　「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
0

= - ％
0

［0］

0

［0］

0 0

0

助手
（Ｃ'）

助手
（Ｄ'）

（1） （29）

1 29

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）

　　　　　「連係協力学部等（連係協力学科）」の専任教員数について、「（２）-① 設置基準上の必要専任教員数」及び「（２）-② 専任教員等数【大学】」を

設置時の計画

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

（0）

［0］ ［1］ ［△1］ ［0］ ［0］

16 8 4 1 29

［0］ ［0］

16 8 4 1 29

（16） （5）

18 9

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授 講　師教　授

現在（報告時）の状況

助手
（Ｂ'）

助手
（Ａ'）

名 名

　　　　

（注）・　計画の区分が「学部等連係課程実施基本組織（学科連係課程実施学科）の設置」の場合、大学設置基準第四十二条の三の二（短期大学設置基準第三条の二）に基づく

　　　　　連係協力学部等（連係協力学科）ごとに別ファイルで作成してください。

　（２）－②　専任教員等数【大学・高専】

計
（Ｄ）

16 7

歳 名 名

年齢構成

4

　（２）－③　年齢構成

5 1 29
16 8

［0］ ［1］ ［△1］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

（7）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

65 0 2

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= ％
29

0

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
29
29

= 100 ％

教　授 准教授 講　師 助　教



時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

（注）・（３）－①、（３）－②で赤字で記載した専任教員数の合計数を記載してください。

　　　・　令和６年度開設の学科等の場合、（D）＋（F）と同数を記載してください。

③の合計数（c）

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択

必修 0

選択

必修

選択

自由自由 0

0 0

0必修 0 科目

選択

辞任等の理由

科目

①の合計数（a）

科目

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

0 自由 0

必修

選択

自由

科目

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

0

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

0

該当なし

番　号

必修

科目

後任補充状況担当予定科目

自由自由

計 計計

　（３）－⑤　令和５年度報告書から、新たに辞任等した専任教員等の状況

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由担当予定科目

該当なし

0

人

職　位 専任教員氏名

計

0

辞任等した教員数

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員について、記入してください。

0

0 選択

必修

0

自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

自由

0

0 選択 0

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

0 人

0

③の合計数（c）

0 人

計

①の合計数（a） ②の合計数（b）

必修 0 科目 必修

0 選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

0 計

必修 0

計 00

0 科目

0 科目

0 科目 計

必修

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

0

0

0

0

番　号

①の合計数（a）

専任教員氏名

②の合計数（b）

0

0 0

必修・選択・自由の別

必修・選択・自由の別

0

0

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

0

選択 0

0

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

選択

必修

科目 選択

②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

0

選択

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

0

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

辞任した教員数

0 人

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 0 ％
0
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0自由

自由 0 科目 自由 0 自由



科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

該当なし。

　（３）－⑥　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

該当なし

後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員について、記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

0
0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

選択 0 選択 0

自由 0

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0
人

必修 0 科目 必修

合計



区　　　分
今後の

の実施計画

届出時

（令和３年）

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和４年度）

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和５年度）

　　　　以下のとおりに記載してください。

　　　　【令和５年度報告書から記載内容に変更がある場合】

　　　　　令和５年度報告書の記載内容を転記し文末に「（５）」と記載した上で、変更後の「履行状況」及び

　　　　　「今後の実施計画」を記載し文末に「（６）」と記載してください。

　　　　【令和５年度報告書から記載内容に変更がない場合】

　　　　　令和５年度報告書の記載内容を転記し文末に「（５）（６）」と記載してください。

　　　　【令和６年度から新たに調査対象となった学科等又は令和５年度設置計画履行状況調査で付された指摘の場合】

　　　　　「履行状況」及び「今後の実施計画」を記載し文末に「（６）」と記載してください。

該当なし

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。以下同様。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　・　認可時または届出時に付された附帯事項に対する履行状況等の記載に当たっては、

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的かつ明確に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考や根拠となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

該当なし

該当なし

履　行　状　況



設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

　該当なし

　ａ　委員会の設置状況

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

  「教育推進機構会議」は、(1)教育推進機構長、(2)教育推進機構副機構長　(3)学部代表（兼　研究科代表）各１名、
(4)教育開発センター長、(5)基盤教育センター長、(6)教職支援センター長、(7)学芸員教育センター長、(8)ＩＲセン
ター長、(9)教学支援部長、(10)教学・学生支援部長（今治キャンパス）(11)　その他教育推進機構長が必要と認めた者
を構成員とし、毎月１回開催する。
　「教学委員会」は、大学全体の方針を踏まえ学部、学科、機構等との教学に関する情報共有や意見調整を行うことを
目的とし、毎月1回開催する。(1)副学長、(2)学部長、(3)学科長・コース長、(4)副機構長、(5)教育開発センター長、
(6)ＩＲセンター長等を構成員とする。。
　「ＳＤ推進委員会」は、(1)学長、(2)副学長、(3)事務局長、(4)事務局次長、(5)庶務部長、(6)研修室長(法人本部)
を委員として、ＳＤを計画的、組織的に実施し、実施内容について点検・評価するため年に数回開催する。

　ＦＤ活動については、教育推進機構内の教育開発センターが研修会・講習会などを企画しており、重要事項について
は教育推進機構会議の審議を経て業務を推進している。学部、学科等に対しては、教学委員会を通じて情報の周知及び
共有に努めている。
　ＳＤ活動については、ＳＤ推進委員会を設けて庶務部を中心に実施計画を作成し、事務職員の部課長会議等でＳＤの
実施計画や結果等の情報を周知している。

７　その他全般的事項

＜情報理工学部　情報理工学科＞

（１） 設置計画変更事項等

①　実施体制

　本学では教員の教育能力を高める組織的・実践的取り組みとして平成12年度にＦＤ委員会を設け、授業の改善を目的
に教育システムの点検、授業内容（範囲及び水準）・方法の妥当性の検証等に全学的に取り組んできた。平成22年度に
は教育開発支援機構（平成28年度から教育支援機構、平成30年度から教育推進機構）を設置して、ＦＤ推進室を中心に
取り組みの拡充を図り、学生による授業評価アンケート、教員間の授業参観、これらの有効性・妥当性の検証と啓発・
周知を図るための講演会等の研修、各種報告書の作成と公開に取り組んできた。
　全学のＦＤを推進する業務を担ってきたＦＤ推進室は、平成28年度の全学的な教育研究組織の改編に伴い、教育支援
機構（平成30年度から教育推進機構）教育開発センターへと発展的に改組した。さらに、平成30年度からは、各学科・
センターの教育内容、教育方法の改善に係る企画立案及び成果検証を推進する上で中核的な役割を果たす教員を「教育
ディベロッパー」に任命する制度を設けた。また、令和２年度から教育に関するの重要事項を審議する場として、学部
代表も構成員に加えた「教育推進機構会議」を設け、教育推進機構の各センターの教育改革を全学的に機能させる体制
を整えた。
　教育推進機構教育開発センターが立案したＦＤの実施計画は、「教育推進機構会議」における審議を経たのち、「教
学委員会」において学部（研究科）教員に情報を提供している。「教育推進機構会議」では、それ以外の教学に関する
重要事項についても審議している。各学部においては、学部教授会の前後に「学部懇話会」の時間を設けＦＤ活動に取
り組んでいる。
　また、教育研究活動の適切かつ効果的な運営を図り、教職員として必要な知識や技能を修得させ、能力及び資質を向
上させるための研修としてＳＤを計画的に実施している。ＳＤに関しては「ＳＤ推進委員会」を設け、ＳＤの実施方
針、実施計画等を審議している。

　ｃ　委員会の審議事項等



　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

(1) カリキュラムアセスメント（学科・専攻の評価に対する他学科・他専攻評価によるカリキュラム改善）
(2) 卒業生・修了生アンケート、卒業生・修了生インタビュー
(3) 全学ＦＤ講演会、教育ディベロッパー研修会、フォローアップＦＤ及び学部懇話会並びに職員研修（ＳＤ）の実
施。
(4) 学生による授業アンケート

②　実施状況

　ａ　実施内容

令和５年度の実施状況は下記のとおりである。 令和６年度も引き続きＦＤ・ＳＤ講演会を実施する計画である。
ＦＤ関係
No　実施日　　　　　　　　研修名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加人数
 1　2023/4/5　（水） 　　ICT研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28
 2　2023/5/10 （水） 　　第1回教育ディベロッパー研修会　　　　　　　　　　37
 3　2023/5/31 （水） 　　教職学協働FD研修会　　　　　　　　　　　　　　　 35
 4　2023/5/31 （水） 　　安全保障輸出管理に関するFD講演会　　　　　　　　 93
 5　2023/6/7  （水） 　　全学FD研修会（CAC）　　　　　　　　　　　　　　　23
 6　2023/6/14 （水） 　　フォローアップFD研修会　　　　　　　　　　　　　 34
 7　2023/6/15 （木） 　　全学FD研修会（GoogleWorkspace活用法）　　　　　 387
 8　2023/6/23 （金） 　　獣医学部FD研修会　　　　　　　　　　　　　　　　 22
 9　2023/6/28 （水） 　　全学FD研修会（2023年度入学前教育結果報告）　　　 99
10　2023/6/28 （水） 　　第2回教育ディベロッパー研修会　　　　　　　　　　32
11　2023/7/19 （水） 　　全学FD研修会（情報セキュリティ基礎講習）　　　　454
12　2023/7/26-27（水･木）IB教員養成プログラムFD　　　　　　　　　　　　　　9
13　2023/9/11 （月）　　 全学FD研修会（ゲートキーパー養成研修）　　　　　214
14　2023/9/14 （木） 　　学生支援FD研修会　　　　　　　　　　　　　　　　 90
15　2023/9/16 （土） 　　英語教員FD会　　　　　　　　　　　　　　　　　　 20
16　2023/9/21 （木） 　　FD研修会（Googleチャット活用入門）　　　　　　　308
17　2023/9/27 （水） 　　第3回教育ディベロッパー研修会　　　　　　　　　　28
18　2023/9/27 （水） 　　FD講演会（URA島田氏講演会）　　　　　　　　　　　48
19　2023/10/25（水） 　　全学FD研修会（全学的な情報環境整備の方ほか）　　101
20　2023/11/30（木） 　　第4回教育ディベロッパー研修会　　　　　　　　　　35
21　2023/12/6 （水） 　　令和5年度入試FD研修　　　　　　　　　　　　　　 261
22　2023/12/7 （木） 　　全学FD研修会（2024年度シラバス作成についてほか）138
23　2024/2/20 （火） 　　全学FD研修会（学習支援）　　　　　　　　　　　　189
24　2024/3/13 （水） 　　全学FD研修会（FD活動報告会ほか） 　　　　　　　 103
25　2024/3/15 （金） 　　全学FD研修会（CAC） 　　　　　　　　　　　　　　 27

SD関係
No　実施日　　　　　　　　研修名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加人数
 1　2023/5/31 （水） 　　教職学協働SD研修会　　　　　　　　　　　　　　　 35
 2　2023/5/31 （水） 　　安全保障輸出管理に関するSD講演会　　　　　　　　 93
 3　2023/6/15 （木） 　　全学SD研修会（GoogleWorkspace活用法）　　　　　 387
 4　2023/7/19 （水） 　　全学SD研修会（情報セキュリティ基礎講習）　　　　454
 5　2023/9/11 （月） 　　全学SD研修会（ゲートキーパー養成研修）　　　　　214
 6　2023/9/14 （木） 　　学生支援SD研修会　　　　　　　　　　　　　　　　 90
 7　2023/9/21 （木） 　　SD研修会（Googleチャット活用入門）　　　　　　　308
 8　2023/11/15 （水）　　全学SD研修会（情報セキュリティ基礎講習）　　　　443
 9　2023/12/6  （水） 　 令和5年度入試SD研修　　　　　　　　　　　　　　 261

　情報理工学部情報理工学科では学生による授業評価以外に、教員による授業参観というＦＤ活動に取り組んでいる。
参観科目に対して、語りの聞き取りやすさ、講義内容、全体の流れ、学生の反応、などの面においてコメントを付けて
評価する。所属教員の参観可能な科目を対象にし、春学期と秋学期にそれぞれ実施する。その結果は学科教員に共有
し、授業の改善を図る。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

 本学はアセスメントポリシーを定めており、卒業・修了予定者を対象にカリキュラムコンサルティング（学生インタ
ビュー）やアンケートを実施し、その結果に基づいて各学科がカリキュラムについて自己評価を行い、その自己評価結
果に対して他学科による他者評価を受ける取り組み（カリキュラム・アセスメント）を教育開発センターが中心となっ
て実施している。教育開発センターでは、カリキュラム・アセスメントの結果を学科・専攻へフィードバックすること
により、授業改善等に取り組んでいる。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　すべての授業科目に対してＬＭＳによる授業評価アンケートを実施している。質問項目は、学生自身の学習の取り組
み、授業内容の水準、教員の熱意、満足度などであり、自由記述欄も設けている。

　ｂ　実施方法

(1) カリキュラムアセスメントは、学部・学科・専攻の卒業・修了生がどの程度ＤＰを修得したのか、カリキュラム改
善を目的として、自己（自学科・専攻）評価、他者（他学科・専攻）評価を行うものであり、学部学科・研究科専攻ご
とにアセスメントポリシーを設けている。
(2) 卒業生・修了生アンケートは教育改善や学生支援の充実を目的とし、全学の卒業生・修了生対象に実施する。卒業
生・修了生インタビューは直接、学生にインタビューを行い、教育改善に活用する。
(3) ＦＤ講演会、ＳＤ講演会は講師による講演と質疑応答を行い、各教員が授業改善・業務改善の取り組みに生かす。
講演会にはワークショップをセットにする場合もある。全学対象の講演会の他、各学部・研究科・機構単位に実施する
懇話会にＦＤ的な内容を設ける場合もある。
(4) 授業改善のための学生アンケートに関しては③に後述する。



（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

　該当なし

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

　授業担当教員は授業評価アンケートの集計結果をWeb上で確認し、集計内容や自由記述欄への記述に対するコメントと
して所見をWebシラバス上に登録することになっている。所見は学生・院生・教員が自由に閲覧できるよう、Webシラバ
ス上に公開している。学生の意見に対して教員が応えるという双方向性を持たせることにより、継続的な授業改善が行
われるようにしている。
  なお、全学の授業評価結果（授業アンケート経年比較）は「授業アンケート調査結果報告」としてホームページに掲
載し、情報公開している。



　　　　いて記入してください。

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　Society5.0の実現をさらに加速させるためには、情報技術と機械制御技術を融合させた様々なものがネットワークに
繋がる実働システムの社会実装が必要であり、これからの社会を支えるための新たな基盤になる。時代の要請に応える
ために設置した情報理工学部情報理工学科は、「情報技術を核として人間機能の拡張を教育研究する」を基本コンセプ
トとし、「情報技術を核として、数学やアルゴリズムといった理学的な知識・技能と、ものづくりのための機械の工学
的な知識・技能を身につけ、情報化が進む社会の中で、問題発見・解決能力を養い、高めて行くこと」を教育上の目的
とする。この教育目的を達成するため、（１）数学、情報科学、ネットワークセキュリティの知識・技能を習得できる
コンピュータサイエンスコース、（２）機械学習、A Iプログラミング、データ処理技術の習得できるA I・データサイ
エンスコース、（３）デジタルゲームやメディアの制作の技法、及びその基礎となる感性工学・XR技術に関する知識・
技能を習得できるデジタルゲーム・メディアコース、（４）ロボットシステム構築とその知能化手法の知識・技能を習
得できるA Iロボティクスコース、（５）機械・電子・情報工学の融合分野からなるシステム設計・開発・製造するため
の知識・技能ならびに人間工学・ユニバーサルデザインの知識・技能を習得できるメカトロニクスコース、の５つの専
門コースを設けている。
　本学科の基本的な教育方針は、入学者全員に基礎的な情報技術と機械制御技術の習得を課し、各学生が異なる専門分
野を選択したとしても、他分野の学生と容易に連携や協働ができるよう、幅広く専門科目を履修させることである。
　１年次では基盤教育科目により、（１）人として生きていくうえで大切とされる人間性の涵養、（２）専門教育を効
果的に学び・活かすためのラーニング・スキルの習得、（３）社会で活躍するための基盤となる汎用的能力の育成の３
点を目標とする教育を行う。同時に実践的ものづくり教育や数理・データサイエンス等の専門基礎教育を行い、特定の
専門性だけにとられない情報技術と機械制御技術を広く学ばせる。２年次以降は学生を５つのコースに分けて専門科目
を教育する。ただし、専門性が大きく偏らないよう所属以外のコースの開講科目の履修を可能にし、幅広い知識や技能
を学ばせる。このような経験をとおして、異なる分野におけるものの考え方や捉え方を身につけさせ、多様な場面で適
応力を発揮できる学生を育成する。また、本学科では卒業研究を学修の集大成と位置付けており、その完成を目指して
３年次に「プロジェクト科目Ⅰ・Ⅱ」４単位、４年次に実験・実習科目である「卒業研究Ⅰ・Ⅱ」８単位を開講する。
　開設１年目である令和４年度は、募集人員210名に対して220名（定員充足率1.04倍）の学生が入学した。入学時のオ
リエンテーションでは、学科設置の趣旨、教育上の目的、専門コースの概要及び専門教育課程の編成などを詳細に説明
した。春学期では、「情報理工学概論」、「基礎数学Ⅰ」、「基礎数学Ⅱ」、「情報リテラシ」、「プログラミング基
礎」、「情報リテラシー」などの数学基礎や情報基礎となる必修科目について、全学生が履修しており、それぞれ100%,
94%, 90%, 86%, 94%, 100%の合格率であり平均すると94%の合格率であった。
　２年次に進級する学生には５つのコースに分けて専門科目を教育する。コース配属に関しては、入学時と春学期終了
時に調査を行い学科内でその情報を共有し、随時、コースについての質問・相談などを受け付ける。秋学期終了時に最
終的な意向調査を行ない、最終的に91%の学生を自分の希望するコースに配属した。また希望に沿わなかった学生には
チューターや教務担当者が面談を行い今後の履修計画などに対してケアを行った。令和４年度の履修状況を総括する
と、情報技術と機械制御技術を融合させるという本学科のコンセプトを学生に理解させていると考えられる。
　開設３年目（令和６年度）となる本年度は、178名（定員充足率0.84倍）の学生が入学した。過去２年間の教育・運営
などの経験を踏まえて、新入生の学習サポートに力を注ぐ次第である。また、２年次に進級した199名の学生を５つの専
門コースに配属させ、専門教育の学習に専念させる。３年次に在籍している178名の学生は、専門科目の学習に全力で取
り込ませる以外に、４年次生の「卒業研究I・Ⅱ」を履修するための準備を着々と進めている。具体的な対策としては、
（1）春学期に専門コース毎に設けられている「プロジェクト科目Ⅰ」を履修すること、（2）春学期において学生が研
究室訪問できる期間を設けること、（3）秋学期に「プロジェクト科目Ⅱ」の履修学生を研究室に配属させてより深い専
門知識や研究方法を経験させること、の３つを掲げている。教員研究室、講義室及び演習室などは学生を収容するのに
十分な余裕があり、教育上支障はない。

③　認証評価を受ける計画

　　・令和２年に評価機関（大学基準協会）の評価を受け、適合の判定を受けた。令和６年７月末までに改善報告書
　　　を提出する予定である。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　・令和６年７月１日　公表

　ｂ　公表方法

　　・大学ホームページ上に公開予定（令和６年７月１日を予定）

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　（専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院については、機関別認証評価と分野別認証評価それぞれの受審計画について記載してください。）

（４） 自己点検・評価等に関する事項



≪ａで公表「無」の場合≫

○　設置計画履行状況報告書（令和５年度）

（５） 情報公表に関する事項

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕


